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平成26年度
定時総会

来る 6月18日（水）に日本建築協会
定時総会を開催いたします。
定時総会終了後に総会出席者及び会
員を対象に、下記のとおり講演会並
びに会員交流懇親会を開催いたしま
すので、多数のご参加をお願い致し
ます。

と　き　2014年 6 月18日（水）
　　　　15：00から
ところ　 「東天紅」／大阪マーチャン

ダイズ・マートビル20階
　　　　大阪市中央区大手前1-7-31

＊当日は軽装でご出席下さい。

議　題　① 平成25年度事業報告（案）
の件

　　　　② 平成25年度収支決算報告
（案）の件

　　　　③ 平成26年度事業計画（案）
の件

　　　　④ 平成26年度収支予算（案）
の件

　　　　⑤役員改選の件
　　　　⑥その他

申込者氏名

ご 連 絡 先

（職場・自宅）

ご連絡先TEL

1 ．申込区分（◯印をお願いします）

　①講演会のみ参加　②懇親会のみ参加　③講演会・懇親会の両方参加

2． 6月18日の通常総会出席予定（◯印をお願いします）

　①出席予定　②欠席予定　③未定

　（総会開催通知は 5月中旬に各会員あて別途送付いたします）

3．懇親会会費の事前振込（◯印をお願いします）

　①あり　②なし

（総会開催通知は5月中旬に各会員あて別途送付いたします）

講演会と会員
交流懇親会
■講演会（16：30～17：30）
　澤田　充　氏
　 タイトル：「旧くからある
けれど新しい大阪の魅力を
もつ北船場。
　 街の活動を通して新しいコ
ミュニティを考える」

■会員交流懇親会
　（17：40～20：00）

＊ 第13回読者と選ぶ「建築と社会」
賞表彰式と第61回青年技術者表
彰式も行います。

■澤田充氏講演会
人口が減少に転じた時代のまちづく
りは、住民が活き活きとくらしなが
ら交流人口をいかに増やすかを求め
られる。
そんな中「淀屋橋WEST」という街
ブランディングを始めてから12年が
経った。当初から街を流行り廃りと
いった消費の対象としない考えのも
と「永遠に完成しない街づくり」を
実践している。
わが街北船場は、日本を代表する建
築家が設計した近代建築が数多く残
る歴史と伝統の街。加えて旦那衆の
プライドが色濃く存在する街でもあ
る。その街で一人のよそ者による
ハードによらずソフトからの街づく
り活動を報告する。
歴史ある小学校や老舗百貨店の跡地の
商業施設開発、曳き家工法による開発
のカフェづくり、銀行店舗のリノベー
ションレストラン、街の魅力を伝える
雑誌づくり、農作物の生産者と都市生
活者の交流に視点をおいたファーマー
ズマーケット、街の魅力を再発見する
食べ歩き街歩きイベントまちバル、あ
るいは御堂筋の上質な賑わいを可視化
するプロジェクトなどのプロデュー
ス。町会や祭りなどの地域の人々との
コミュニティ活動の参加や行政の委員
会活動まで非常に幅広い活動を報告す
る。加えて、大阪の中心市街地のまち
づくりを通して新たな時代の新しいコ
ミュニティのあり方を考える。

と　　き　2014年 6 月18日（水）
　　　　　16：30～17：30
と こ ろ　 「東天紅」／マーチャンダイ

ズ・マートビル20階
　　　　　大阪市中央区大手前1-7-31
定　　員　80名（参加費無料）

●澤田充氏経歴
地域活性・住環境・商環境・ブラン
ディングを事業領域とする株式会社ケ
イオス代表。
株式会社リクルートを経て1993年に
独立。
●主な実績：「淀屋橋WEST」「北船
場くらぶ」「淀屋橋odona」「北船場
茶論」「御堂筋ピクニック」「グラン
サクタス淀屋橋」「ダイビル・クリエ
イティブ・スクエア」「京阪中之島
線」、料理人独立開業支援「チャレン
ジキッチン」、南海高架下「なんばこ
めじるし」、東京丸の内「トキア」「新
丸の内ビルディング」、髙島屋大阪
店「なんばダイニングメゾン」、「本
町ガーデンシティ」「The Kitahama 
PLAZA」「イーマ」「富国生命ビル」
「なんばシティリニューアル」「パレ
スホテル東京」、有楽町「大阪百貨
店」、「なんばグランド花月ビルリ
ニューアル」「グランフロント大阪」
「UMEKITAFLOOR」、東京中央郵便局
「KITTE」、吉野葛 ｢天極堂本店｣ な
ど。

■会員交流懇親会
会員相互の情報交換、交流、親交を深
めるため会員交流懇親会を開催。
と　　き　2014年 6 月18日（水）
　　　　　17：40～20：00
　　　　　 第13回読者と選ぶ「建築と

社会」賞表彰式と第61回
青年技術者表彰式を含む

と こ ろ　 「東天紅」／マーチャンダイ
ズ・マートビル20階

　　　　　大阪市中央区大手前1-7-31
会　　費　5000円（当日徴収）
　　　　　 事前にお支払いいただく場

合は下記口座へ
振 込 先　三井住友銀行大阪中央支店
　　　　　（普通　860034）
　　　　　郵便為替口座
　　　　　0910-9-39975
定　　員　150名（先着順）
■ 澤田充氏講演会と会員交流懇親会の
申込み
申 込 先　一般社団法人日本建築協会
　　　　　総務課
下記のいずれかで申込み下さい。
TEL 06-6946-6981
FAX 06-6946-6984
E-mail：soumu@aaj.or.jp
申込締切　6月6日（金）
＊ 当日は軽装でご出席ください。
問 合 せ　06-6946-6981

講演会講師
澤田　充（Mitsuru SAWADA）

日本建築協会

会告
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　当協会の名誉会長（元会長）佐野正一氏
が 3月20日に逝去されました。ここに深
く哀悼の意を表すとともに、ご冥福をお祈
りいたします。
　佐野正一氏は、昭和31年に当協会の理事
に就任。昭和53年に副会長、昭和59年から
平成 6年まで会長、その後名誉会長とし
て協会活動に多大なる貢献を果たすなど、

協会の発展に寄与するとともに、㈱安井建
築設計事務所の社長、会長として建築業界
の振興発展に尽力されました。
　これらの功績により平成 3年に勲三等
瑞宝章を受章されています。
　また、生前、建築業界をはじめ公共に対
する功労が高く評価され、平成26年 4月
に正五位を受章されました。

●略歴
1921年　 1月10日大阪市生まれ
1942年　東京帝国大学工学部建築学科 卒業
　　　　鉄道省施設局 入省
　　　　海軍技術将校（建築部門）
1945年　復員 運輸省に復帰 本省建築課 勤務
1950年　日本国有鉄道施設局 勤務
1955年　安井建築設計事務所 入社
1961年　同社 代表取締役社長 就任
1989年　同社 代表取締役会長 就任
2002年　同社 代表取締役相談役 就任
2014年　 3月20日逝去（93歳）
●褒賞
1959年　日本建築学会賞受賞
1965年　日本建築学会賞受賞
1972年　大阪府知事賞受賞
1983年　建設大臣賞受賞
1985年　藍綬褒章受章
1991年　勲三等瑞宝章受章
1994年　大阪市民表彰（文化功労）
2014年　叙位として正五位受章
●公職
1981-1989年　建設省建築審議会 委員 
1986-1987年　 建設省都市計画中央審議会 専門

委員
1988-1994年　建設省中央建設審議会 委員
1981-1991年　大阪市建築審査会 委員
1980-1982年　大阪市総合計画審議会 委員
1980-1982年　大阪市建築美観委員会 委員

1984-1994年　日本建築協会　会長
2000-2014年　日本建築学会　名誉会員
1990-1994年　 日本建築士事務所協会連合会 会長
1990-2004年　大阪建築士事務所協会　会長
1969-1973年　日本建築家協会（旧） 副会長
1994-2004年　日本建築総合試験所 副理事長
1990-1994年　日本建築センター 評議員
1987-1999年　大阪商工会議所2号議員
1985-1989年　 全国総合健康保険組合協議会 副

会長
1983-2007年　大阪府建築健康保険組合 理事長
1969-1973年　大阪府建築家協同組合 理事長

1982-2006年　総合デザイナー協会 副理事長
1982-2009年　 関西フィルハーモニー管弦楽団 

楽団代表・理事

　日本建築協会元会長、安井建築設計事務
所代表取締役相談役の佐野正一氏が 3月
20日にご逝去の報に接しました。ご生前
にお会いさせていただきご指導を仰ぐ機会
を逸した事は真に残念です。組織事務所の
手本である今日の安井建築設計事務所の礎
を築いた卓越した経営手腕や、岳父の意志
を引き継いだ大阪ガスビルの増築、音楽に
対する造詣の深さが生んだサントリーホー
ル、私の愛飲する白州を生産するサント
リー白州蒸溜所、教養と品格を現している
東京国立博物館の平成館、時代の“駅ビ
ル”の集大成となった大阪ターミナルビル
の設計等、建築家としての技量は言わずも
がな、氏の最大の貢献は経済社会の損得を
超えて、建築家が市民社会において責任あ
る役割を果たすルール作りに、特に建築士
事務所の業務責任体制の確立に向けて社会
のために奔走されたことです。
　（一社）日本建築協会は大正6年（1917
年）に片岡安等が設立しました。機関誌
「建築と社会」の誌名に現れているように、
建築と社会の繋がりをテーマに行政、教
育、設計、施工、建材等、建築にかかわる
多様な分野の者が市民と共に活動の舞台で
ある街づくりに貢献する団体です。しかし
その活動の成果は顕在化しにくく、絶えず
会員の増強と財政的基盤の形成に難儀する

状態でした。氏は昭和31年～33年、37年～
53年理事として、昭和53年～59年副会長
として会長を補佐し財政基盤の確立に努力
されました。昭和59年には、急逝された福
田朝生会長の後を受け会長にご就任、平成
6年まで足掛け34年もの長い間協会の発
展にご尽力され、市川宏会長にバトンを渡
されました。氏の会長在任中の10年間は協
会活動の節目に当たりました。大阪駅前第
三ビルの新事務所にて、創立70周年を契機
に、建築に関わる社会貢献をした個人や団
体を顕彰する日本建築協会賞を創設するな
ど、協会の社会的影響力の強化に努められ
ました。創立75周年には、過去の作品を集
約した「高校生デザインコンクール入選作
品集」を刊行し、若手人材の育成に貢献さ
れました。更に「建築と社会」の復刻版の
出版等、卓越したリーダーシップを発揮し
て日本建築協会の発展に尽くされました。
　建築を取り巻く重大な問題が顕在化し混
沌としている今日、氏のような高い見識と
人徳を有する強力なリーダーを失ったこと
は真に残念ですが、氏の意志を後世に生か
すために、日本建築協会の運動を引き継
ぎ、持続可能な地球環境作りに貢献する行
動がご冥福をお祈りすることになると考え
ます。
　どうぞ安らかにお眠りください。

佐野正一名誉会長訃報
および叙位受章のお知らせ

佐野正一氏のご逝去の報に接して
一般社団法人日本建築協会会長　香西喜八郎
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　佐野正一氏は安井建築設計事務所のトッ
プとして、事務所で作成されたすべての
設計図書に目を通し、承認に至ったうえ
で「S.S.」のサインを記した。意匠図だけ
でなく、構造図でも設備図でもあるいは積
算書についても、佐野氏が掌握し、決定を
下してきた。その姿勢は1989年に社長を
譲るまで一貫していた。佐野氏の自伝的著
作『建築家三代』においてこのことに触れ
た個所で、強い印象を受けた一節がある。
「私がアーキテクトとして最終決定をする。
……補助アーキテクトの意見は聴くけれど
も最終決定はアーキテクトだ」。物事を大
所高所から俯瞰しているような佐野氏の日
頃の語り口を知る者にとっては、こうした
勢い込んだ口調はやや意外に感じられた。
しかし、顧みれば、佐野氏は事務所のテー
ゼとして「誇りと情熱」を掲げてきた。こ
の標語と合わせて考えるならば、アーキテ
クトであることの誇り、アーキテクトたり
つづけようとする情熱が佐野氏自身を突き
動かしていたのだと今にしてあらためて納
得するのである。
　佐野氏は、安井事務所での設計を導く
方向性として「デザインの安定した統一
性を守ること、先端奇矯なデザインを狙
わず調和のあるオリジナリティを採るこ
と」を掲げている。これらの方針は、佐
野氏が捉えた歴史的パースペクティブの
もとに構想されたイメージで裏付けられ
ていると見るべきである。
　日本建築学会の機関誌『建築雑誌』1999
年 8月号は、「二十世紀を決めた建築」に
ついて寄稿を募った。そこで佐野氏は「コ
ルビュジエは……国際主義、機能主義を
ベースにモダニズムの新しい様式をつくり
あげた。新鮮で明快なこの様式は急速に世
界に強い刺激を与え、建築の主流として
定着するにいたる。次々に発表された作品
は一つひとつ異なった姿を見せるが、新し
い時代の建築思想を目指す強い主張は共通
している」と述べ、その上で「モダニズム
の時代は終わって、ポストモダンの様式な
き混迷の時代に移っている」と記す。こう
した「様式」の使い方は一般的でないが、
個々の作品に共通する基幹的な発想と手法
とでも規定すれば十分に了解可能である。
ここで重要なのは、佐野氏がモダニズムを

「様式」として把握し、信頼していたこと、
そして「混迷の時代」に「様式」を打ち立
てようと願っていたことである。事務所の
設計においてデザインの統一性と調和を求
める姿勢はこうした思考と通底するもので
ある。
　しかし、その一方で、佐野正一氏は盟
友・佐治敬三氏が希求してやまなかった
「エトヴァス・ノイエス（何か新しいこ
とを）」という発想に深く共鳴していた。
1969年に日本建築学会近畿支部でおこなわ
れた座談会「時間と建築」の席上、機能が
変われば建築物は建て替わるべきと主張す
る白石博三氏や川崎清氏に反論して、佐野
氏は「最初に構想された創造的な精神にも
とづいてそういう形というものが継承され
る限りは……やはり私は生命はあり得ると
考えます」と述べる。『建築家三代』の終
章にも「建築設計の究極の目標は……新し
い独創的な美しさをつくることにある」と
いう言葉を見出せるのであり、「創造的精
神」は佐野氏にとってアーキテクトの本質
をなすものであったといいうるのである。
　佐野氏は自身の作風をしばしば「機能主
義（あるいは技術主義）かつローカリズ
ム」と説明している。それは、モダニズム
を基調とする「様式」の完成と、常に独創
的な発想を求める心－その双方を統合する
方法論であるということができる。その意
味で「機能主義」は、意匠的側面をも含む
用語と見た方が正しい。一方の「ローカリ
ズム」は端的にはサーリネン（佐野氏が愛
着を隠さなかった建築家である）やアール
トらの有機的表現を指す。時代が下がる
と、ジャコビアン・スタイルを連想させる
木質材料の導入、あるいは一九世紀末のゼ
ツェッション的造形の援用などプレモダン
に踏み込んでいる。東京国立博物館平成館
の階段室が、オットー・ワグナーによる
ウィーン郵便貯金局のそれの本歌取りであ
ることは実に意味深い。
　氏はそうした自分の「様式」の完成形と
して東京国立博物館平成館の立面の「明快
端正な美しさと豊かな表情」を挙げる。自
身に向けられたその賞賛は、様式を喪って
いく時代にあって、モダニズムの幅を広
げ、その可能性を究めた営為への満足にほ
かならなかったであろう。

佐野正一を悼む－誇り高き近代主義者
京都工芸繊維大学教授　石田潤一郎

佐野正一氏「お別れの会」

と　き　平成26年6月12日（木）
　　　　11時～13時30分
ところ　リーガロイヤルホテル（大阪）
　　　　 タワーウイング　 3階ロイヤルホー

ル・光琳の間
　　　　大阪市北区中之島5丁目3番68号
　　　　06-6448-1121（代表）

※ 献花していただきますので、都合のよい時
間に平服でお越しください。
　香典、供花、供物は辞退。

■お問い合わせ
㈱安井建築設計事務所本社総務部
TEL 06-6943-1371
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黄綬褒章受章の
お知らせ

このたび、当協会の理事（前会長）
であり、日建設計コンストラクショ
ン・マネジメント㈱会長の中井進氏
が、平成26年春の黄綬褒章を受章し
ました。
中井進氏は、平成14年に日本建築協

会理事、平成20年から24年まで会長、
退任後も引き続き理事として活躍。
㈱日建設計には昭和49年入社。平成
23年に同社代表取締役副社長に就任。
現在、日建設計コンストラクショ
ン・マネジメント㈱会長。

中井進氏は、多年、建築業界におい
て建築設計監理業務に精励するとと
もに、協会活動に多大なる貢献を果
たすなど、業界の振興発展に寄与し
た功績が高く評価されたものです。

日本建築協会

会告

第12回学生のための現場見学会

「龍谷大学深草キャン
パス新1号館（仮称）」

■所在地
京都市伏見区深草塚本町67
■交通
京阪電鉄　深草駅　　徒歩  5分
JR　　　  稲荷駅　　徒歩10分
地下鉄　　くいな橋　徒歩20分

今回の現場見学会は、建物内部に計
画されたコアに耐震壁を集約し、内
外共に最大限の可視化：「見える化」
を図った大学施設です。建物外周部
には庇状のベランダを巡らすことに
より、光・熱環境に配慮すると共に、
屋上テラス、ラウンジ等、多くのフ
リースペースを点在させています。
また、キャンパス内での長期工事の
為、「逆打ち工法」を採用し、ヤード
の確保・騒音低減・工期短縮を実現
しています。当日の現場見学には飯
田善彦氏も同行の予定です。

施工状況　 外部サッシュ取付工事、
内装工事、他

設　　計　㈱飯田善彦建築工房
施　　工　㈱竹中工務店
日　　時　平成26年 7 月 3 日（木）
　　　　　14：00～16：30
定　　員　40名
集合場所　現場事務所3階
講　　師　飯田善彦氏
　　　　　（㈱飯田善彦建築工房）
　　　　　清水健司氏
　　　　　（㈱竹中工務店）
申込方法　①学校名・学部・学科
　　　　　②学生氏名・学年

　　　　　③ 引率者　職名・氏名（学
生のみの場合は不要）

　　　　　④参加証送付先の住所
　　　　　⑤TEL・FAX
　　　　　⑥メールアドレス
　　　　　 ①～⑥を記入の上、FAX

（06-6946-6984）かE-mail
（h-katayamaaaaj.or.jp）
まで。

参 加 費　500円（保険、資料）
応 募 締　平成26年 6月20日（金）
＊ 定員になり次第締め切らせていた
だきます。

外観模型
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日本建築協会

会告

U-35委員会企画
2nd action「建築と拡

ひろば

場」

講演会 ＆ 交流会
グランフロント大阪

「グランフロント大阪」概要
所 在 地　大阪市北区大深町
建 築 主　 NTT都市開発　大林組 

オリックス不動産　関電
不動産　新日鉄興和不動
産　積水ハウス　竹中工
務店　東京建物　日本土
地建物　阪急電鉄　三井
住友信託銀行　三菱地所

設　　計　 日建設計＋三菱地所設計
＋NTTファシリティーズ

施　　工　大林組、竹中工務店
敷地面積　 47,917.94㎡
建築面積　 4,575.02㎡
延床面積　567,927.07㎡
構造規模　S造、SRC造、RC造
竣　　工　2013年 4 月
建物用途　 オフィス、商業、劇場、

集会場、ホテル、住宅、
駐車場

■開催詳細

日　時　2014年6月27日（金）
　　　　19：00～22：00
　　　　第1部　講演会
　　　　第2部　交流会
　　　　※18：30より受付開始
講　師　木村美樹雄氏
　　　　 （（一社）グランフロント大阪TMO）
　　　　橋本英樹氏（（株）大林組）
　　　　塚島健氏（（株）日建設計）

他
会　場　グランフロント大阪
　　　　うめきたSHIP HALL
参加費　講演会
　　　　会員　1,000円
　　　　一般　2,000円
　　　　学生　 500円
　　　　交流会（食事、飲み物込）
　　　　　　　3,500円
定　員　100名（先着順）
申込み　FAXまたはE-mailで
　　　　①催し名「U-35講演会」
　　　　②氏名（ふりがな）
　　　　③職場名または学校名
　　　　④参加証送付先住所
　　　　⑤連絡先電話番号
申込先　（一社）日本建築協会
TEL 06-6946-6981/FAX 06-6946-6984
E-mail：hensyu@aaj.or.jp（担当 塩谷）

■「建築と拡場」開催主旨
広場や通りなども含めたオープンス
ペースを、人々の活動などが拡がる場
という意味を込めて「拡場」と称し、
オープンスペースの在り方について、
議論を深めたいと考えています。
建築設計者が、建築と都市を一体化
する空間ツールとして、公開空地な
どの『オープンスペース』を用いる
例は多くみられます。ただ、建築設
計者側ではよかれと思って採用して
いるオープンスペースを、建物使用
者側が持て余している例が多いこと
も、また否定のできない事実です。
『オープンスペース』の役割から鑑み
るに、建築設計者と建築使用者の意
図が合わさって空間が創られるのが
最も望ましい形であると考えられま
す。拡場空間の利用方法に目をむけ
ることが、今後の新しい『オープン
スペース』を創りだすヒントとなる
と考えられます。
グランフロント大阪を例に、U-35世
代の建築設計者、開発事業者、企画
運営者のお話を伺い、建築と都市を
つなぐ『拡場』ついて、多角的な視
点を探ります。

U-35委員会とは、日本建築協会にお
ける「若手設計者を中心とし業種・
組織を超えた同世代をつなげるプ
ラットフォームの創出、U-35世代の
多角的な視野の獲得、建築における
多様な価値の社会への発信を活動の
目的としております。
第 1回目の企画としまして、2013年
11月「建築と木材」をテーマに、「大
阪木材仲買会館」の見学会および 3
名のパネリストを招いての講演会・
交流会を開催致しました。多数の方
に参加頂き、大成功を収めることが
できました。
講演会では、U-35世代の方をお迎え
してのディスカッションを予定して
おり、簡単なお飲み物も用意しての
カジュアルな感じで開催致します。
業種・組織を超えた交流の機会でも
ありますので、U-35世代は勿論のこ
と、諸先輩方のご参加もお待ちして
おります。
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■特集予告
●7月号／第61回青年技術者
●8月号／建築と時間

6 1 1 0 7 2 0 1 4

東近江市市庁舎
（旧八日市市庁舎）
設　　計：日新プラン
竣　　工：1977年
所　　在：滋賀県東近江市

八日市駅から続く並木道の先に庁舎
がある。大きな寄棟とアーチでまと
められた立面は意表を突くが、どこ
か素朴な佇まい。外皮は軒先から段
階的に控えられ、丁寧なディテール
で処理されている。その他の開口部
にも抱きが与えられ、効果的な陰影
をもたらすと共に、雨風からサッシ
を守っている。実直で丁寧な仕事と
市民愛により公共建築百選として保
存されている。

（東畑建築事務所／大西広朗）

デザイン・撮影
嘉村知紀（東出清彦写真事務所）

今月の表紙

特集●オフィスのこれから
　【総論】
　オフィスのこれから●仲　隆介 ――――――――――――――――――――――― 12

　【各論】
　 1　一人ひとりの力を引き出すオフィス●山田雄介 ――――――――――― 16

　 2　未来の顧客に開くオフィス～価値協創の場へ～●齋藤敦子 ―――― 18

　 3　働き方と健康●八木佳子 ―――――――――――――――――――――――― 20

　 4　オフィスにおける環境対策●伊藤　健 ―――――――――――――――― 22

　 5　未来の働き方を支える道具～文具・工具・電具～●齋藤敦子 ――― 24

　 6　これからのオフィスの水まわり～トイレ空間の役割～●石原雄太 ― 26

　 7　これからのオフィスにおける内装材とその役割●佐藤弘幸 ――――― 28

　【事例紹介】
　トイレをもっと快適に。女性目線で提案するトイレ空間
　●アイカ工業㈱ ――――――――――――――――――――――――――――――――― 30

　今、その空間で大地震に耐えられますか？
　「高耐震間仕切Ｇ」のご紹介●㈱イトーキ ――――――――――――――――― 31

　手作りで“自分たちらしい”快適な空間を創造する●原田徹朗 ―――― 32

　【レポート】
　「アートビル」を訪ねてー大阪パソナグループビルー●片山和代 ――― 33

　【編集後記】 ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 35

会告 平成26年度定時総会．講演会と会員交流懇親会．
佐野正一名誉会長訃報および叙位受章のお知らせ
佐野正一氏のご逝去の報に接して●香西喜八郎
佐野正一を悼むー誇り高き近代主義者●石田潤一郎
黄綬褒章受章のお知らせ、
第12回学生のための現場見学会
「龍谷大学深草キャンパス新 1号館（仮称）」
U-35委員会企画　2nd action「建築と拡

ひ ろ ば

場」
講演会＆交流会  グランフロント大阪見学会

1
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4

作品作風 淡路市立一宮保育所
関西医科大学

6
8

gallery 漆喰 塗り・伝える－金沢城・石川門－●藤田三喜 10

法令コーナー 顕在化した課題への対応を重点に
－第 4次神戸市建築物安全安心実施計画策定－●森田　統

36

設備の頁 光源の色温度が心理面に及ぼす影響●宮本雅子 37

関西の建築界
群像

生山雅英●野口　伸 38

再読
関西近代建築

真宗大谷派難波別院（南御堂）●植松清志 39

新製品レヴュー 双固定子電動機始動で防災設備のイニシャルコストの
低減を●㈱サタケ
「美しさに触れてほしい」
アーキズムシリーズ 2014－2016●㈱ユニオン

43

44

information 上村松篁展．阪神・淡路大震災20年展　東京・ソウル・
台北・長春　官展にみる近代美術．杉浦康益展　陶の博
物誌－自然をつくる．創立記念日事業　建築家・安藤忠雄
講演会「夢をもって生きる」．ミラノ ポルディ・ペッツォーリ
美術館　華麗なる貴族コレクション．没後90年　近代日本
洋画の巨匠　黒田清輝展．企画展　文化功労者顕彰記念 
鳥と語る　上村淳之展．西野康造展　Space Memory.
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作
作

品
風

建　築　主　淡路市
設計・監理　多田設計事務所
施　　　工　常盤興業株式会社

淡路市立一宮保育所
淡路島一宮地域の海、山、空に囲まれた立地特性を活かした、自然に育まれ
自然に護られる保育所施設の計画である。
西に広がる瀬戸内海は、地域ならではの自然を享受できる反面、津波など
自然災害も懸念される。また、敷地北側から東側にかけては敷地を取り巻く
ように、春には桜が咲き誇る緑豊かな高台となっている。
児童の安全確保を最優先に、豊かな自然を享受できる保育環境を形成すべく
高台と建物で運動場を取り囲む施設配置とした。
常に北、東の緑を目にしながら生活する環境は、快適であると共に非常時の
避難場所（高台）を自然に意識づけるものであり、咄嗟な判断を確実なもの
とする。また、西側道路を背にすることで、児童の外部への飛び出しや不審者
の侵入を抑制し、運動場への強い海風を緩和する。また、西側の住宅地に
対しても、必要以上に子供の声が伝わることを防ぎ、静かな住環境確保にも
寄与している。
豊かな自然の中に建つ保育施設として、外部テラスから高窓に抜ける自然
通風、自然換気の促進、外壁断熱塗料による空調負荷の低減、太陽光パネルに
よる電力負荷の低減など環境条件を活かした環境負荷の少ない施設計画と
した。また、夏季にテラス部分にて作動するミストシャワーは、子供の遊び
アイテムにもなり、その中でほんの少し環境への意識づけにも寄与することを
期待している。

（多田英雄／多田設計事務所）

光、風を取り込む遊戯室

周囲から見渡せるウッドデッキ（みんなの広場）

庇先端に取り付けられたミストシャワー

勾配屋根による
日射負荷抑制

断熱塗料 断熱塗料

ミスト散布

自然通風

床暖房

太陽光発電パネル

自然換気

LED照明

所 在 地―兵庫県淡路市郡家宮ノ後392番地 1
敷地面積―4,453.48㎡
建築面積―1,637.30㎡
延床面積―1,615.67㎡
構造規模―RC造、地上1階
工　　期―2013年 6月～2014年 2月



正面外観全景

中庭へとつながるエントランスホール



学舎の中心となる中庭

作
作

品
風

建　築　主　学校法人　関西医科大学
設計・監理　清水建設株式会社一級建築士事務所
施　　　工　清水建設株式会社

関西医科大学
建学の精神として「慈仁心鏡」を掲げ、人間性豊かな良医の育成を教育理念とする関西
医科大学が、教育・研究・診療の一元化を目指し、分散していたキャンパスを集約する
統合移転整備事業として位置付けられたプロジェクトである。
芝生が敷き詰められた中庭を中心としたコの字型の建物構成とし、回廊による回遊動線
を確保した低層階に講義室・実習室の教育エリア、高層階には綜合研究施設や各講座
研究室を集約して配置。
オープンラウンジや「デッキボックス」と呼ばれるコミュニケ―ションスペース、デッキ
テラスと芝生広場が広がる屋上庭園、ELVホールに面した吹抜ラウンジなどを、随所に
点在させ、行き交う人の流れの中で様々な交流が生まれ、豊かな教育環境が育まれる仕
掛け・場・空間を実現した。

（芦田裕二・市原裕之／清水建設）

所 在 地―大阪府枚方市新町2-5-1
敷地面積―58,452.31㎡
建築面積― 5,632.60㎡
延床面積―42,092.97㎡
構造規模―RC造・S造、地下1階・地上13階・塔屋2階
工　　期―2011年 6月～2013年 1月
最 寄 駅―京阪本線　枚方駅
撮　　影―SS大阪

1F1F

2F

3F

4F

5F
6F
7F
8F
9F
10F
11F
12F

13F

実習室エリア

講義室エリア

中庭中庭

プロムナードプロムナード

サブエントランスサブエントランス

メイン
エントランス
メイン
エントランス

講義室エリア

附属病院 学生食堂

カフェテリア

各講座
研究室

シミュレーション
センター

実習室エリア

デッキボックス

附属図書館

綜合研究施設

法人管理部門 コミュニケーション
ラウンジ

屋上庭園屋上庭園上上上庭屋上上庭園

学生教育
エリア
学生教育
エリア

大学研究
エリア
大学研究
エリア

ゾーニング／中庭を取り囲むように様々な「交流の場」が展開する

配置図

研修棟

駐車場棟駐車場棟
附属病院附属病院 中央棟中央棟

学園の森学園の森

連絡廊下連絡廊下

プロムナードプロムナード

前庭前庭

シンボルシンボル

北棟北棟中庭中庭

淀川河川敷公園淀川河川敷公園

テニスコートテニスコート

シンボルツリーシンボルツリー

太陽光発電パネル太陽光発電パネル

南棟南棟

N

デッキボックスから中庭を眺める

講義室

加多乃講堂



漆喰は、消石灰、苆（すさ：きざんだ
麻）、糊（つのまた海藻）を水で練っ
たもので、建物の耐火の目的で古来よ
り用いられてきた仕上材料です。更に
耐雨目的で瓦が貼られた海鼠壁ととも
に日本の重要建築物の外壁に用いられ
てきました。調合は時期や温度により
変わり、長年の経験が必要になるもの
です。下地は小舞（丸竹を縄で組んだ
もの）に荒壁土をつけたもので、曲線
等の形はこの段階でつくられ、それに
合わせて何層にも配合を変えながら重
ね塗りを行います。
金沢城は白漆喰、海鼠壁、鉛瓦が有名
ですが、この修理では伝統的な工法を
後世に伝える目的で施工方法が選ばれ
ています。施工の 1年以上前から良
質の粘土と藁をまぜた荒壁土作りをは
じめ、秋刈りの竹を小舞に用い、荒壁
土つけの段階から漆喰仕上まで何層に
も塗り重ね、その都度完全乾燥を行っ
ています。
外見は白壁の美しさが目を引く城郭建
築に見えますが、その昔必要に迫られ
工夫を重ね生み出された技法で、材料
集めから始まる幾多の工程を経て形づ
くられているものであることを思う
と、より伝統たるに相応しい重みを感
じとることができます。

藤田　三喜（ふじた　みつよし）

1965年　石川県生まれ
1991年　㈱イスルギ入社
1994年　技能五輪全国大会　 1位
1995年　技能五輪国際大会　 5位

姫路城・金沢城他多くの伝統的建築
物を担当

漆 喰　塗り・伝える
－金沢城・石川門－

左官

藤田 三喜

正面

櫓・軒先

櫓、塀

企画編集 ： 芳谷晴彦（作品作風小委員会）
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オフィスのこれから
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総論

オフィスのこれから
京都工芸繊維大学大学院教授

仲　隆介

1957年　大分県生まれ。
東京理科大学大学院修了、東京理科大学工学
部助手、マサチューセッツ工科大学建築学部
客員研究員（フルブライター）、宮城大学助
教授等を経て、現職。新世代ワークプレイス
研究センターセンター長、日経ニューオフィ
ス賞審査委員などを務める。著書（共著）
に：「オフィスの夢（彰国社）」「Post Office
（TOTO出版）」「知識創造のワークスタイル
（東洋経済新報社）」などがある。

■今の働き方で未来が変わる
　日経ニューオフィス賞を受賞するなど、

最新オフィスを作り続けているTBWA\

HAKUHODOが、また新しいオフィスを作っ

た。QUANTUM Acceleratorのオフィスであ

る。QUANTUM Acceleratorとは、『「スタート

アップベンチャーの革新的な技術やアイデア」

と「大企業のパワー」を合わせ､ 新事業を

生み出すコーポレートベンチャリング・アク

セラレーターである（HP＜http://www.tbwa-

hakuhodo-quantum.jp/#aboutarea＞より）。』工

事中にオフィスを拝見した時に、そのコンセ

プトを聞いて、さすがに時代の最先端を行く

企業だと思った。オフィスの物理的様相では

なく、現状に留まらずに、常に新しい働き方

を模索し続け、実践していることに感銘を受

けたのである。多くの賞を取り続け、すでに

名声も実績もある企業が、これから生まれよ

うとしている名も無いベンチャーとのコラボ

レーションにより、新しい知を産み出そうと

しているのである。蛇足ながら、オフィスの

デザインも若い建築家とのコラボレーション

であった。

　これまでと同じやり方で粛々と仕事をして

いればよい時代では無くなったようだ。つね

に新しい知をもとめて働き方を改革し続けて

いかなければならない厳しい時代だ。私の所

属する国立大学法人のような職場でさえ、仕

事（教育・研究）の変革を求められ続けてい

る、いわんや民間企業をや、である。実際、

多くの企業が新規ビジネスを求めて、新しい

トライアルに必死である。のんびりしている

企業人たちは、気がついたら仕事が無くなっ

ている大変な時代だ。今の働き方次第で未来

は大きく変わる。組織だけでなく個々人も同

様だ。もし、今、 5年前と同じ働き方をして

いる企業の方がいたら、要チェックだ。

　さて、こうした時代において、オフィスを

作ることは何を意味するのか。もはや、総務

が担当する単なる働く場所の物理的整備では

ない。働き方改革を支えるハイパフォーマン

スなオフィスを手にいれることは、成果に直

結する重要な経営課題なのである。

　オフィス改革のゴールは、そこを使う組織

の経営目的の達成にある。オフィス計画者

や設計者は、オフィスデザインという手段を

使って企業のゴール達成をサポートしなけれ

ばならない。これまでのようなオフィスビル

や空間作りをゴールとするやり方では社会の

役に立てない時代なのだ。

■オフィスのこれまで
1．社会とオフィスの関係の変化－オフィス

が社会（経営）の関心事へ

　多くの人が人生において一番長い時間を過

ごすビルディングタイプは、オフィスではな

いだろうか。住宅の滞在時間も長いが、人が

起きている時間で比較すれば、オフィスに軍

配が上がるように思う。推測の域を出ていな

いとはいえ、多くの人がこれだけ長い時間を

過ごすと思われる場所が、長い間、さほど重

要な場所として認識されてこなかった。例え

ば、オフィス研究の数は、他の学校や病院な

どのビルディングタイプに比べると遥かに少

ない。だから、良いオフィスを設計するため

の知見が歴史的に蓄積できていない。また、

オフィスは経済活動が行なわれる場所であり、

当然ながら、そのクオリティは経済活動に影

響を与える。しかし、オフィスと活動成果と

の因果関係が分かりにくいために、オフィス

に感心が向かず、日本の多くのオフィスは、

経済行為を行なう場所として良好な環境であ

るとは言えない状況にある。少しずつ改善さ

れてはいるが、まだまだ、途上である。

　少し歴史を振返りたい。1980年代半ばに、

通産省主導で、ニューオフィス推進運動と称

して、オフィスの快適性を向上させる動きが

活発化し、主にオフィス家具のクオリティが

向上した。一方、経営視線では、オフィスコ

ストは必要経費であり、つねにコストダウン

の対象であり続けてきた。美術館、図書館な

どの他のビルディングタイプと比較しても、

良い環境を実現するための費用が十分に掛け

られることは無かった。お金が掛けられると

しても、エントランスホールや重役スペース、

顧客ゾーンに限られ、執務ゾーンが対象にな

ることはあまり無かった。

　こうした状況が少しずつ変化しようとして

いる。2007年に経済産業省主導でクリエイ

ティブオフィス推進運動が始まった。オフィ

スは、工場と同様に、必要経費から投資対象

に変化して必要な予算を掛けて作られる兆し
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が見えて来た。また、2008年に、同じく経済

産業省が、感性価値創造イニシアティブと称

して、日本の向かう方向を示した。すなわち、

安くて丈夫な商品を大量に作って世界中に売

るビジネスモデルから、知的価値（感性価値）

を最大化して世界と勝負するモデルへのシフ

トを提言したのだ。そして、その価値が作ら

れる場所がオフィスであり、クリエイティブ

オフィスが課題として掲げられた。こうした

動きに呼応して、多くの企業や組織団体が、

クリエイティブで知的生産性を向上させるオ

フィスを求めるようになってきている。国土

交通省も、経産省にやや遅れて、オフィスの

知的生産性研究委員会を発足させ、多くの研

究者を巻き込んで研究を推進し、その影響も

あり、オフィス研究の数も格段に増えてきて

いる。

　このように、ニューオフィス推進運動にお

いてオフィスの快適性が追求された時代を

経て、クリエイティブオフィス推進運動が始

まった。 7年を経た今も粛々と進められてお

り、ほんの一部の先進企業の関心事でしかな

かったオフィスの知的生産性（創造性）向上

が、社会全体の重要な課題として認識されて

きている。

2．重要なオフィスの変化

（1）事務作業空間から知的作業空間へ

　オフィスの重要性が増す要因となった変化

として、知識社会の進展により、オフィスが

事務作業空間から知的創造空間にシフトして

きたことが挙げられる。長年、オフィスで行

なわれて来たルーティンワークである事務作

業が、ICT化とグローバル化により減少し、

知的創造活動の比率が増えて来ている。事務

作業であれば、主に、ワーカーの作業効率向

上につながる快適性を考慮していれば良かっ

たが、組織の知的創造活動となると、情報共

有、チームワーク、コミュニケーション、ノ

リの共有、組織の創造性向上などなど、考慮

すべきことが多岐に渡る。その解法は様々で

あり、かつ、難解な問いである。当然ながら、

これらの解としてのオフィスデザインの範囲

が格段に広がっている。

　作業効率向上の効果に比べて、組織の創造

性向上（アウトプットの質向上）の効果は桁

違いであり、会社の存続に影響を与えるくら

いのインパクトを持っている。裏返して言え

ば、事務作業活動から知的創造活動にシフト

することで、オフィスの重要性（経営への影

響力）が格段に増したということである。

（2）オフィスの都市化、都市のオフィス化

　次の象徴的な変化は、ICTの進展により、

働く場所が限定されなくなり、どこでも働け

るようになったことが挙げられる。その結果、

街中に、働けるカフェや時間貸しのレンタル

オフィス、コワーキングオフィスなど、様々

なタイプの働く場所が生まれ、都市のオフィ

ス化現象が起きている。また、オフィス内に

おいても、働く行為の多様化に応じて、リフ

レッシュスペースとしてのカフェやリラック

スして働けるサードプレイスなど、オフィス

空間も多様化し、いわば、オフィスの都市化

現象が起きている。こうした傾向は、1990年

初頭からみられ始めたが、ますます進展して

きている。

（3）イノベーション空間へ

　パルミサーノレポートやリスボン宣言に顕

著であるが、イノベーションが持続的に産

み出すエコシステムの構築が世界的なテーマ

であり、日本も同様である。当然ながら、オ

フィスもイノベーションを起こす場所として、

その性格を強めてきている。イノベーション

は、新結合により生まれると言われている。

すなわち、全く世の中に存在しないものが突

然生まれるわけではなく、これまでとは違う

組みあわせの結合により生まれるわけだ。オ

フィスへの当然のニーズとして、分野を超え

て知がぶつかりあうことで新結合が生まれや

すくなる環境が求められるようになる。また、

イノベーションは計画して産み出せるもので

はなく、様々な社会や仕事の状況変化の中で、

臨機応変に試行錯誤を繰り返すことが求めら

れる。必然的に、そうした変化の激しい多様

な活動をサポートするオフィス環境が求めら

れるようになってきているのである。

3．オフィスをつくる仕組みの課題

　オフィスの内部空間のクオリティを上げる

ことが社会的命題になっているにも関わらず、

多くのオフィス関係者が苦戦している。なぜ

か。オフィスの内部環境のデザインにプロが

介在し難い状況があるからだ。多くの場合、

賃貸ビルを借りて、そこにオフィス家具を配

置する事でオフィスが出来上がる。賃貸ビル

は、誰が使ってもよいようにユニバーサルな

空間として生まれる。アメリカのように入る

組織が決まって内装を仕上げるのであれば、

自分たちの働き方を考えて内部空間をデザイ

ンできるが、日本の場合は、標準内装で仕上

げないとビルの使用許可がおりない為、入る

組織が決まる前に出来上がっており、個々の

働き方に合わせてデザインすることができな

い。標準内容を壊して作り直す企業もあるが、

返す時に標準内装にもどす必要があるため、

壊してまた同じものを作るコストが余計に掛

かる。当然ながら、標準内装のまま使うこと

が一般的である。つまり、働き方に合わせて

きちんとデザインされていないオフィスが殆

どということになる。

　また、レストランやブティック等は、イン

テリアデザインが売り上げに直結するので、

デザインにお金が掛けられるが、オフィスは

その効果が分かりにくいため、デザインにお

金が掛けられない。つまり、デザインの仕事

として成立しない為、空間デザイナーが介在

できない。また、オフィスで働く人たちは、

オフィスはあてがわれるもので、自分たちで

考える対象とは考えておらず、そもそも、オ

フィスに興味のない人が殆どであるという現

実がある。つまり、オフィスは誰もデザイン

しておらず、クオリティが上がり難い社会的

仕組みになっているのである。

　また、オフィスにお金を使う決定を下すの

は経営者であるが、働く人と同様に、オフィ

スは経営者の関心事ではない。経営者にとっ

ては、オフィスはコスト削減対象でしかなく、

なるべくお金が掛けずに、必要最低限のオ

フィスをつくろうとする。こうした実情をう

けて、日本の多くのオフィスは惨憺たる状況に

あった。この状況が、少しずつではあるが、改

善されはじめているのが、現在の状況である。

　標準内装を完全に仕上げずにオフィスを貸

せる仕組みができつつあるし、オフィスが、

コストではなく、投資対象であることを認識

する経営者も増えてきている。また、オフィ

スの価値を経営の言葉で語れるオフィスコン

サルタントも増えてきている。その結果、よ

いオフィスが増えて来てはいる。しかし、日

本全体を見渡すと、こうした動きはまだ少数

であり、さらに、オフィスの重要性の認識を

拡げる必要があろう。

4．オフィスの価値と重要性およびその限界

　オフィスデザインは、そこで働く組織の

知的生産性に大きく影響を与える。例えば、

我々が行なった研究では、オフィス環境を変
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えることで、コミュニケーション量が格段に

変化することが分かっている。コミュニケー

ションは、チームワークで働く組織にとって、

知的生産性に大きな影響を与える要因であり、

その重要な要因がオフィス環境に大きく影響

を受けるのである。

　人間は物理的な身体を持っている為、知的

創造活動には、机に座る、移動する、立ち話

をするなどなど、様々な身体的活動が伴う。

そして、それら身体的活動は空間に拘束され

る。だからこそ、新しい働き方に必要な活動

（behavior）を邪魔せずに支える空間が必要に

なるのである。

　ただし、空間だけを変えても、知的生産性

向上は期待できない。知的生産性を向上させ

るためには、ワークスタイル改革が必要にな

る。以前と同じ働き方では、知的生産性の向

上は期待できない。同じ働き方のまま、なに

しろ頑張れ！という根性論で解決できる問題

ではない。

　働き方を変えて、そして、新しい働き方と

マッチした環境を用意することで、つまり、

ハード（空間）とソフト（ワークスタイル）

が調和して初めて、知的生産性向上が期待で

きるのである。

5．知的生産力とオフィス

　知的生産力を個人とチームに分けて少しだ

け説明したい。まず個人の知的生産力のポイ

ントは、集中力である。しかし、人間の集中

力は、生理的におおよそ30分程度しか続か

ないと言われている。継続時間には諸説ある

が、少なくとも数時間も続くものではない。

とはいえ、多くのワーカーが午前、午後に分

けても 4時間は継続して働かなければならな

い。これは、各自で適切に気分を切り替えて

集中力をコントロールしているから成立して

いるのである。さもなくば、集中力が無いま

ま仕事を続けて、仕事の効率を下げているだ

けである。つまり、集中力を保って知的生産

力高く働くためには、気分の切り替えがとて

も重要であり、集中力を維持するための気分

の切り替えは、とても大事な仕
・ ・

事なのである。

気分の切り替え行動は、トイレに立つ、コー

ヒーを飲む、仕事の内容を変える、ちょっ

と話すなど、様々である。こうした行動をサ

ポートする環境が執務環境と同じくらいに重

要になるのである。

　また、様々なアイディアに繋がる気づきを

生むためには、心理学的にも、脳科学的にも、

余裕すなわち、リラックスした状態が必要で

あると言われている。緊張した状況だけでは

創造的仕事は難しく、リラックスと緊張をコ

ントロールできる環境が重要なのである。

　次にチームの知的生産力の要は、インタラ

クションである。チームのメンバーがまるで

一人の人間のように働くことが理想である。

そのためには、お互いの状況を把握して、足

並みを合わせて働くことが求められる。チー

ムメンバー全員の活動をあらかじめ計画でき

れば、その計画に従って個々に粛々と活動す

ればよいが、知的創造活動は計画できるもの

では無いため、仕事や仲間の状況の変化に応

じて、臨機応変のインタラクションが必要に

なる。タイミングのよいインタラクションを

実現するためには、仕事の状況とお互いの状

況が可視化されることが必要であり、オフィ

スには、可視化を可能にする空間デザインが

求められることになる。また、コミュニケー

ションは、仕事とお互いの状況を共有するう

えで不可欠であり、コミュニケーションの取

り易さも重要な環境ファクターとなる。

■オフィスのこれから
1．求められるオフィス像

　さて、オフィスで行われる仕事が事務作業

から知的創造にシフトした結果、どのよう

なオフィスが求められているのだろうか。ポ

イントは、創造活動のやり方に定石はなく、

個々人で異なるということと、組織の知的

生産活動も百社百様であるということであ

る。すでに成熟してワークプロセスが明確に

決まっていれば、それに合わせて精密にデザ

インすることが可能であるが、成熟する前に

社会の状況が変わるため、そうはいかない

状況である。仕事のスピードも早く、状況が

刻々と変化する。こうした状況を対応する方

法として、空間の多様化が挙げられる。自分

がやり易い環境で行なうことが知的生産性向

上に繋がるはずであり、機能を固定した空間

ではなく、多様な空間を多数用意して、使う

側が、仕事の状況と自分、及び、チームの好

みに応じて選択するという仕組みである。そ

のために多様性が必要となるが、場所とコス

トの制限があり、すべての状況をカバーする

多様性を用意することは不可能である。そこ

で、空間を完全に作り込まずに、最後の仕上

げ（セッティング）は、使う側でコントロー

ルできるようなフレキシビリティが有効であ

る。机を組み合わせたり、移動したり、パー

ティションを移動させて空間の大きさを変え

るなど様々な方法が考えられる。このような

ある程度の多様性＋フレキシビリティにより、

本当の多様性が実現可能となるのである。例

としてシバウラハウスを挙げたい。シバウラ

ハウスの空間は、形も大きさも外部との関係

も多様でそれぞれに個性的な空間である。し

かし、使い勝手が明確には決められておらず、

また、各空間が柔らかく繋がっていて、空間

の仕切り方（空間の大きさ）も使う側の自由

になる。明確な機能が設定された個室がなら

ぶオフィスと対局にある空間構成である。ま

た、何の個性もない無機質なユニバーサル空

間とも対局的な個性豊かな空間である。余白

が多いという言い方ができるかもしれない。

余白の生かし方で各空間が変化する。使う側

にどう使うかという発想力を求めてくるし、

使いこなしてやろうという気持ちになる。こ

うした、いわゆる使いこなしがいのある建物

である。自分達の使い方、居方で、いかよう

にも変化する多様性をそなえた空間群であり、

多様性＋フレキシビリティを持った空間の秀

作である。

シバウラハウス外観

　次のオフィス構築のポイントとして、現場

感を挙げたい。現場感とは、現場から離れた

オフィスの中で働いていても、自分たちの仕

事のゴールを感じとれることである。自分た

ちがどのようなモノやコトを創造し、それが、

実社会でどのように受け入れられているかを
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感じられる感覚である。これがあるのと無い

のとで、仕事へのモチベーションと成果が大

きく異なる。例えば、車メーカーの社員が、

経理の仕事でエクセルと格闘している。その

苦労の先に、良い車を産み出す目的があり、

自分は経理という役割でそれに貢献している

と感じとれるのと、感じとれずに、ただ作業

としてやっているのとでは、仕事の質に雲泥

の差がでるのである。事例として、スノー

ピークを挙げたい。スノーピークはキャンプ

用品のメーカーである。かつては、市内の中

心であるオフィス街の一角にオフィスを構え

ていた。銀行が近い、交通の勉が良いなど、

主に事務作業の効率を考慮して選ばれた立地

であろう。しかし、知的創造作業がメインに

なり、つまり、いかにクオリティの高いキャ

ンプ用品を産み出すかが最重要課題となって、

オフィスを自分達の現場に移したのである。

なんと市の中心から車で 1時間もかかるキャ

ンプ場に隣接して本社オフィスを作ったので

ある。キャンプ場の中にあって、どのよう

に人々がすごし、そこで、自分達のつくった

キャンプ用品がどのように生きているかを感

じながら、オフィスワークに取り組むのであ

る。こうした現場感のあるオフィスでは、オ

フィスワークが単なる「作業」から目標のあ

る「仕事」に変わるのである。

スノーピーク本社

2．オフィスの作り方

（1）プレデザイン

　良いオフィスを実現する方法を紹介したい。

これまで以上にプレデザインの重要性が増し

ている。プレデザインとは、デザインする前

に、何を作るべきかをきちんと考えることで

ある。当たり前の行為であるが、オフィスで

は、きちんとやられていないことが多かった。

これまでの事務作業空間としてのオフィスで

あれば、人数分の机とイスとそれなりの会議

室を用意する程度の設計要件で良かったが、

知的生産性を上げるための設計要件を明らか

にするとなれば、そんなに単純な話ではない。

現状の空間と働き方とワーカーの意識をきち

んと調査した上で、課題を明確にし、目指す

働き方をデザインし、そのために必要な機能

や空間構成を明らかにしなければならない。

現状分析からどうあるべきかを解く分析行為

であると同時に、どうありたいかを考える創

造行為であり、そんなに簡単にできることで

は無くなって来ている。蛇足ながら、クライ

アントは、ここにきちんと費用を掛けること

が、最終的には自分たちのメリットになるこ

とを知る必要がある。

　オフィスデザインのゴールは、社員が新し

いやりがいのある働き方を実践して知的生産

力を高め、社員も経営者も満足することであ

る。つまり、働き手も意識改革が必要であり、

プレデザインのプロセスに社員を巻き込むこ

とが意識改革にも有効である。また、オフィ

スは変化が前提である。オフィスが出来てか

らも、仕事や仲間の状況は変化し続けるので、

出来ておしまいではなく、作り変え続けるこ

とが求められる。つまり、仕事とワークプレ

イスのマッチングが求められ、仕事とワーク

プレイスの乖離を感知し、チューニングし続

ける必要がある。当然ながら、このプロセス

にもワーカーを巻き込んだ、ユーザー参加型

デザインが有効である。

（2）境界を拓く

　オフィスは、増々イノベーションを起こす

場所としての機能強化を求められている。す

なわち、様々な偶発的組合せ（再結合）が各

所で自然と生まれる状況を作る必要がある。

つまり、専門性や部門で閉じた組織を空間で

仕切るこれまでのオフィスではなく、組織や

専門性の境界にある壁を開いて、新しい繋が

りが生まれる仕組みをデザインしなければな

らない。

　更には、多くの企業が、自分たちだけでイ

ノベーションを生むのではなく、社外パート

ナー、状況によっては、競合他社とのコラボ

レーションによりイノベーションを生むオー

プンイノベーションを模索しており、オフィ

スも社外との繋がりを可能とする環境を作り

始めている。

　この動きは、社外パートナーから更に拡が

り、社会を共創相手にしようとしている。新

しい価値を世の中に産むために、プロダクト

アウトからマーケットインに移行し、さらに

ソーシャルインによる事業開発を模索しよう

としているのだ。ここでも、会社と社会の境

界を拓いた新しいオフィスが模索されている。

そうした場所としてフューチャーセンタが注

目をあびている。境界を超えて未来を議論す

る場所であり、そのために必要な環境要素が

各所で試行錯誤されている。多くは、ファシ

リテーターと供にフューチャーセッション

を行なう場として存在するが、単にワーク

ショップを重ねてアイディアを模索する段

階は終えて、何かを起こす場として実践の

フェーズに入り、実践の場との連携を強めよ

うとしている。

3．生きることと働くこと

　最後にこれからの方向をしめす新しい動き

を考察してみたい。働く人の価値観が変化し、

多くの人が働く事に自己実現を求めるように

なってきている。すなわち、自分らしい働き

方と場を考える時代に入ろうとしているよう

だ。例えば、四国の神山町だ。多くの田舎の

小さな町が過疎化に苦しむ中、なんの変哲も

ない田舎町が、東京のIT企業がサテライトオ

フィスを作るなど、外部からの流入により人

口を増やしている。なぜか？人間らしく働け

るからだ。ICTの進展により、どこでも働け

る時代である。その結果、都市がオフィス化

する現象を紹介したが、働く場所は都市に閉

じずに日本全体に広がりつつある。ある意味

当然の帰結で、どこでも働けるなら、働きた

い場所を選ぶのは当たり前だ。その際に、田

舎の里山が多くの人が人間らしく働ける場所

として選ばれようとしているのだ。逆説的に

考えるならば、これからのオフィスは、人生

の貴重な時間を過ごす働く場として選ばれる

環境でなければならない。となれば、オフィ

スビルの中だけを対象に考えていては答えは

見つかりそうもない。アソビズムというソー

シャルゲームで業績を伸ばしている企業があ

る。東京に遊び心満載の素敵なオフィスを作

り、日経ニューオフィス賞を受賞している。

そこが次のステップとして、社員だけでなく

その家族も一緒に働けるオフィスをみんなで

長野に移り住んで創り出そうとしている。こ

うした働く事と生きることが一致したオフィ

ス創りの試みが今後も増えていくのであろう。

（なか　りゅうすけ）
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■多様化するワーカー
　近年、企業経営のひとつとして、人材と

働き方の多様性を活かす経営「ダイバーシ

ティ・マネジメント」が注目されている。

　オフィスで働くワーカーが外国人をはじめ、

女性やアクティブシニアなどの進出がすすみ

雇用状況も多様化していること。また、ワー

クライフバランスの浸透により育児や介護、

社会貢献など個人の時間を大切にすることが

背景に考えられる。そして働き方も同じ時間

帯、同じ場所で働くという画一的なものから、

それぞれに合わせた働き方に多様化が見られ

ることなど、ダイバーシティ（多様性）への

対応が企業に求められている。

　現代のオフィスには様々な個性や背景を

もった人が集まり、それぞれが色々な作業に

携わり働いている。そうしたワーカー個々の

特性や状況に応じた働きやすさを見つめ、そ

の能力を最大限に発揮できる環境づくりを行

うことは多様性の時代における大きな経営課

題である。

　年齢・性別・性格・国籍・人種・宗教・習

慣・文化・価値観、など様々な個性がある中、

ここではワーカーの性格特性に焦点を当て、

オフィスで働く多様な人たちに適した新しい

オフィス環境のあり方について考えてみたい。

■個性と環境
　人間の性格には様々な分類があるが、周囲

の環境と関係性のある外向型・内向型といっ

た性格特性を取り上げることにする。

　外向型とは、興味や関心が外界に向けられ、

刺激に敏感に反応し、決断が速く、行動的で

社交的な性格特性である。内向型は、興味や

関心が自己の内面に向けられ、主観的、内気、

孤独で思慮深い反面、実行力、社交性に乏し

い性格特性である。声が大きく、コミュニ

ケーション能力に優れ、リーダーシップを発

揮する外向型人間に対して、内向型人間はク

リエィティブな発想や、時間をかけて問題解

決に取り組む忍耐力と綿密性、リスク管理能

力に長けている。

　環境に対して求める刺激レベルも異なる。

外向型は、考えるより行動することや他者と

一緒にいることでパフォーマンスを発揮しや

すい。内向型は、刺激の少ない環境を好み、

静かな時間や熟考からエネルギーを得ること。

このように同じ人間でも性格特性において

持っている能力やパフォーマンスを発揮でき

る環境が異なる。

■集中する環境を再考する
　日本の多くのオフィスワーカーは、周りの

人との仕切りのないオープンな島型対向式の

執務環境で働いている。

　この方式は、スペースや組織変更などによ

る人員増減にも柔軟に対応でき、ランニング

コストが抑えられるというメリットがある。

また、仕切りのないオープンオフィスは、他

者とのコミュニケーションを促進することや

管理者が管理しやすいなどの利点がある。し

かし、どこに行ってもこうした環境であるこ

とが業務にとって効率的なのか、プライバ

シーの欠如など個人がひとりでじっくり考え

る作業など仕事の内容によってはデメリット

になることもある。

　刺激の少ない環境を求める内向型はもちろ

ん外向型な人であっても、周りに邪魔されず

自分の仕事に集中したい時があることを図 1

が示している。仕事内容によっては自席から

場所を変えて環境を整えたいというワーカー

が全体で93%、内向型は92%、外向型な人でも

89%もいることが分かる。今の日本のオフィ

各論 1

一人ひとりの力を
引き出すオフィス

株式会社岡村製作所
オフィス研究所

山田雄介

1978年大阪府生まれ。
横浜国立大学工学部建設学科卒業
岡村製作所オフィス研究所にて、人と環境に
やさしいワークプレイス／ワークスタイルを
テーマとした研究開発に従事。一級建築士、
認定ファシリティマネジャー（CFMi）

図1　集中作業時の作業環境変更ニーズ（岡村製作所調べ2013年）
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スには、ひとりで作業に集中しやすい環境が

不足していることが課題である。そして集中

しやすい環境を構築するには集中を阻害する

要因を把握し、軽減することが必要になる。

そこでオフィスにおいてワーカーが感じる集

中を阻害する要因を、環境・雰囲気・音・視

線・位置の 5つの項目において調査したのが

図2である。

　74%がオープンや開かれた環境が集中しに

くいと感じる一方で、19%が完全に囲われて

いるクローズな環境が集中しにくいと答えて

いる。雰囲気では、自宅のようなリラックス

感が49%と最も高い。音、視線に関しては、

84%のワーカーが騒がしい、後ろから覗き込

まれることがそれぞれ最大の阻害要素である。

位置は5項目の中で回答が最も分散している

が自席（チームと一緒にいる）が42%と高い。

このように集中を阻害する要因は人によって

様々であり、作業や目的によっても最適な環

境は異なる。

　多様な人たち、多様な作業に対して多様な

環境を用意することが理想的だが、全てに対

して専用の環境を用意することはスペース、

経済面においても現実的ではない。そこで

ワーカーに作業する場所を「選択」させると

いう働き方が重要になる。

■柔らかい働き方を容認する
　多様な人と働き方に合わせてフレキシブル

に選べるオフィス環境をつくることが、ワー

カーの能力を引き出すひとつの手法になる。

　フレキシブルとは、ワーカーが働き方や目

的を考慮し、自由に場所を選択して働くこと

である。

　多彩な環境の選択肢を用意し、ワーカーが

自分の個性や好みをふまえ、オフィスの中で

働く場所を選ぶワークスタイルは、ワーカー

の主体性を高め、自律を促進する。多くの

ワーカーは仕事のスケジューリングを自身の

都合だけでなく、効率なども考慮しながら各

自で設定している。これからはオフィスにお

いて働く場所もスケジュール同様に各自で考

え設定しながら働くことが、自身の快適性や

作業のパフォーマンスを高める要素となる。

　個人作業の場合、オフィスのどこで行えば、

快適に作業しやすいか、もしくは他者（上司、

同僚、部下）に相談しやすく作業が進めやす

いか。コミュニケーションや会議の場合、ア

イデアが出やすい刺激のあるワイワイガヤガ

ヤした環境なのか、静かで他者の視線の少な

い環境でじっくり討議するのか。

　作業内容や状況に合わせて最適な場所を選

んで柔軟に働くことが仕事の効率を高める。

そして、音や視線など環境の刺激をワーカー

が選択した場所で自由に調整できるようにな

ることが理想である。

　このような柔らかい働き方に対応する環境

は、ワーカーたちの交流を加速させるスペー

スだけでなく個人が集中して作業ができるス

ペースを設え、集中と交流のバランスに配慮

された場をつくることである。集中も交流の

場も画一的な空間を設えるのではなく、写真

のように音や視線など刺激レベルの異なる多

様な環境を用意し、個人が選択できるようす

ることが望ましい。

　そして大切なのは、組織と個がお互いを尊

重し、柔らかい働き方を容認することである。

企業は自律したワーカーに対して自席以外で

働くことを認め、積極的に推奨すべきである。

ワーカーの快適性やモチベーション、組織へ

の帰属意識が高まることで生産性の向上が期

待される。

■働く人の側から考える
　今までのオフィスは、構築し、管理してい

く際の効率性とコスト削減を重視してつく

られることが多く、その結果、きわめて画一

的で空間のバリエーションに欠けたものにな

る傾向があった。これからは多様化する個性

を中心とした『ワーカー、一人ひとりの能力

を最大限に引き出す環境づくり』が組織には

求められる。個を高めることが、知識創造を

加速させるコミュニケーションやコラボレー

ションのポテンシャルや質を高め、真の創造

性を発揮できる強い組織へとつながる。

　効率、コスト削減など企業・組織の側から

考えてきたオフィスづくりから、自らのパ

フォーマンスを最大限に発揮できる、働く人

の側から考えるオフィスづくりが望まれる。

（やまだ　ゆうすけ）

参考図書
1）ユング（2012）『心理学的類型』（河合俊雄解説・
吉村博次訳）中公クラシックス

2）ケイン、スーザン（2013）『内向型人間の時代　社
会を変える静かなる人の力』（古草秀子訳）講談社

図 2　集中を阻害する要因
　　　（岡村製作所調べ2013年）

写真　集中と交流の多様な環境例
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■自前主義からの脱却
●リソースの限界とオープンイノベーション

　ビジネスの世界地図は地球規模、領域横断

で広がり、新しい提携や競争が日々生まれて

いる。製造業が牽引してきた20世紀から、情

報産業が新たな価値や社会を生み出す21世紀

へと移行する中で、産業や分野の垣根を越え

たビジネスモデルの転換も始まっている。

　製造業中心の時代は、企業が新しい技術や

生産設備を使ってモノをつくれば市場に受け

入れられた。だが、情報が市場を動かし、市

場を創る時代になると、企業は自社の論理だ

けで成長し続けることは難しい。

　インターネット上ではさまざまな情報や潜

在ニーズが瞬時に世界中をかけめぐる。その

スピードは速く変化も激しく、これまでの製

造業のやり方では到底追いつかない。また、

情報の取捨選択も求められる。

　慶應義塾大学大学院（ビジネススクール）

の高木晴夫教授によれば、これからの企業は

外部の変化をすばやく取り込めるような「フ

ラクタル型」の組織がむいているという。外

部環境と同じ形（フラクタル状）にしておけ

ば、変化を能動的にとらえて市場に合った商

品やサービスを提供できるという考え方だ。

　そのために組織とオフィスを外部に開き、

オープンイノベーションを志向する企業が増

えている。具体的な事例を紹介しながら、未

来のオフィスについて考察していきたい。

■組織とオフィスをオープンに
●コクヨ品川エコライブオフィス

　まず初めに、自社の取り組みから紹介して

いこう。コクヨは2008年に品川エコライブオ

フィスを開設し、 5年にわたってオープンイ

ノベーションを試行錯誤してきた。2008年と

いえばオフィスの環境配慮＝「エコ」が注目

される一方で、リーマンショックが起こった

年でもある。「エコ」といえば一般的には、建

築設備やハードウエアにおける取り組みが多

い。だが、このプロジェクトは働き方そのも

のをエコマインドに変え、同時に創造性を発

揮できるようなオフィスを目指していた。

　開設後の 2年間は、「エコ＆クリエイティ

ブ」をコンセプトに未来の働き方のショー

ケースとして大勢の顧客やパートナーの方々

に来ていただいた。太陽光発電や蓄電システ

ムを実装し、屋外環境も活用しながら将来の

「ゼロエネルギー・オフィス」の実験を行なっ

た。他にも照度と色温度が自在に変えられる

知的照明システム、夜間電力を蓄電して日中

フリーで使えるバッテリーテーブル等、自社

にはない技術やノウハウをもつ外部と協創し

ながら未来オフィスの実験を行い、どのよう

な環境で生産性が高まるのかを分析した。

コクヨ品川エコライブオフィス

　これらの実験から「エコ」は働く人の能動

性を高め、多様な環境を選べることで知的生

産性を支援できることがわかった。ただし、

コストや既存システムの改変が必要なものが

多く、実際にビジネスにしていくには時間も

かかる。次のステップとして、 3年間で蓄積

してきた協創コミュニティを活用して、具体

的な商品化を視野にいれたオープンイノベー

ションに取り組むことになった。

　テーマを決めて関心のある人たち（課題

オーナー）を集めて、対話やディスカッショ

ンからアイデアを出し合い、参加者それぞれ

が持ち帰る。そこからコンセプトや試作をつ

くり、コミュニティメンバーに評価をして

もらうというプロセスを経て生まれたのが

「MonoColla（モノコラ）」という研究開発部門

むけのコラボレーション家具だ。

エコライブオフィスでのディスカッションの様子

各論 2

未来の顧客に
開くオフィス
～価値協創の場へ～

コクヨ株式会社
RDIセンター主幹研究員

齋藤敦子

多摩美術大学デザイン科立体デザイン卒業。
コクヨ株式会社に入社、設計部を経て現在は
経営と働き方の視点で次世代のワークプレイ
スの研究開発に従事。
オフィスデザインを手がけた「Link& 
Motivation」日経ニューオフィス賞 経済産
業大臣賞、企画開発を担当した「Creative 
Lounge MOV」 グッドデザイン賞を受賞。
社団法人日本ファシリティマネジメント協
会：オフィス・ワークプレイスの知的生産性
研究部会 部会長。
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　冒頭述べたように製造業の多くが、新商品

やサービスを生み出すために自社の限界を感

じている。未来のステークホルダーとの課題

探求からアイデア出しを行えば、お互いに得

るものは大きい。また、このようなプロセス

から生まれた商品やサービスは説明しなくて

も顧客に理解を得られるケースが多い。

■未来の顧客との価値創造
●フューチャーセンターという場と仕組み

　内部と外部に知恵が循環する場をつくり、

オフィスをオープンにしていく企業が増え

ているが、その一つの潮流として「フュー

チャーセンター」という概念がある。一言で

いえば、未来視点で創造的な対話を行い、イ

ノベーションを起こしていくための場と仕組

みのこと。未来の顧客やパートナー、産官学

の垣根を越えた多様な人たちによる創造的対

話は、議論の角度も深さも違ってくる。品川

エコライブオフィスもその一種だが、2013年

6月にオープンした富士通エフサスの事例を

紹介したい。

　富士通エフサスは富士通グループの中核会

社で主にICTサービスやシステムの設計・構

築、運用、保守を行ってきた。これまで順調

に売上を伸ばしてきたが、クラウド化が進め

ば自社のサービスも変わっていく。数年前か

ら農業や医療分野での新規事業開発を進めて

いたが、会社全体がイノベーションを生み出

していく組織にシフトしていくために「みな

とみらい Innovation & Future Center（以下、

みなとみらい IFC）」を開設した。オープンか

ら約 1年経つが、地域とも連携し、さまざま

なプロジェクトやビジネスの種が生まれ始め

ている。

■イノベーションのための空間
●行動とコミュニティをデザインする

　富士通エフサスの空間事例から、イノベー

ションを生み出していくために、どんな場と

仕組みが有効なのかを説明していく。

　「みなとみらい IFC」の空間は流動的で人

間の行動科学や心理学に基づいている。エン

トランスを入ると広いラウンジエリアがあり、

来訪者のためのキッチンカウンターがある。

フューチャーセンターには多様な人たちが訪

れるため、ホスピタリティは施設全体の重要

な要素だ。ラウンジではセッションの前後に

くつろいだり、知的好奇心を刺激するライブ

ラリも併設されている。

　スタジオは100人規模のプレゼンテーショ

ンから、多拠点とつないでコラボレーション

を行ったり、30～50人のワークショップの

ために空間を分割することもできる。ホワイ

トボードや付箋はもちろん、デジタル機器や

アプリケーションによって創造的な対話をサ

ポートしてくれる。

みなとみらい IFC：スタジオ

　スタジオとラウンジの隣には「Fureken 

Lab」という実際の機器やデモが行えるス

ペースがある。さまざまなシーンや人たちか

ら生み出されたアイデアが、試作、現物へと

シームレスにつながることで、新しい開発プ

ロセスが醸成されていく。

　現場や実物を開発プロセスに取り込む手法

は、海外企業でも注目されているが、これま

でセキュリティ上の問題や部門間の壁で、研

究所や開発現場は隔離されているのが通常で

あった。しかし、未来の顧客やパートナーに

開発プロセスを開いていかなければイノベー

ションの機会損失にもなりかねない。

　これからのオフィスは、イノベーションの

機会をいかに支援していくかを捉えた上で、

セキュリティや運営ルールを再構築していく

必要がある。

みなとみらい IFC：Fureken Lab

　また、オープンな場と新しいプロセス手法

を取り入れるだけではイノベーションの種は

生まれない。主体となる人（イノベーター）

がどれだけ多様性に対して寛容で、異分野同

士で創造的コラボレーションが実践できるか。

そのために企業は、社内外の知恵を集めるだ

けではなく実践のためのコミュニティづくり

も重要になっていくだろう。

■オフィスは協創の場へ
●人と組織とビジネスの成長を支える

　イノベーションは、個人や一企業に閉じた

ノウハウやアイデアからではなく、異なる知

識やリソースの組合せによって生まれるもの

だ。そして、社会的な価値として認められな

ければ本当のイノベーションとは言えない。

　フューチャーセンターをはじめとするオー

プンなオフィス環境は、これらを実践する場

であり、発信・評価していく場でもある。だ

からこそ、このような空間を構築していく際

には、経営層、関連部門や社員はもちろんの

こと、未来の顧客やパートナーとなりうる多

様な人たちを巻込んでいかなければならない。

　協創の場としてのオフィスは、参加型でデ

ザインすることで上手く機能していくもので

ある。いうまでもなくその中心は、「人」であ

り、設計時点から未来のステークホルダーと

の協創のプロセスをつくっていくことが、こ

のような未来型オフィスづくりのポイントと

なるだろう。

　先行きが見えない時代だからこそ、開かれ

たオフィスが価値創造の場として重要な意味

を持つ。インターネットを通じて世界中の人

と出会う機会があるからこそ、創発から実践

までを支えるオフィスは重要な役割を担って

いる。人と組織とビジネスの成長を支えるオ

フィスは、イノベーションを組織に取り込む

ための有効な経営手法の一つにもなりえるの

ではないか。

（さいとう　あつこ）
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　従来のオフィスにおいて、働く人の健康に

ついて語られ、実際のソリューションが提

案されてきたのは、どちらかというと「健康

を阻害しない」というニュアンスの側面が多

かったのではないだろうか。不自然な姿勢で

の長時間作業で頸肩腕障害を起こさないよう

に、適切に体を支持できる性能を備えた椅子

を、適切に調節して使用する。あるいは眼精

疲労を招かないように、十分な明るさを確保

する。もちろんそういった配慮はこれからも

重要かつ必要なわけだが、オフィスはもっと

積極的に健康に寄与できる可能性を秘めてい

る。オフィスの作り方を工夫すれば、心身の

状態や行動が変わる。毎日の状態・行動が変

われば、その積み重ねで、健康を「増進」す

ることも可能なのではないだろうか。

■働く人の健康は誰の課題か
　ところで、働く人の健康を維持・増進する

のは誰のためだろう。もちろん働く本人に

とって重要な課題であることは言うまでもな

い。しかし、労働生産性に影響を与えるアブ

センティズム（欠勤）およびプレゼンティ

イズム（出勤はしていても体調不良等でパ

フォーマンスが下がっている状態）の問題に

始まり、医療費等による財務的影響、重要な

立場にある人が突然の入院で不在になりプロ

ジェクトの進捗に支障をきたすといった事業

継続リスク、「ブラック企業」という言葉の

流行にみられるような採用やブランディング

に与える影響など、経営に与えるインパクト

の大きさを考えてみると、福利厚生やCSRの

範囲を超えた、決して「従業員任せ」にはで

きない重要な経営課題だといえるだろう（図

1）。こういった観点で、経営層のコミットメ

ントのもとで従業員の健康づくりに取り組む

ことを「健康経営」として普及をはかる動き

があるほか、日本政策投資銀行による「健康

経営格付け」と、格付け結果に基づいた融資

の仕組みも始まっている。

　さらには年々膨れ上がる医療費が社会保障

制度の持続を脅かしている点や、若いときの

生活習慣が将来の健康寿命（自立して生活で

きる期間）に影響を与えることなどから、重

要な社会課題のひとつでもあるといえる。

■オフィスの責任と役割
　オフィスには健康を増進する可能性がある、

と先に述べたが、これからは働く人の健康増

進に寄与する「責任」が生じる可能性もあり

うる。健康日本21（第二次）において、国民

の健康づくりにおける環境整備の重要性が指

摘されている。平成9年から平成21年の間に、

健康のために継続的に運動に取り組む運動習

慣者の割合は微増しているが年代別に見ると

就労世代では減少していることと、運動習慣

者の割合が微増しているにも関わらず運動と

生活活動をあわせた身体活動の指標となる歩

数が減少していることから、働き盛り世代が

運動の重要性を理解しながら、忙しく運動に

十分時間を割けていない可能性があるため、

住環境・就労環境の整備で身体活動を増やす

ことが望まれる、という。自分の働き方を振

りかえってみても納得がいく。PCで作成した

資料をメールで送り、会議室にはエレベータ

で移動し、離れた相手とテレビ会議で打ち合

わせをする、というように、同じような環境

で、同じような姿勢で、あまり動くことなく1

日を終えてしまうことがある。こうした働き

方を作り出している一因が、ツールや運用も

含めたオフィスであるとするならば、その責

任は大きい。もちろん従来どおり、快適で仕

事がはかどる場であるべきなのはもちろんだ

が、これからはもっと健康的に働けるように

することがオフィスの重要な役割のひとつに

なるといえるのではないだろうか。

健康増進がもたらす効果

社員の
健康増進

生活への
満足度があがる 病気に

強い体になる
医療費が減る

ｆor
WORKER

ｆor
COMPANY

ｆor
STAKE
HOLDER

生産性が
向上する コストを

削減できる

リスクマネジメント
になる

CSRが
向上する

取引リスク
が減る

投資リスク
が減る

国庫負担
が減る

図1　従業員の健康がもたらす効果

各論 3

働き方と健康
株式会社イトーキ

八木佳子

平成10年株式会社イトーキクレビオ入社、平
成17年合併に伴い株式会社イトーキに。製品
やソリューションの研究開発に従事。認定人
間工学専門家
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■働きながら健康増進
　健康的に働くといっても、オフィスはやは

り第一に仕事をする場であり、健康のことば

かり考えているわけにはいかない。仕事もは

かどり、健康にも良い行動が増えるようなオ

フィス作りをすることが重要なのである。仕事

と健康の両面を考えるとき、仕事中の行動は、

　①仕事にも健康にも良い影響を与えるもの

　②仕事ははかどるが健康には悪いもの

　③健康にはよいが仕事がはかどらないもの

　④仕事にも健康にも悪いもの

の 4つに分けられる。③には仕事の進捗を無

視して休憩を長時間取るといったもの、④に

はパフォーマンスが下がるほどに習慣化した

深夜残業などが相当する。③は論外、④も止

めるべきだというのが一般的な認識だろうが、

問題になるのは②で、代表的なものに長時間

継続する座位作業がある。2010年にWHOから

不活動が世界の死亡原因の 4位であるとして

身体活動の重要性を指摘する国際勧告が出さ

れたように、近年身体活動不足が世界的に問

題になっている。座位でコンピュータに向か

い行う作業は1.3 METs（安静時の1.3倍のエ

ネルギーを消費するという意味）の低強度の

身体活動であり、特に長時間“連続して”座

り続けることが疾病の発生リスクを押し上げ

るとの研究結果がある。しかし働き方の中に

は①に相当する「仕事もはかどるし健康にも

よい行動や状態」もある。たとえば長時間連

続での座位作業の合間に行う立位作業である。

立位は座位に比べて覚醒度が上がるため、短

時間であれば座位より作業がはかどる効果が

あることが知られている。また立っていれば

ちょっと資料を取りに行くような行動が増え

たり、歩いている人と目が合いやすいのでコ

ミュニケーションが活性化したりするほか、

アイディア出しのような会議が活性化する効

果もある。一昔前は時間短縮のために立ち会

議を導入する企業が多かったが、立位はもっ

といろいろな側面で仕事を加速できるもので

ある。健康の面では座位に比べて約1.4倍のエ

ネルギーを消費する、座位から姿勢を変える

ことで特定の部位に負荷が集中することを防

ぐなどの効果があるとされている。自社従業

員の参加を得て行った実証実験では、週に10

時間、平均 1日 2時間の立位作業を取り入れ

ることで、行動や身体に変化が見られたほか、

健康に関する意識も向上していた。

　イトーキでは①のような、働き方の中にあ

る仕事にも健康にも良い活動を「Workcise

（ワークサイズ）」と呼んでいる）。「Work」と

「Exercise」を組み合わせた造語で、今のとこ

ろ私たちが「ワークサイズ」としている行動

は 8種類ある（図 2）。オフィスに工夫をす

ることで働き方の中のワークサイズを増やし、

働きながら健康増進をはかるソリューション

として2014年 2月からワークサイズプランニ

ングを提供している。実際にプランをすると

きは、そのオフィスを使う人たちの仕事と健

康状態の両方を把握することから始める（図

3）。当たり前のことではあるが、仕事の仕

方も健康課題も人によって違うのはもちろん、

企業や事業所、職種等によって異なる。同じ

ようにメタボで悩む人でも、営業職で外回り

が多い場合と、企画職で一日の大半を会議室

か自席で過ごす場合では、原因も取りうる対

策も違うからである。

■今後のオフィス
　今私たちが目指しているのは「働くことは

健康をすり減らすこと」という常識を変える、

働くことでより健康になるオフィス作りであ

る。こういったことは健康以外の観点でも実

現可能であろう。働く人が一日の約１/３の時

間を過ごす場として、真に顧客と社会のため

になる価値提供を目指すべきと考えている。

（やぎ　よしこ）

図 3　ワークサイズのプランニングフロー

調査

・働き方の現状調査
・健康状態の現状調査

会議 在席
作業

外出

メタボ系
（内臓系）

ニューロ系
（メンタル系）

ロコモ系
（運動器系）

・働き方の課題分析
・組織の健康度評価

・課題に応じた
 オフィスプラン作成

分析・評価 プラン

積極的に歩く
　脂質の代謝を促すなど生活習慣病
の予防に。オフィス内で歩けば出会い
が増えるなどコミュニケーション活
性化につながる。

立って仕事する
　座位より多くのエネルギーを消費。
機動性や集中力を高める。椅子を併
用すれば長時間集中力を保つことも
可能。

座り方を工夫する
　正しく座る、体を動かしやすくする
等で、疲労を軽減、エネルギー消費を
増大。姿勢を変えることでリフレッシ
ュしつつ、発想の転換を促す。

時々、ストレッチする
　柔軟性を高め、将来起こりうる病
気や怪我のリスクを減らす。こまめに
疲労回復することで、快適に作業に集
中することができる。

コミュニケーションする
　悩みを話したり仲間の異変に気付
くきっかけとなり心の不調を未然に
防ぐ。情報共有を促したり一人では得
られない気付きを得たりする。

リラックスする
　効果的にリラックスすることで、ス
トレス解消や疲労回復ができる。職場
の雰囲気を和やかにしたり、アイディ
ア発想を促す。

リズムを整える
　仕事により乱れがちな生活のリズ
ムを整えることで心身を健やかに保
つ。時間を意識したりメリハリをつけ
たりすることで仕事の効率も上げる。

チェックする
　自分の状態を知ることは健康活動
の第一歩。仕事にも健康にも良い状
態を保てているか確認する習慣で、ワ
ークサイズの継続を促す。

図2　8つのワークサイズ
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■環境対策の進化
　一昔前、企業にとっての環境対策は、自社

の先進性を示すブランディングの一環として、

事業の負担にならない程度に取り入れられる

類のものだった。そのうちに法の整備や規制

が進み、当たり前に果たす社会的責任の一つ

となった。環境対策の普及が進むにつれ様々

なソリューションが提供されるようになり、

現在では純粋に魅力的で購買意欲をそそる

上、環境にも貢献している、というものも増

えている。いかに「環境に良い」といわれて

も、そのために何か（利便性、デザイン、コ

ストなど）を我慢するようでは本末転倒なの

で正しい姿といえるだろう。本稿ではオフィ

スでの環境対策の中から、環境配慮性能以外

に「＋α」の付加価値を持つ、 3つの事例を

紹介したい。

■タスクアンビエント照明＋快適性
　震災を大きな契機として、節電に対する意

識は大きく高まった。震災直後には蛍光灯の

「間引き」など、即効性があり費用もかからな

い対策を打つケースが多かった。しかし不用

意な間引きのような付け焼刃の対策は安全性

や快適性を損なう恐れがあるため注意が必要

だ。本格的に節電しつつ快適性を損なわない

ためには、照明計画を根本的に見直す必要が

あるが、設備の大幅改修となると特にテナン

トビルでは手をつけづらい。ということで家

具を使ったタスクアンビエント照明（TAL）

が普及し始めている。オフィスの照明器具は

天井にほぼ均等にあらかじめ取り付けられて

いることが多いが、TALではレイアウトにあ

わせて器具を配置することで、不必要に明る

かった通路などの照度を落とし、机上面など

特に明るさが必要な場所には十分な照度を確

保することができる。TALの出始めのころに

は、「確かに机の上は明るいので作業には問題

ないが、なんとなく陰鬱な気分になる」等と

いわれなかなか普及しなかったそうだが、現

在では机上面や床面の照度だけでなく、ひと

が明るさを感じるポイントである壁や天井の

輝度分布にも注意を払う、といったTAL設計

上のポイントが明らかにされており、そういっ

た失敗をすることもなくなった。TALを計画

するときは、出来るだけ効率よく必要な明る

さを確保するために、壁や天井を照らす間接

照明をよく使う。また、場の目的に応じて適

した器具を選択するなどして色温度も含めた

理想的な光環境を設計することもできる。こ

ういった特徴もあって、TALで上手に計画さ

れた空間は大変居心地のよいものになる。ひ

とつのビルで複数のフロアに入居していた自

社の従業員を対象にした実験の結果では、蛍

光灯またはLEDが天井に均一に配置されたほ

かのフロアに比べて、TALで構成したフロア

では快適性が大幅に向上していた。なお照明

学会が実施したモデルオフィスにおけるTAL

照明の節電効果は約45%であったという。

図1　省エネ快適照明システム
　　　「EcTAL（エクタル）」

■エネルギー見える化システム
　＋コミュニケーション
　毎日食べたものや体重を記録するだけで意

識が変わり痩せる方法が一時ブームになった

が、体重に限らずあまり好ましくない状態を

変えるために行動を変えたいと思ったら、ま

ずは現状を知ることが第一歩だ。いくらTAL

照明を導入しても、不要なところまで付けっ

ぱなしでは意味がない。電力など環境影響の

あるリソースの使用状況をリアルタイムに表

示することで過度の使用を抑制する見える化

システムも普及が始まっている。普段自分た

ちがオフィスでどのくらいの電力を消費して

各論 4

オフィスにおける
環境対策
株式会社イトーキ

伊藤　健

昭和63年株式会社イトーキ入社。
空間デザイナー、プロジェクトマネージャー
としてオフィス構築に携わる。
現在は環境をはじめ新たなソリューションの
企画・開発に従事。
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いるかなど、特定業務の担当者でなければ知

る機会もないので、日々の電力が表示される

システムは興味を持って見ればそれだけでも

意外と面白いものだ。しかし、まず見られな

ければ意識されないし、ダイエットと違って

オフィスの環境影響を減らすためには、人の

協力が必要な場合も多い。だから見える化シ

ステムには、まずきちんと見てもらえるよう

なデザイン上の美しさや的確さが必要で、そ

の表示を飽きさせないための鮮度のよい情報

が組み合わされているとより良い。天気や温

度などの情報を表示したり、最新のニュース

を間に表示したり、会社からのお知らせを挟

んだりすることで、皆に飽きることなく画面

に目を向けさせる。個人で見て意識するだけ

でなく関係者と共有できるよう、皆で見られ

る仕掛けがあるとさらに良い。エネルギーだ

けでなく、ついでにコミュニケーションも見

える化して、一緒に改善するというのはどう

だろう。簡単な質問でコミュニケーションの

タイプ診断ができるシステムなら、「あなた

は何タイプ？」といった話が、コミュニケー

ションを活性化するきっかけとなるだろう。

皆が集まる場所に表示して、自分たちの組織

の現状もまずは把握したい。

■国産木材活用＋地域活性化
　日本の木材自給率は、平成12年に18.2％で

底を打った後、多少持ち直してはいるものの、

現在でも 3割弱にとどまっているという。外

国産材に押され、長期にわたって国産材需要

が低迷した結果、林業が疲弊し山村が活力を

失い、水源涵養林を維持することさえ困難な

地域も少なくない。

　素人目には外国産材と区別が付かなくても、

ある製品に使われている木が自分たちに縁の

ある土地のものだということや、地域の木材

を使うことがその地域を救うことになる、と

いうことがうまく伝われば、その製品は使い

手にとって特別な価値を持つ。こういった観

点で、材料の産地を限定しないで（農産物で

ある木材の場合、これは意外と難しい）デザ

インテンプレートだけを持ち、「地元の材で

作った机が欲しい」「自社の保有林の材を何か

に使いたい」といった要望にこたえられるよ

うにしたのが地域材活用ソリューションであ

る。特に、都市部の一般のオフィスのように、

これまであまり木製品が使われてこなかった

場所での活用を促すため、デザインにはこだ

わっている。家具でも壁でも、それまで鉄と

アルミとガラスしかなかったような場所に自

然に馴染むので、驚く方もある。

　内装や家具などの耐久消費財に木を使うこ

とは、木が持つ二酸化炭素を空気中に放出し

ないという点でも環境に貢献する。見た目や

触感、香り、吸湿性など様々な側面で木が人

に与える生理的・心理的な好ましい効果に関

する研究も進んでおり、木材の活用は一石四

鳥とも五鳥ともいわれている。そんな木を、

より長く愛着を持って使っていただくために

も、材の産地をはっきりさせるというのは大

切なことなのである。

■おわりに
　B2Cではコーズマーケティングが広がりを

見せているが、多くの企業が本業のビジネス

で社会貢献をしようと取り組んでいる中、オ

フィス作りにおいても本質的な価値のある環

境配慮が求められるようになるのではないだ

ろうか。

（いとう　たけし）

図 3　地域材活用ソリューション「Econifa（エコニファ）」

図2　エネルギー見える化システム　「Worksense（ワークセンス）」
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■デジタル化で変わる働き方
●PCからスマートデバイスへ

　毎年、多くのオフィスがリニューアルや移

転を行うが、そのレイアウトスタンダードは

30年前と変わらず対向島型である。だが、電

話やノート、部内のコミュニケーションを支

える道具類は大きく変わったのではないだろ

うか。

　30年前は、事務作業のほとんどが紙上で行

われ、伝票、報告書、回覧書類など、オフィ

ス内にはたくさんの紙が存在していた。また、

設計や開発部門の人たちは図面を手書きし、

参考資料は手元に保管していた。

　80年代後半からオフィスにコンピューター

が導入されると、事務処理はもちろん知的作

業もコミュニケーションも、ネットワークや

パーソナルコンピューターの中で行われるよ

うになる。これまでオフィスの道具として活

躍していた、電卓やハサミ、クリップなどは

一部の事務職を除いて、日常的な光景から姿

を消すことになる。

　それから30年経ち、コンピューターは私た

ちの仕事や生活の中に溶け込み、オフィスの

中のコンピューターも小型化、クラウド化し

ている。スマートフォンやタブレット、様々

なアプリやクラウドサービスを使えば、場所

や時間に制約されず、個人の生産性を最大化

できる環境で働くことも可能だ。また、ウェ

アラブルコンピューティングやAR（拡張現

実）などの技術も実用化され、オフィスの光

景はさらに変わっていくだろう。

■ペーパーレスがもたらすもの
●デジタルとアナログの使い分けと連携

　デジタル化の波はいつどのように進むか、

見極めは難しい。技術的に可能でも企業のビ

ジネスプロセスやフロー、業務特性やコスト

バランスとの整合が不可欠だからだ。また、

社員のトレーニングや情報管理も求められる。

一番わかりやすい、ペーパーレスの話をして

おこう。既にオフィスにおける仕事の大半

はコンピューターの中で行われている。スケ

ジュール管理、プロジェクト管理、報告書、

提案書、図面など、ほぼパソコンで作成、閲

覧できる。しかし、この10年でオフィスに

おけるドキュメント出力量（コピーやプリン

ターから出力される紙の量）はあまり変わっ

ていないという。

　実際にオフィスの実態調査を行うと、コ

ピー機が高性能となり台数は減っていても、

たくさんの紙が出力され使われている。完全

にペーパーレス＝デジタル化している企業も

あるが、提案書や報告資料、会議資料など、

紙の方が扱いやすいという企業が大半である。

　現実には「ペーパーレス＝紙をなくす」の

ではなく、必要に応じて使い分けられていく

だろう。では、デジタル化により大きな影響

を受け始めている、個人が使う「ノート」に

ついてはどうだろうか。

　コクヨは1975年にCampusノートを発売し、

累計販売数26億冊を越えるロングヒット商品

となった。しかし、生まれたときから携帯電

話がありインターネット社会で育ってきた世

代（デジタルネイティブ）にとって、必ずし

もノートが必要なわけではない。実際にコン

サルタントやプログラマーなどの専門職の中

には、ノートを使わず全てノート型パソコン

でという姿もよくみかける。

　Campusノートの商品構成をみるとノートの

利用方法が変わってきていることがわかる。

主流はセミB5の大きさで横引き罫線だが、

ドット入り罫線、B5の紙が張り込める変形サ

イズ、スリムサイズ等、豊富になっている。

中・高の学校で配布されるB5の紙を貼る、ス

マートデバイスに合わせてノートも小さく持

ち歩きたい等、ニーズが多様化している。

KOKUYO：B5の紙を貼りこめるCampusノート

　今後、アナログ的な文具はデジタルとの連

携が求められていくだろう。なぜなら、デ

ジタルの良さとアナログの良さを組み合わせ

ると、私たちの創造性や生産性がさらに高ま

る可能性があるからだ。たとえば、どこかで

サッとひらめいたことをノートに書き込み、

ネットワーク上でメンバーと共有したり、デ

各論 5
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コクヨ株式会社
RDIセンター主幹研究員

齋藤敦子

多摩美術大学デザイン科立体デザイン卒業。
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経営と働き方の視点で次世代のワークプレイ
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オフィスデザインを手がけた「Link& 
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ジタルで蓄積した過去のメモを参照したり。

アナログとデジタルが連携できるCamiApp

（キャミアップ）は次世代ノートの一例だろう。

KOKUYO：CamiApp（スマートフォン連動ノート）

■クリエイティビティと身体性
●電具と文具と工具を使いこなす

　オフィスで使われる道具は、デジタル機器

＝「電具」が増えているが、興味深い現象も

起きている。シリコンバレーにあるソフトウ

エア、IT系の企業のオフィスは、アナログ的

要素がむしろ注目されている。

　壁一面のホワイトボード、付箋紙が山積み

されたブレストコーナー、3Dプリンターと

伝統的工具がある工作室。デジタル化が進む

と同時にホワイトボードや付箋紙の活用は増

えているようだ。これは、事務作業の大半が

コンピューター上で行える反面、増え続ける

知的作業は人間の右脳と左脳をバランスよく

使っていくことが求められるからだ。

　人間の右脳と左脳を瞬時に使うには、身体

感覚が重要だ。右脳でひらめいた直感的イ

メージをキーボード入力では再現できない。

想像しながら即興的に出力するにはホワイト

ボードや付箋の「手書き」が適している。ま

た、ブレインストーミングで出てきた大量のア

イデアを俯瞰して切り口を探すとき、空間全体

で一覧し手で編集していくのが早い。身体を

動かせば血流もよくなり頭の回転も速くなる。

ブレインストーミング
KOKUYO品川エコライブオフィス

　逆にデジタルからの新たな創造プロセスも

注目されている。車、建設、医療等、さまざ

まな分野でソフトウエアを使って描いたアイ

デアを3Dプリンターで実体化していくこと

で、アナログでは不可能だった形や素材が簡

単に再現できるようにもなった。ソフトウエ

ア会社がモノづくりもできる時代になったの

である。

　今後、業種の垣根を越えた競争と協業は加

速していく。独自価値を生み出すために、デ

ジタルとアナログ、それぞれの良さを組み合

わせてクリエイティビティを発揮させていく

ことがさらに重要になっていくだろう。

　いつでもどこでも働けるようになればオ

フィスの存在価値よりも、道具の使いこなし

方が個人や組織のパフォーマンスにダイレク

トに効いてくるのである。

■使うと楽しくなる文具
●機能価値から感性価値へ、楽しく働く

　コクヨが文具開発をする上で大切にして

いるのは、使う人の「ひらめき」「はかどり」

「ここちよさ」を支援することである。この根

底にある体験価値の 1つが「楽しさ」ではな

いかと思う。

　どんな仕事であっても「楽しい」と感じる

か「つまらない」と感じるかによって、生産

性は大きく変わる。例えば、顧客先に請求書

や案内状を送付するとき、封筒にいれる作業

は単調で30分以上続くと疲れてしまう。

　コクヨの「ドットライナー」は、手を汚さ

ず、はみ出すこともなく糊付け作業ができる

テープ糊で、新しい発想と技術を織り込んだ

商品である。

　糊をドット状にしてテープに塗布する技術

から生まれた商品だが、このドットを星型や

ハート型にしたものも展開している。日本企

業ならではの創意工夫から生まれた商品だが、

糊づけ作業をするたびに楽しい気持ちになれ

る。これからの文具は使い手側の「楽しさ」

に訴求できるか否かも、 1つのポイントにな

るだろう。

　このように機能価値が重視されていた文具

も、デジタルを視野に入れながらアナログ＝

身体的・心理的な感性価値に訴えかけるもの

が生き残っていく。50年後にデジタルがどの

ように進化しているかは定かではないが、私

たちの心身そのものは、変わっていないはず

である。

KOKUYO：ドットライナー

■デジタル時代の道具箱
●個人からチームまで、創造性を支援する

　文具はこれまで個人で使うものであったが、

これまで述べてきたように、デジタル化が進

み、オフィスでは知的生産が求められるよう

になると、文具と工具と電具の境目は曖昧に

なっていく。さらにCamiAppのように個人の

ノートをデジタルと連携させることで、チー

ムで使える文具も増えていく。近い将来には

チームの知恵を個人に還元するような文具も

出てくるかもしれない。

　技術革新が進むとコンピューターなどの機

器は、小型化、チップ化、クラウド化して、

その存在感は消失していく。同時に、人間

の感性に直接響き、身体になじむ道具も進化

していくだろう。重要なのは私たち人間から

湧き出てくるイマジネーションやアクティビ

ティをどう支えていくかである。

　自ら考え、身体を使って表現したり、工作

したり、モノとの関わりあいで創造性はさ

らに膨らんでいく。人間は道具と共に進化し

てきたが、道具によって人間の能力は大きく

拡張され、人間と道具の往還関係がイノベー

ションを生む契機ともなるだろう。

　オフィスといえば机や椅子を思い浮かべる

ものであったが、未来のオフィスはフレキシ

ブルな空間の中で、ワーカー自身が道具を組

み合わせて創造性を発揮する姿が日常光景に

なっているのではないか。

（さいとう　あつこ）
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■はじめに
　昨今、国内のパブリックトイレの整備が進

み、都市部では駅や商業施設のトイレから公衆

トイレに至るまでキレイで快適な空間になりつ

つある。衛生面はもとより、ユニバーサルデザ

インや環境配慮、さらには用途に応じた配慮

までされた先進的なトイレ空間は、公共建築

物の必須要素となったのではないだろうか。

　パブリックトイレを非住宅トイレと捉える

ならば、オフィストイレはパブリックトイレ

に含まれるが、駅や商業施設とは求められる

役割が少し違う。駅や商業施設のトイレの利

用者は「不特定多数」で建築物は「通過」又

は「滞在する時間が短い」のに対し、オフィ

ストイレの利用者は「特定多数」で建築物に

「滞在する時間が長い」のが特性である。そ

の利用者の特性から、オフィスにおけるトイ

レ空間の役割とは何かを考え、進化していく

オフィスでの働きかたなども踏まえたうえで、

これからのオフィスにおけるトイレ空間、さ

らに給湯室なども含めた水まわり空間につい

て述べてみたい。

■トイレ空間の各ゾーンのニーズ
●トイレ空間のニーズ

　トイレ空間を考えるうえで、トイレ空間の

全体的な要素と、個室が並ぶ「大便器ゾー

ン」、男性トイレでは小便器が設置された「小

便器ゾーン」、洗面器や洗面カウンターが設置

された「洗面コーナー」、女性トイレでは化粧

鏡やカウンターが設置された「パウダーコー

ナー」と、ゾーンに分けて利用者のニーズを

捉える必要がある。

　まず、オフィスワーカーに対してオフィス

環境におけるトイレの影響度合いを探ったと

ころ、トイレは空調に次いで約60%の方が最

も重視する環境と答えており（Q1）、さらに

約65%の方が仕事の効率に影響すると答えて

いる（Q2）。

　終日、集中と緊張がつづくオフィスワー

カーにとって、気持ちを切り替えたり、眠気

を覚ましたり、緊張をほぐしたりと、オフィ

ス内で手軽に「リフレッシュ」できる空間と

して、トイレ空間は重要視されているのでは

ないだろうか。

Q1 オフィス環境について最も
重視されることはなんですか?

影響する

65％

空調

セキュリティ

行き届いた清掃

エレベーター

ビルの外観

給湯室

その他

0 10 40 60

災害時の安全性
（耐震性、避難設備など）

他の入居して
いる企業

トイレ

Q2 トイレが充実すると
仕事の効率UPに影響しますか?

LIXIL四ツ橋ビル 男性用トイレ

●大便器ゾーンのニーズ

　「大便器ゾーン」における利用者ニーズは

プライベート感にある。女性用個室に設置す

る「擬音装置」は用を足すときに出る音を聞

かれたくないというニーズに応える機能だが、

隣の個室やトイレ空間に知っている人がいる

機会が多いオフィストイレでは特にニーズが

高い（Q3）。実際の設置状況も最新のオフィ

ストイレにおいては100%である（2010年以降

オフィスビルLIXIL納材事例21物件より：女性

トイレのみ）。また、個室を隔てる壁を天井ま

でにするケースも増えているが、公共施設で

は防犯面に有効となるが、オフィストイレで

はプライベート感を演出するため有効である。

●小便器ゾーンのニーズ

　「小便器ゾーン」においてもプライベート

感を求められており、公共施設では見ること

の少ない小便器間のスクリーン（隔て）がオ

フィストイレでは定番となりつつある。理由

は大便個室と同様に知っている人の隣で用を

各論 6

これからの
オフィスの水まわり
～トイレ空間の役割～

株式会社LIXIL

石原雄太

■略歴
1973年　東京都大田区生まれ。
1996年　日本大学工学部建築学科卒業
2005年　株式会社INAX（現LIXIL）入社。
水まわり商品の商品提案企画を担当し、その
後空間提案企画及び個別物件対応を担当。公
共トイレ空間をはじめ、高齢者住宅、集合住
宅、ホテルなど大型物件の最新トレンドや理
想の水まわり空間の提案を行う。

■DATA
Q1、Q2：オフィストイレに関するアンケー
ト／回答数1000（2012年LIXIL調べ）
Q3、Q4：公共トイレの行動分析／回答数150
（2006年LIXIL調べ）
Q5、Q6：オフィストイレに関するアンケー
ト／回答数100（2007年LIXIL調べ）
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足すのを避ける傾向にあり（Q4）、何台も小

便器が並ばないオフィストイレでは隣で用を

足す機会が多いためと考えられる。

Q3 擬音装置は必要だと思いますか?（女性のみ）

Q4 利用者が先に居て、二つ以上の小便器が
空いている場合、使用中の隣は避けますか?
　　　　　　　　　　　　　　 （男性のみ）

必要72％

5％

特に気にしない

36％
絶対に避ける

47％
人によって
避ける

12％

不要17％

どちらとも
いえない

どちらともいえない

11％

●洗面・パウダーコーナーのニーズ

　つぎに、オフィストイレにおいて他のパブ

リックトイレと最も違いが出るのが「洗面・

パウダーコーナー」である。オフィスは滞在

する時間が長いため、用を足す以外に化粧直

しや歯磨き、洗顔などの目的でトイレを利用

することがあり、その多くは洗面・パウダー

コーナーを使う。特に歯磨きや洗顔はオフィ

ストイレならではの行為で（Q5、6）、洗面・

パウダーコーナーが住宅に近い役割を持って

いると言える。また、女性トイレに化粧直し

をするためのパウダーコーナーや、その化粧

道具を保管できる小物ロッカーを設けるオ

フィスが増え、最新のオフィストイレにおい

てパウダーコーナーは約90%、小物ロッカー

は約43%の設置率である（2010年以降オフィ

スビルLIXIL納材事例21物件より：女性トイ

レのみ）。

Q5 オフィスの洗面・パウダーコーナーで
行うことは何ですか?（女性）

Q6 オフィスの洗面・パウダーコーナーで
行うことは何ですか?（男性）

手を洗う

化粧直しをする

うがいをする

歯を磨く

コンタクトを
付け直す

0 20 40 60 80 100

手を洗う

髪を整える

うがいをする

歯を磨く

顔を洗う

0 20 40 60 80 100

LIXIL四ツ橋ビル 女性用トイレ
（パウダーコーナー）

　そして、最新のオフィストイレは外光を採

れる外壁側に配置されることが増えており、

高層ビルでは眺望を楽しめるなど、視覚的に

リフレッシュできる環境になりつつある。

　これらのように、オフィストイレにおける

利用者のニーズは、プライベート感や外光・

眺望などによる空間的要因のリフレッシュと、

用を足すことを含めた化粧直しや歯磨きなど

のリフレッシュ行為の役割の 2つにあり、今

後も益々求められるのではないだろうか。

■ コミュニケーションの二極化とトイレの
役割

　これからのオフィストイレの役割を考える

上で踏まえたいのが、ワークスペースのレイ

アウトである。日本のオフィスの一般的なレ

イアウトは向かい合わせに並んだデスクが何

席かつながって一つの島になる対向式レイア

ウトで、最近はテーブルと椅子が用意された

カフェスタイルの空間で空いている席にノー

トパソコンなどを持っていき仕事をするフ

リーアドレスが増えつつある。バックオフィ

ス業務や設計部門などでは今後も対向式など

の固定席でレイアウトされると思うが、業務

の一部を外部企業に委託するためにフロア内

に隔てを作るケースもあることからフロア内

でのコミュニケーションが希薄になる可能性

がある。逆に、フリーアドレスは部門内で

テーブルを決めていれば部門内の、決めてい

なければ部門外の人とのコミュニケーション

が活発になり、マーケティングや企画部門に

有効といえる。席でのコミュニケーションが

不足すると、打合せスペースなどが必要にな

り、さらには偶発的なコミュニケーションを

促す空間が求められ、席でのコミュニケー

ションが活発だと、一人になる空間が求めら

れるのではないだろうか。このコミュニケー

ションの二極化にトイレは重要な役割を持つ

と考える。オフィスにおけるトイレの利用の

時間は概ね自由で、決まった人と同時にトイ

レで遭遇することは少ない。トイレにフリー

スペースを隣接させれば、偶発的なコミュニ

ケーションにつながる可能性がある。また、

先に述べたように、個室を隔てる壁を天井ま

でにすれば僅かな時間ではあるが一人になっ

てリラックスをすることができると考えられ

る。このように、これからのオフィストイレ

は仕事中に自由にいける唯一の空間としてコ

ミュニケーションの視点で計画していくこと

も必要ではないだろうか。

■ライフスタイルの変化と水まわりの役割
　次に、オフィスのトイレだけでなく、他の

水まわりについても述べたいと思う。

　オフィスワーカーが使う水まわりはトイレ

の他に一般的には給湯室がある。給湯室の流

しはミニキッチンやシンプルな機能のコンパ

クトキッチンが主流だが、電気コンロがない

場合も多く見られ、お茶を入れるための機能

くらいしかない。しかし、最近は、カップ麺

やカップ雑炊などのインスタント食品を会社

で食べるワーカーが増えたのか、昼時はお湯

を求めて給湯室が混雑することも多いのでは

ないだろうか。そのためには、せめて 2～ 3

人が入れる広さにし、お湯を沸かすための電

気コンロは欲しいものである。さらに、浄水

器や 2口コンロがあれば、インスタント食品

だけでなく簡単な料理も可能になる。個人の

昼食のために電気コンロを使うとなると問題

になる可能性もあるが、例えば部署ごとに使

用できる日を決めて、その部署の料理好きな

人が他の人の分も作って一緒に食べれば、コ

ミュニケーションにもなるのではないだろうか。

■おわりに
　以上のように、トイレや給湯室などのオ

フィスの水まわり空間は「コミュニケーショ

ン」の期待ができるオフィス環境の潤滑的な

存在になりつつある。水まわりを快適に使え

ることだけでなく、オフィスで快適に過ごせ

るように水まわり空間を考えていきたい。

（いしはら　ゆうた）
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■現在の床材の主流、タイルカーペット
　日本のオフィスに使われてきた床材は、20

世紀初めからみていくと、木床や大理石が主

流であった時代から始まり、リノリウム、ビ

ニル床タイル、ロールカーペットと変遷を続

けてきた。そして、1980年代からのOAフロア

の普及とともに現在まで主流となっているの

がタイルカーペットである。

　東リでは、1982年にタイルカーペット「GA-

100」を発売。塩ビ加工技術とカーペット製造

技術を活かし、1983年には国内で初めてPVC

バックタイルカーペットを製造・販売した。

それまでのタイルカーペットの裏面はアスファ

ルトに不織布を積層したビチューメンバック

が使われていたが、PVCバックの商品化によ

り現在のタイルカーペットの礎を築いた。

　OA化が進むオフィスの床材として拡大して

いったタイルカーペットは、快適性や居住性

を高めるために、制電、防炎、防汚などの機

能が付加されていく。耐久性に優れ、遊び毛

の出ないナイロンフィラメント素材、高密度

パイル打ち込み、寸法安定性なども着実に進

化。カラーバリエーションやプリントなど、

デザイン性も高まっていった。

　その後、1990年代には公共施設や宿泊施設、

大型店舗などへもタイルカーペットの用途が

拡大。大空間にも映えるようなデザインが登

場した。2000年頃にはパイルの高低差や多彩

な色糸を組み合せることで高い意匠性を実現

したグラフィックタイルカーペット（東リGX

シリーズ）が開発され、オフィスだけでなく、

各種商業施設に上質感を提供していった。

　また、従来の市松貼りだけでなく、流し貼

りやランダム貼りといった施工方法に対応し

た製品も増え、空間デザインの幅が広がって

いった。さらに、従来の50×50cmとは別モ

ジュールの25×100cmや25×25cmのサイズバ

リエーションでオフィス空間の床デザインの

自由度が高まった。

　2000年以降は、環境への対応としてリサイ

クルシステムや素材の開発に取り組んで、デ

ザインと品質の両面から進化を続けている。

　このような流れを経て今もオフィス空間を

構成する床仕上げ材として、タイルカーペッ

トが主流となっている。

■その役割と内装材の傾向
　ここでは、最近のケースを例に、タイル

カーペットがオフィスでどのような役割を果

たしているかを見ていこう。

　品質や加工技術が進化し、寸法安定性・

カット精度・施工性の向上により、アイデア

次第でデザインの可能性が広がっている。特

にオープン化が進むオフィス空間においては、

ゾーニングに合わせて配色を変えたり、違う

テクスチャーを用いることでエリアを区分し

たり、壁面と連動させたサインとして機能さ

せることが可能である。

　一方、性能面では歩行音や反響音を軽減し、

ホコリの舞いをフローリングの約10分の 1に

抑え、滑りや転倒での事故を抑え、照明の反

射による眩しさを低減するなど、オフィス空

間の快適性に貢献している。現代の住宅での

困りごとを改善できる性能が、実はオフィス

では当たり前のように存在している。

　大胆でランダムな柄は意匠的な魅力だけで

なく、汚れが見えにくく部分的な貼り替えも

可能なことから、ロングライフにもつながる。

エントランスなどに用いることで企業のブラ

ンディングにも貢献する。

　タイルカーペットが登場して30年以上もの

間オフィス空間の中心的な床材として存在し

ているのは、働き方の変化に対応できる性質

と、変化に揺るがない性能、そして静かな進

化を遂げていることに他ならない。

　他の内装材に目を向けると、住宅に使用さ

れることが中心のラグやカーペットが、オ

フィス内の託児スペースや休憩室など、靴を

脱ぐスペースに採用されるケースがみられる。

クリエイティブ系企業のフロアに多く、ラ

グで芝生感覚を得たり、毛足の長いカットパ

イルのロールカーペットで安らぎのある空間

を演出している。また木目柄の使用が広がっ

ており、オフィスにおけるカフェやライブラ

リーといった気分転換の場づくりのために住

宅に近い明るい木目タイプの床材が用いられ

ている。快適性や居住性を求める必然のよう

に見受けられる。

　外資系やIT系企業などでは、役員室や会議

室、応接室を中心に多彩な意匠と深みのある

質感からホテルライクな上質感を演出できる

グラフィックタイルカーペットやプリントタ

各論 7

これからの
オフィスにおける
内装材とその役割

東リ株式会社

佐藤弘幸

1963年生まれ
武蔵野美術大学卒業後、東リ株式会社に入社。
床材、カーペット、カーテンのプロダクトデ
ザインを担当。
スペースデザインを経て、2013年より広告宣
伝部に所属。
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イルカーペットの採用も増えている。最近で

は大胆な柄が多く、タイル状ながら目地が見

えにくく柄がつながっているよう工夫されて

いる。さらに木目柄を壁面に使用し、同柄同

色の木目調プリントタイルや専用巾木・コー

ナー材を組合せることにより、高意匠、高品

質な空間設計が可能だ。

上質な雰囲気を演出するエントランス（ダイビル本館）

■これから求められるもの
　オフィス空間において内装材に求められる

のは、住宅やホテルの快適性、商業施設の意

匠性、公共施設の機能性といったさまざまな

特性の融合である。画一的な空間ではなく、

目的に応じたさまざまな内装材を選択できる

ことが肝要なのである。「オフィスならこの内

装材」といった単純な発想では、今のオフィ

ス空間を構成することは困難である。

　これはオフィス空間が、効率を重視した事

務作業を行う空間から、新しい価値を生み出

す知的作業を行う空間へと役割を変えたこと

に呼応している。内装材においても「企業価

値を高める知識創造」への貢献が求められて

いるのだ。

　女性や高齢者の就労が拡大していくと予測

されるなか、明るく柔らかい雰囲気や健康で

安全な空間が求められると同時に、地球環境

保全の世界的潮流のもと、オフィスには環境

負荷軽減に優れ、持続発展可能な社会への貢

献も求められている。これについて、内装材

が果たせる役割も多い。

明るい空間にマッチしたタイルカーペット（あべの
ハルカス展望台）

　最近の傾向から内装を明るくするオフィス

が増えている。省エネルギーのために間接照明

とタスクライトの併用や照明の間引き等を行う

オフィスが多く見られるが、明るめの床材を採

用することで結果的に若干照度を落としても明

るさを維持することが可能と言われているから

だ。かつては汚れを気にして濃色系の採用が多

かったが、防汚性能の進化により明るい色でも

汚れが目立ちにくくなったことも貢献してい

る。また、濃淡によるデザイン貼りで誘導や注

意喚起などにも対応可能である。

　遮熱レースカーテンは、開口部から入る熱

源の中心である赤外線をカットして室温の

上昇を抑えるのが特徴。赤外線を通しにくい

ポリエステル繊維を使用しているが、レース

カーテンの採光性と風合いはそのまま。昨今

の開口部の拡大に対応して採用されるケース

も多く、空調の効率化に貢献している。また

窓面に限らず、ファブリックス素材は間仕切

りとしての使い方も多くフレキシブルな空間

づくりが可能である。

　サスティナブルの視点からは、回収・リサ

イクルやメンテナンスサービスを含めた一

貫した循環型システムが構築されている。一

定量のスペアを保有し、汚れた部分のタイル

カーペットを剥がして、そこへ予備の材料を

貼り、引き取った材料は洗って保管するシス

テム「オフロケーションシステム」がある。

オフィスでの業務を続けながら美観を維持し、

廃棄せずに、長く、気持ち良く使い続けるた

めの提案であり、「オフロケーション」は東リ

が1985年にスタートした国内初の取り組みで

ある。なお、同システムは環境に優しいビジ

ネスモデルと評され、2008年に環境ソリュー

ション部門でグッドデザインを受賞している。

　一方で日常メンテナスを必要としない内装

材も拡大し、美観維持・管理負担の軽減にも

貢献している。

　東リのビニル系床材「NWシリーズ」は、独

自の防汚加工技術により長い期間にわたり定期

的なワックスメンテナンスが不要、ランニング

コストを大幅に軽減できるのが特徴。定期的な

ワックスメンテナンスが不要なため、廃液や廃

水を出さず、人や環境への負荷を軽減する。

　これまでタイルカーペットとビニル系床材

の同時使用は、部分的にワックスメンテナン

スを行う煩わしさから敬遠されてきたが、タ

イルカーペットと同サイズのワックス不要の

帯電防止置敷きビニル床タイル「ルースレイ

タイルLLフリー100NW」が商品化されたこ

とによって、メンテナンスが容易となり積極

的な貼り合わせが可能となった。今後は意匠

的にも機能的にも利用の幅が広がって行くと

考えられる。

　これからのオフィスの内装材は、様々な負

担や制約から解放され自由になれることをい

かに支援できるかにかかっている。

　たとえば良いアイディアや発想など創造性

を高める空間は、執務室ではなくリフレッ

シュスペースや靴を脱ぐような空間になって

いくと想定するならば、色々な素材や形がス

マートに存在できる工夫が必要となる。

■さらなる進化のために
　今後はバリアブル（可変性のある）なイン

テリアにより季節よって気分を変えることが

できたり、オフィスで働く動作により創出さ

れるエネルギーによって、光やセンサーの役

割を果たし災害における停電時の誘導や安否

確認に貢献することもできるだろう。

　実際にドイツではICチップを織り込んだ

カーペットを空港や博物館で使用し、非難誘

導や防犯につなげている。昨年東リが開発し

たイーテリアマットは、踏んだときの振動で

発電し、その電気を使った情報発信から要介

護者の見守りを支援する床材で、様々な用途

での応用が期待されている。

　暮らしと仕事のボーダーレス化が益々進

み、仕事とまったく対極の娯楽や睡眠など創

造性をサポートする空間が求められ、地球環

境や維持管理への負担軽減、そして災害にお

ける避難所的な対応も必要とされていくだろ

う。内装材を単なる表面材としての存在から、

様々な要素技術を結集した「賢いインテリア」

として進化させながら、より快適で創造性豊

かなオフィス空間を実現したい。

（さとう　ひろゆき）

ビニール床材とタイルカーペットの貼りあわせ
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　2012年 4月、アイカ工業株式会社の女性

社員を中心とした商品開発プロジェクトが発

足。女性がトイレ空間でとる行動や普段不満

に思っていることを調査し、女性ならではの

細やかな目線で理想的なトイレ空間を考案し、

非住宅施設向けのトイレ関連商品を開発した。

■女性がトイレで行っていること
　用を足すだけでも女性の平均時間は男性

の 3倍。用を足す以外にも「身だしなみの

チェック」「メイク直し」「髪型を整える」「荷

物の整理」「うがい」「歯を磨く」「スマート

フォンや携帯を使う」「リラックス・気分を変

える・休憩する」などトイレ内で多くのこと

を行っていた。

　女性にとってトイレは大切な空間であるこ

と、機能性だけではなく、清潔感や快適性、

心地よさが求められることがわかった。

■女性が感じるトイレの不満
　20代～60代の女性333人に商業施設トイレ

の不満点についてアンケート調査をしたとこ

ろワースト5は「荷物置き場所に困る」「混雑

時の行列」「臭い」「床が濡れている」「洗面カ

ウンターが濡れている」。特に女性はバッグの

他、買い物をした紙袋やエコバックなど、メ

インとするバッグの他に何かしらの荷物を持

ち歩いているケースが多く、トイレブース、

洗面カウンターの荷物置き場に対する不満は

半数以上を占めた。こういったトイレの不満

はそのまま施設のイメージダウンにつながり、

購買意欲にも影響が出ることがわかった。

■開発商品
　女性にとって施設の印象を左右する、重

要な空間であるトイレ。嬉しい機能が揃い、

ほっとくつろげる空間になるよう、「トイレを

外出先のマイルームに」をコンセプトに、 6

つの商品を開発した。

○アイカトイレブース ピュアコアブース

　引戸L仕様

“出入りがラクに出来る、省ス

ペース型の引き戸ブース”

　開き戸と同等のスペースで引き戸の設置が

可能。引き戸にすることで、たくさんの荷物

を持っていても出入りがスムースになった。

また、ブース内にライニングカウンターや

コートをかけるフックを数ヵ所設け、荷物置

き場にも配慮した。

○ アイカスタイリッシュカウンター

　セットインタイプL

“水はねが少なく、清掃性が

いいコンパクトな洗面カウン

ター”

　メラミンポストフォーム天板とボウルを

シームレス加工で一体にし、汚れ溜まりの原

因になる段差を解消。水はねにも配慮した設

計で長く美観を保てるカウンターになってい

る。荷物置き場やエアタオル、隣の人と目が

合わない鏡が設置できる提案も可能だ。

○アイカパウダーシステムL パネルタイプ

“落ち着いてメイクが出来る、

パーソナル仕様のパウダーコー

ナー”

　ジグザグ状に設置することで、一人ひとり

別のスペースを確保した。化粧ポーチの中身

を広げることが出来る棚のほかに、足元にも

収納棚を設け、大きな荷物も小さい化粧品も

置ける十分なスペースを設けた。

○アイカパウダーシステムL ゲートタイプ

“狭いトイレにも設置しやすい、

1～3人用のパウダーコーナー”

　化粧ポーチの中身から導き出した奥行き

250mmのカウンターは化粧品を広げるのに十

分なスペースを確保しつつ、鏡にも近づきや

すい。このタイプも足元に収納棚を設け、荷

物置き場に配慮している。

○バッグスタンドカウンターL

“自立しないバッグや傘も安心

して置ける、荷物止め付きライ

ニングカウンター”

　手前に立ち上がりを設けることで、ビニー

ルバッグやエコバッグなど、柔らかい荷物が

ずり落ちるのを防ぐストッパーに。男性用小

便器ライニングカウンター･洗面ライニングカ

ウンター・大便器ライニングカウンターに適

している。

＊ 紹介した商品は弊社ショールーム（東京、

大阪、福岡）で見学が可能。（日祝休み）

＜東京ショールーム＞

東京都練馬区豊玉北6-5-15

Tel：（03）5912-2782

＜大阪ショールーム＞

大阪市中央区南船場1-13-27

Tel：（06）6265-6828

記事広告

事例紹介

トイレをもっと快適に。

女性目線で提案するトイレ空間 本社　愛知県清洲市西堀江ĳĳĹĹ番地

　　　　　ŕeŭ ȪıĶĳȫĵıĺĮĹıııȪ代ȫ　FaŹ ȪıĶĳȫĵıĺĮĲĳĸĸ

東京本社　東京都練馬区豊玉北ķĮĶĮĲĶ

　　　　　ŕeŭ ȪıĴȫĶĺĲĳĮĳĸĸĲȪ代ȫ　FaŹ ȪıĴȫĶĺĲĳĮĳĸĸĸ

ŖRL： ũttűĻİİŸŸŸįaŪcaįcŰįūű
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■スチールパーティションで
　室内空間を護る
　2014年 4月から「特定天井」に対する規制

が始まったが、その規制の対象に含まれない、

一般のオフィスビル、官公庁施設、学校、病

院…現代の国民の政治、経済、教育、福祉等

を担う人々が集う室内空間の安全性はどうな

のだろうか？

　建物自体の耐震性は、建築基準法で担保さ

れているが、天井、間仕切、建築設備などの

いわゆる建築非構造部材と言われるものに対

する安全性の基準策定は遅れをとっていた感

が否めない。

　当社は1970年代からこの非構造部材の一つ

であるスチールパーティションを製造販売し

てきた。スチールパーティションは、その可

変性、施工性、不燃性、低環境負荷、などの

優れた点によって現在では当たり前の「間仕

切」として普及している。

　当社はスチールパーティションの耐震性に

ついて早くからその必要性を認識し、取り組

みを進めてきた。

　そしてこのたび、耐震性に優れたスチール

パーティション「高耐震間仕切G」を発売し

た。以下、その概要について紹介する。

 

高耐震間仕切G　左がロッキングタイプ
右がスライドタイプ

■高耐震間仕切G
　「高耐震間仕切G」は、地震時にパーティ

ションのパネルが動くことによって揺れを吸

収し、倒壊や脱落を防ぐものである。

【ロッキングタイプ】地震時に表面パネルが激

しいロッキングの挙動をしても脱落しにくい

構造となっている。笠木部分の見付はロッキ

ングの余地を確保するために通常の間仕切よ

りも大きくなっている。

 

ロッキングタイプ

【スライドタイプ】襖や障子のように、パネル

が一体化してレールの上を横滑りすることで、

一種の免震構造のような機構となっているも

のである。

 

スライドタイプ

　両タイプとも、建築壁との取合い部分は変

位吸収機構を設けており、揺れによる変位に

追従できる構造となっている。

■適用基準と試験方法
　天井面で2.2G・層間変位1/40
【天井面加速度2.2G】4月から施行された「特

定天井」の脱落防止対策に関して、仕様規定

では天井面での水平震度が最大2.2Gとなって

いる。高耐震間仕切Gはこの値を自社基準と

して採用し、高耐震天井の元で2.2Gを越える

加速度が加わった状態でも脱落、倒壊のない

ことを確認している。

　従来、振動試験は自社の試験設備の上に組

んだやぐらの中に直接間仕切を組み込んで

行っていたが、今回は、天井との接続部分の

状態を確かめるためにも、実際に天井を施工

し、その下に試験体を建て込んで試験を行っ

た。更に天井フトコロを現実のビルと同様の

高さにし、OAフロアを敷いた状態でも試験を

実施している。

 

自社振動試験設備　大型試験設備での試験

【層間変位1/40】間仕切の層間変位追従性に関

する規格はJIS規格、あるいは公共建築工事標

準仕様書では層間変位1/150で使用上有害な割

れ、はがれのないこと、となっている。

　「高耐震間仕切G」はこの規格を大幅に上

回る1/40という層間変位に追従できる性能を

有している。自社試験設備では更に繰り返し

10回の層間変位加力試験も行っている。 

 

自社層間変位試験機での試験

■減災の観点から
　「高耐震間仕切G」は、地震の際に特に

「護りたい」場所に設置することを勧めてい

る。

　例えば、地震時に避難経路となるような室

内の通路部分や、災害時に従業員の逃げ場や

災害対策室となるような会議室、防災用品を

保管する倉庫、あるいは企業の活動を支える

サーバー室などが該当するだろう。

　これによって従業員の生命を守り、企業の

事業継続を支え、「減災」を目指す。

　今後はバリエーションを更に増やし、ガラ

スなども含めたスタイルをカバーし、より多

くのスペースに対応できるように開発を進め

てゆく。

記事広告

事例紹介

今、その空間で大地震に耐えられますか？

「高耐震間仕切G」のご紹介 本社　大阪市城東区今福東ĲĮĵĮĲĳ

　　　　　ŕeŭ ȪıķȫķĺĴĶĮĳĳıı　　FaŹ ȪıķȫķĺĴĶĮĳĳķĹ

東京本社　東京都中央区入船ĴĮĳĮĲı

　　　　　ŕeŭ ȪıĴȫĴĳıķĮķıĲĲ　　FaŹ ȪıĴȫĴĳıķĮķĶĳĲ

ŖRL： ũttűĻİİŸŸŸįŪtŰŬŪįūűİ



建築と社会■2014.632

事例

手作りで“自分たちらしい”
快適な空間を創造する

株式会社レイ・クリエーション

代表取締役

原田徹朗

■3S活動との出会い
　私達のオフィスは、御堂筋沿いのビルの 9

階にあります。全社員による毎日の整理、整

頓、清掃活動を始めてから約 5年。現在では

とても快適な空間になりました。

　しかしここまでの道のりはとても長く、我

社にとって “快適なオフィスの追求” は“社内

での戦い” でもあったとも言えます。

　私達のオフィスは、御堂筋沿いのビルの 9

階にあります。全社員による毎日の整理、整

頓、清掃活動を始めてから約 5年。現在では

とても快適な空間になりました。

　しかしここまでの道のりはとても長く、我

社にとって “快適なオフィスの追求” は“社内

での戦い” であったとも言えます。

　1989年のデザイン事務所創業当時、 3名

だったスタッフは10年間で40名ほどになりま

した。私のマネージメント能力を超える勢い

でスタッフが増えたせいか、社員の気持ちは

まとまらず、加えて、事務所内は煩雑状態で

あり、社内は殺伐とした雰囲気でした。そこ

で社内の風通しを良くするために、製造業様

で取り組んでおられる3S活動（「整理、整頓、

清掃」）を取り入れることにしたのです。しか

し、デザイナーという職種の集団に3S活動の

仕組みを落とし入れるのは実に至難の業。誰

も賛同してはくれません。結局、早朝、休日

などに私一人が社内の掃除をしていました。

そんな日が数年続いたある日、3S活動を実施

されている企業を見学させていただく機会を

得て、スタッフと参加しました。それがきっ

かけとなり自分たち流の“ゆる～い3S活動”

を始めることができました。内容は、以下

の通りです。①使用しないものは廃棄処分②

日々必要なものは手の届く場所に配置③もの

はすべて表示、標識を付け、「定位置、定量、

定方向」に配置④什器にはキャスターを取り

付け、移動、清掃しやすくする⑤朝10分間は、

全員床掃除

3S以前

床磨き

3S以後

●OAフロアーは諸悪の根源

　私達は毎日の床清掃の中で、日々事務所内

に入り込んでくるゴミ、塵芥の量に驚かされ、

施工されていたOAフロアーは撤去してPタイ

ル、フロアーパネルを施工しました。複雑に

交差する多様な配線と大量の塵芥を包み隠す

OAフロアーに利便性を感じることはなく、む

しろOAマットの毛足に蓄積される塵芥、ダニ

などによるトラブルに課題を感じています。

　ですから、我社では配線は全て露出させ、

それを如何にレイアウトするかを社内で工夫

しています。シンプルにレイアウトしておく

と、不慮の配線トラブルにおいても即座に対

応できます。OAフロアーが無いため、机位置

の固定、配線の取り出しという概念がありま

せん。机の位置を固定せず、タップコンセン

トに配線を集中させていつでも簡単に移動～

レイアウトできるようにしています。

●本当のアメニティ

　整理、整頓、清掃の3S活動の実践ととも

に、オフィスレイアウトから簡単な工事、設

置、配線まで自社で行うようになって、オ

フィス内の快適に対する価値観も変化してき

ました。

　月に一度、会議でオフィス改善の方向性を

決め、全員で改善活動を行います。

　資材の購入は必要に応じてホームセンター、

中古家具のお店、ネットオークションなどで

行い、あまりコストを掛けていませんが、設

備としては十分に機能しており、満足してい

ます。当然、椅子などは全てバラバラで何一

つ同じ什器は無いのですが、その多様性こそ

が自然な姿であり、むしろ統一された什器で

美しくレイアウトされたオフィスと規則正し

く動くワーカーさんを見ると鶏舎の中のケー

ジを見るような気がします。

■創造する環境（空間）をつくりだせ
　デザイン事務所であるが故のデザイン業務

への悩みがあります。クリエイティブを生業

とする会社には多かれ少なかれ存在する課題

だと思います。

　ただパソコンに向かい、一見クリエイティ

ブな仕事のように見えても、本物のデザイ

ナーとそれ以外の処理業務、オペレーター、

レオアウター、ディテーラー、リライターと

の間には大きな距離があります。

　90年代、まだデザインの現場にパソコンが

普及していない頃は、全ての仕事がアナログ

的作業であり、筆記用具でラフデザインをお

こし、イメージを描きだし、体全身でデザイ

ンを創りだしていました。

　ほとんどの作業がパソコンで処理できるよ

うになった現在、デザインとデザイン処理と

の境目が解りにくくなってきています。

　残念なことですが、当社も御多分にもれず

処理業務が多く存在しています。しかし今後

の展開を考える中で、デザイン処理の要素は

一切除外していきたいと考えています。とも

すれば、短時間に合理的に仕事をして帰りま

しょう・・という現在の社会的価値観とは背

立しているように思えるかもしれませんが、
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考え抜いて、想像して、デザインを創り出し

ていく・・、そんな思いをカタチにしてみたい

と思っています。

●人集う空間づくりをしたい。

　作業する場所とは別に考える事とディス

カッションを中心とするカフェ空間「ケイオ

スカフェ」を2011年に設立しました。

　30人規模のデザイン事務所にとっては、過

分なスペースであり贅沢な空間になっていま

す。しかし、この空間は私達にとってとても

重要な意味を持っています。

　「人」集うところに「情報」が集まり、「情

報」が集まるところには「ビジネス」が生ま

れる。そして「ビジネス」は「利益」へと変

わっていく。

　販促費を使い、強力にプロモーションを掛

けて力技で作りだしていく仕事には自ずと限

界があります。このカフェ空間は顧客の利益

につながらないこともあるかもしれませんが、

人と人とが集って生まれる仕事は、社会的に

も意味があり、自社の存在価値も高まってい

くと考えています。

■自分達らしい事務所を目指して
　次なるオフィスは、喫茶店かレストランを

居抜いてそれをオフィスにしようと思ってい

ます。というのもその空間のホスピタリティ

そのものが、デスクワークにもっとも適して

いると思ったからです。そこを拠点にスタッ

フは好きな場所、好きな時間に仕事ができる

よにする。目指すは完全なるフリーアドレス

なのです。

　そのためには、スタッフ全員が共有できる

デザイン業務のためのデーターベース、コ

ミュニケーションシステムを構築する必要が

あり、現在、仕様を固めています。

（はらだ　てつろう）

レポート

「アートビル」を訪ねて
－大阪パソナグループビル－

■多様な人財を活かす
　御堂筋沿いにある大阪パソナグループビル

は、「アートビル」をコンセプトに、2013年度

第26回日経ニューオフィス賞ニューオフィス

推進賞を受賞した。「アートビル」と言われる

所以を探るために、オフィスに伺った。

　玄関の扉を開くと 2階まで吹き抜けの広々

とした空間と様々な絵画が出迎えてくれた。

それらは落ち着きと優雅さを演出している。

聞けばこのビルには約200点の絵画が飾られて

いるそうだ。

　これらの絵画は、知的障害のある15名の

「アーティスト社員」たちが描いたもの。彼ら

はパソナグループの特例子会社である「パソ

ナハートフル」の社員たちである。この子会

社では、「才能に障害はない」をコンセプト

に、就労困難な障害者が生き生きと働く環境

と社会参加できる共生の場を作り出している。

ここでは、それぞれの障害の度合いに合わせ

た育成カリキュラムが組まれ、個々の得意分

野に特化して才能を育成し、アートによる就

労の拡大を図っている。

　パソナハートフルの業務には「オフィス業

務」「アート村」「アート村工房」「ゆめファー

ム」「パン工房」があるが、アーティスト社

員は「アート村」として活動している。 1階

ギャラリーをはじめオフィスのあちらこちら

に展示してある絵画の中には、購入やレンタ

ルすることができるものもある。

　「パン工房」では、パリで修業した職員の

指導のもと、パンや洋菓子を焼き上げる。パン

は社員のいるオフィスフロアで毎日販売して

おり、社員は季節ごとに入れ替わる約40種類

ものパンを楽しみにしているそうだ。同じく、

ビル内にある「アート村工房」では聴覚障害や

内部障害等を持つ女性社員が、女性の感性を

活かしてブリザーブドフラワーやキャンドル

などの小物雑貨を製作し、販売を行っている。

　多くの障害者雇用を促進することになった

原点は、パソナグループ創業者の南部靖之グ

ループ代表の創業当時からの思いがある。お

茶に「三煎」という味わい方があるように、企

業も「年配者の知恵」「若者の瞬発力」「女性ら

しい感性」「母親の包容力」など、あらゆる年

代の様々な経験を持つ人がいて成り立つ。組

織は、多様な才能と経験、キャラクターを持っ

た人財が集まることで、さらに強くなり、数多

くの新たなアイデアが生まれると考えていた。

その時の考えが今につながっている。取材中、

アート商品を制作する人、パンを作る人、オフィ

ス業務を行う人、社内の植物に水やりする人、

メール便を届ける人などを見かけたが、これ

らは障害を持ったメンバーの仕事だそうだ。

ここでは、それぞれの才能・能力に応じた仕

事で障害を持った社員が活躍している。みんな

の生き生きとした表情がとても印象的だった。

　「アートビル」は他にも様々な仕掛けがあ

り、実に楽しい。 2階東側壁一面には春夏秋

冬の四季の移ろいが描かれている。そのダイ

ナミックさに圧倒された。よく見ると、そこ

から龍が天井を西に向かって飛んでいる。そ

の距離は今も伸び続けているとのこと。この

作品は南部代表と「ここから村」の職員の力

作だそうだ。「ここから村」とは、淡路島で芸

術家が芸術（アート）を農業や地域産業と結

びつけることで、地域の活性化とアーティスト

としての自立を目指すプロジェクトである。

　一風変わったところでは、1階の滝の部屋。
アートギャラリー
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昼食をとったり、就業後サークル活動に使用し

ているとか。ここでは、滝の映像中から書道家

である紫舟氏の書が現れる。その見事な滝に目

が釘付けになっていると、ビルを案内していた

だいたパソナ総務部の木村氏から「あなたの

今の心が文字で現れますよ」と言葉をかけら

れた。すると「私念」や「恨み」などの文字が

次々に現れては滝に流される。文字を見なが

ら慌てていると、それは次第に「愛」や「幸」

の文字に変わっていった。滝に心が浄化され、

文字に変わったのだと、同じく案内していた

だいた浜水氏が笑いながら説明してくれた。

誰がそこにたっても同じ文字が出てくるらし

い。この映像は季節ごとに変わる。たとえば、

春先には花の映像の中を金の文字が浮かび、

その文字に触ると金粉が舞う。それにしても

遊び心満載である。

滝の部屋

　この部屋の仕掛けは、書道家の紫舟氏と

チームラボによってつくられたそうだ。

　紫舟氏の書はビルのあちこちで目にするこ

とができる。たとえば、応接室には大きな掛

け軸。社員専用のサブエントランス。こちら

では紫舟氏の書を鉄製にして、それを天井か

ら吊るし、光を当て壁に映し出す。社員は毎

日この壁に映し出される書を読みながら仕事

場へと入っていく。

サブエントランス

　南部代表は「大企業でも中小企業でも、誰

もが等しく健康管理や福利厚生、教育研修

等が受けられるよう、これまで新しい仕組

み・サービスを社会に提供してきた。派遣ス

タッフの方々が安心してその人らしい豊かな

人生設計を描くお手伝いをする“ライフプロ

デュース”がパソナグループの仕事」と述べ

ている。ここ大阪ビルにはスキルアップのた

めのキャリアカレッジだけでなく、エステサ

ロンやバーなどが設けられており、社員、派

遣スタッフ、クライアントが自由に参加でき

る。手話教室は受講者も多く、聴覚障害の社

員とのコミュニケーションも手話でスムーズ

にできているとか。

　企業理念である「社会の問題点を解決する」

のもと、社員、派遣スタッフは充実したオ

フィス空間の中で日々仕事にアフター 5にと

勤しんでいる。

　大阪パソナグループビルには様々な仕掛け

があるが、交流の場を設けることで社員同士

のコミュニケーションが以前に比べて活発に

なったそうだ。ここは、社員だけではなく派

遣スタッフ、クライアント、グループ会社の

誰もが集える場所がある。柔軟な発想はこの

ような場でこそ出てくるものなのだろう。

（片山和代／日本建築協会事務局）

2階壁画

コラム

数字でみるオフィス
【出典】 コクヨファニチャー株式会社「OFFICE 

DATA BOOK　2012」

■オフィス全体のエリア構成比
　－デスクエリアは約 5割－
・デスクエリア 53.1％
・会議・ミーティングエリア 17.8％
・業務支援エリア 8.0％
・生活支援エリア 5.9％
・情報支援エリア 4.4％
・役員エリア 3.5％
・通路その他 7.3％

■1人あたりのオフィス面積
　 －2004年以降大きな変化はなく8㎡前後
で推移－
・テナントビル 7.71㎡/人
・自社ビル 9.12㎡/人
・平均 8.13㎡/人

■デスク形状
　－9割以上が対向型－
・対向島型 92％
・ブース型 4％
・ブーメラン型 1％
・その他 3％

■デスク幅
　－約 5割が1200mm－
・～1199mm 17％
・～1200mm 46％
・～1400mm 27％
・～1600mm 10％

■フリーアドレス
　－約2割がフリーアドレスを採用－
・ 自席を決めずその日の仕事にあわせて
自由に席を選ぶフリーアドレスの採用率
 18％

■ リフレッシュルーム・喫煙室・更衣室の
設置率
・リフレッシュルーム 66％
・喫煙室 42％
・更衣室 63％
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̭͈特集͉́Ȃȶ΂έͻΑ͈̭̥ͦͣȷͬ考え

ͥͅあ̹ͤȂ΂έͻΑ関連企業́研究開発等

ͬ担当̳ͥ方々ͅ企画段階̥ͣ加わ̽̀い̹

̧̺Ȃ執筆̤ͬ願い̱̹͘ȃ̷͈̤̥̬́Ȃ

各分野̤̫ͥͅ実践的取ͤ組͙͂̿͜ͅい̹Ȃ

ͤ͢具体的́先進的̈́知見ͬ得̧̭̦ͥ͂́

̱̹͘ȃ

現代͈΂έͻΑ̿く͉ͤȂ個͈創造性ͬ導̧

出̱Ȃ̭͈ͦͣ総和̱͂̀新̹̈́価値ͬ創出

̳̭ͥ͂ͅあͥ͂理解̯̳ͦ͘ȃ読者各位̦Ȃ

΂έͻΑ͈̭̥ͦͣͬ考えͥΪンΠ̭͂̈́ͥ

͂ͬ願い̳͘ȃ

Ȫ編集委員長：米井ȁ寛ȫ

日頃΂έͻΑ作͈̤ͤ手伝い̯ͬせ̀頂い̀

いͥ͂本当̷̭́ͅ働くワー΃ー͈一人͌͂

̦͈ͤ̓͢うͅ感̲Ȃ͈̓͢う̈́考え方ͬ΂

έͻᾼ対̱思̽̀い͈̥ͥ͂ふ͂思うȃ知

的生産性ͬ上̬経営目的ͬ達成̳ͥ為ͅ経営

者側͉΂έͻΑͬ作ͤワー΃ー̷͉̭́働く

̦Ȃ̤互い̷̸̦ͦͦ同̲目線́理解̱あい

構築̱̀い̥̫̈́ͦ͊出来上̦̹̽΂έͻΑ

ͬ変化ͅ合わせ作ͤ変え続̫ͥ事̦出来̈́い

͈͉́̈́い̥？

今回͈特集ͬワー΃ー側͈視点́読ͭ́ͣ͜

えͦ͊ȶ΂έͻΑ͈̭̥ͦͣȷ͉違う物̦見

え̀来̀面白い͈̥͜知ͦ̈́いȃ

Ȫ阪上雅也ȫ

各論͜ͅ取ͤ上̬̹̦ȂΘͼバーΏΞͻȪ多様

性ȫ͒ ͈対応や活用̦企業ͅ求͛ͣͦ̀いͥȃ

ΘͼバーΏΞͻ͉͂何̺ͧう̥？ふ͂ΈーΈ

σ́画像検索̱͙ͬ̀ͥȃȶΘͼバーΏΞͻȷ

́検索̳̤ͥ͂台場͈施設̦出̀くͥ…ȃ

ȶ多様性ȷ͂入力̳ͥ͂様々̈́生物̦繋̦̽̀

いͥ画像̦出ͥȃȶDiveųŴiŵyȷ͂英語͉́様々

̈́人種͈画像̈́ͥͅȃ日本͉́多岐̈́意味合

いͬ持̾言葉́あͥȃ世間͉́Ȃ女性や外国

人̈́̓人材͈多様性ͅ焦点̦集̦ͥ͘Ȃ仕事Ȃ

雇用形態Ȃ時間Ȃ働̧方や働く場所͈多様化

͜΂έͻΑ環境́起̭ͥ多様性͉́̈́い̺ͧ

う̥ȃ日本͈΂έͻΆ捉え̧͓ͥΘͼバー

ΏΞͻͬ考え̀い̧̹いȃ

Ȫ山田雄介ȫ

当社͉́΂έͻΑ͈空間構築ͬ手̦̫̀い͘

̳̦Ȃ家具・文具͈コーΟͻネーΠ̺̫́̈́

く̯̰̈́͘͘環境͈͒取ͤ組͙ͬ実践̱̀い

̳͘ȃ環境͈͒取ͤ組͙͉我慢͈ͼメーΐ̦

あ̳̦ͤ͘Ȃエコ+·ςエͼΞͻή͈コンセ

ίΠ́仕事̧̦́ͥΑΠτΑ͈̈́い΂έͻΑ

ͬ実現̱̀い̧̹い͂思い̳͘ȃ̹͘Ȃ働̧

や̳い空間ͬ使いや̳い家具・文具́ワー·

ΑΗͼσ͈あͤ方͈進化ͬ続̫̀い̧̹い͂

思い̳͘ȃ

Ȫ藤井ȁ昇ȫ

日本͉̲́͛̀Ηͼσ΃ーペッΠͬ提供̯ͦ

̹͈̦ĲĺĹĳ年͈̭̱̹͂́ȃ

̷͈ͦ́͘΂έͻἈ͉̭̥硬く̀Ȃ少̱冷

やや̥̈́感̲͈否͛̈́い塩ΫΏーΠや塩ΫΗ

ͼσ̦床材ͬ主̱̹͂空間́あ̱̹ͤ͘ȃ

̷͈後͈Ĵı有余年Ȃ二重床や照明器具や΂

έͻΑ用家具͈進化͂͂͜ͅȂ大̧̈́変化ͬ

総論Ȃ各論͈中͜ͅ感̲̱̹͘ȃ

私自身͉長年Ȃ床材͈業界ͅ携わ̧̱̽̀͘

̹̦Ȃ̺̺͘͘様々̈́分野͈皆様方̥ͣ教え

̀い̹̺く̭̦̹͂く̯ͭあ̽̀感謝͈気持
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　平成26年 3月「神戸市建築物安全安心推
進協議会」は、平成25年度に「第 3次神戸
市建築物安全安心実施計画」が終了すること
に伴い、新たに「第4次神戸市建築物安全安
心実施計画（平成26年度～30年度）」を策定
した。
　この計画では、これまでに取り組んできた
施策の検証・評価を踏まえつつ、「定期報告
の報告率や質の向上」「適法な建築物の違反
建築物化」「違反建築物の累積」等の顕在化
してきた課題への対応策に取り組んでいくこ
ととした。

 計画策定の経緯等

　神戸市では、平成7年の阪神・淡路大震災
の教訓を踏まえ、平成11年度に建築関係をは
じめとする各種団体および関係機関、行政等
約40団体の参画を得て「神戸市建築物安全安
心推進協議会」を設立し、安全で安心なすま
い・まちづくりを促進するための総合的な計
画である「神戸市建築物安全安心実施計画」
（以下「計画」という。）（平成11年度～15年
度）を策定した。
　その後も引き続き、第 2次（平成16年度
～20年度）、第 3次（平成21年度～25年度）
計画を整備し、各種の施策を推進してきた。
■重点施策の変遷
　第1次計画から第2次計画にかけては、違
反建築対策の促進と完了検査率の向上に取り
組む施策等により適法な建築物を供給すると
いうフロー対策の面で一定の成果をあげた。
　第3次計画では、これらに加え、「耐震偽装
問題」「カラオケボックス・個室ビデオ店火災」
「自動回転ドアやエレベーター事故」等建築
物にかかる事件・事故等への対応策として、
既存の建築物が供給後も適正に維持管理され
るためのストック対策に重点を置いてきた。
■第3次計画までの成果
　第3次計画では、「定期報告制度の報告率
を90%以上」「小規模飲食ビル等査察約1,000

棟」等の目標を設定し、ストック対策に重点
的に取り組んだ結果、定期報告率が約87%、
小規模飲食ビル等の査察が1,045棟とほぼ目
標を達成することができた。
　また、第 1次・第 2次計画から継続・拡
充して取り組んできた施策においても、完了
検査率は第 1次計画策定前の平成10年度の
44%から平成24年度確認分で99.7%と著しく
向上した。
　違反件数も第1次計画期間平均で約150件
／年から第 3次計画期間（平成24年度確認
分までの 4か年）平均で約30件／年と大幅
に減少するなど、フロー対策でも一定の成果
をあげることができた。

 第4次計画の概要

　第4次計画では、従来の計画の成果を引き
継ぐとともに、特に顕在化した課題への対応
策に重点を置いた。施策を3つの体系に大別
し、各施策の位置づけ・目的を明確にするこ
とで、施策間の整合・連携を図りやすい構成
としている。
■施策体系
（1）建築物の安全性を確保する
　　－適法化のための施策－
　①法令に基づく手続きを確実に実施する
　　・定期報告制度の実効性のさらなる向上
　　・ 建築確認および中間・完了検査の確実

な実施
　②違反を未然に防ぐ
　　・ 違反防止のための実効性ある情報提

供、注意喚起
　　・ 建築物の適法性にかかる情報の公開・

活用の促進
　　・ 違反建築物がつくりだされない社会環

境の形成
　③違反を是正する
　　・違反建築物の確実な把握
　　・ 危険性の高い違反に重点化した実効性

ある違反是正
（2）建築物の安全性改善を支援する
　　－既存不適格建築物への対応－
　①耐震改修促進計画の推進
　②アスベスト対策事業の推進
（3） より安全で安心な建築物の整備・保全

を促進する
　　－安全で安心な建築ストックの形成－
　①老朽危険家屋対策への取り組み
　②事故や災害への対応
　③ 市民との協働によるすまい・まちづくり
の推進

　計画の実施にあたっては、従来どおり神戸
市と関係団体が役割分担して各施策を推進す
ることとしている。

■顕在化した課題への対応策等
　本項では、特に顕在化した課題への対応策
としての「適法な建築物が違反建築物化しな
いよう予防するための事前対策」や「危険性
の高い建築物や累積する違反建築物に対する
重点的な検査・指導」等について、その主な
施策について紹介する。
●違反を未然に防ぐ
　法令知識、安全意識が十分でないために発
生する違反を防ぐことを目的として、①建築
物の生産・流通の担い手である設計者・施工
業者・仲介業者に対して、必要な法令等の専
門的な情報をきめ細かに提供する②建築の専
門家ではない建物所有者・管理者や利用者に
もわかりやすいように、法令に違反する模様
替え・改装や使い方をしないよう注意喚起す
るためのピクトグラム（絵文字）を使ったサ
イン等のツールや仕組みをつくる③定期報告
の報告済ステッカーやホームページでの公表
等により、適切に維持管理されている建築物
を市民が認識しやすくすることー等を定めて
いる。
●違反を是正する
　これまで小規模飲食ビル等を中心に行って
きた立入検査について、近年、各地で高齢者
等が犠牲となる福祉施設や病院等での火災事
故を踏まえ、①立入検査や指導の対象を不特
定多数の人が利用する施設に拡大する②デー
タベースを活用し、違反の危険度に応じた建
築物ごとの優先順位や重点的に指導する事項
を明確にすることにより実効性のある是正指
導を行うー等をあげている。
●老朽危険家屋の適正管理を指導する
　上記以外にも社会経済情勢の変化や人口減
少の進展等により、近年、各地で増加傾向に
ある空き家、とりわけ、管理不全となった老
朽危険家屋について、神戸市では条例で所有
者等の義務を明確化（平成25年 7月）した
ことを受け、その対策等を盛り込んだ。

 おわりに

　より安全安心なすまい・まちづくりを推進
するため、今回新たに策定された「第4次計
画」を活動の指針として有効に活用し、行政
および建築関係団体並びに関係機関の連携に
より、建築物の所有者等が適正な維持保全に
一層努めるよう誘導し、建築物の安全性・適
法性を確保していきたいと考えている。

（もりた　おさむ）

●森田　統
1967年生まれ。関西大学経済学部卒業。1990年神
戸市役所入庁
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 はじめに

　一般照明として利用される光源の光色は、
定量的には、色温度（単位K：ケルビン）で
表す。Kと言えば絶対温度の単位であるが、
なぜ色温度の単位にKを使うのか。黒体を熱
していくと最初は暗いオレンジ色を呈する
が、温度が高くなるに従って黄みを帯びた
白、白、青みがかった白の光を発する。黒体
が発する光の色と光源の色が同じとき、その
光源の色を黒体の絶対温度で表したものが色
温度である。ただし、黒体の色と同じ色にな
らない時、黒体の色に近い色をあてるため、
相関色温度という。実際に使用されている
光源は相関色温度を色温度と称しているこ
とが多い。

表 1　光源色の相関色温度範囲
種類 記号 相関色温度(K)

昼光色 Ｄ 5700～7100

昼白色 Ｎ 4600～5500

白色 Ｗ 3800～4500

温白色 ＷＷ 3250～3800

電球色 Ｌ 2600～3250

JIS Z 9112：2012より

　また、相関色温度の範囲外にある色光が、
生活の中で利用されることもある。例えば、
近年話題となった、防犯照明として利用され
る青色光である。
　近年、光源色の生理的な影響については、
各方面から研究がされており、睡眠に影響す
ることなどがわかっている。では、光源の色
が人の心理面にどのように影響するのかであ
るが、人の心理面には、光の色そのものが影
響する場合とその光によって照らされたもの
の見え方が影響する場合がある。

 光色が心理面に与える影響
　よく知られているのは、温冷感である。赤
い色をみると暖かく感じ、青い色をみると涼
しく感じるが、光源色でも同じことが言え
る。色温度の低い照明下では暖かく感じ、色

温度の高い照明下では涼しく感じる。JIS Z 
9110 1）では光源色を相関色温度から、暖色
3300K未満、中間3300～5300K、涼色5300K
を超えると分類している。概ね、電球色は暖
色、温白色、白色、昼白色は中間、昼光色は
涼色となる。また、SD法による多くの空間
評価実験から「柔らかい」「暖かい」「くつろ
いだ」は相関が高いことがわかっている。電
球色は、暖かみがあり、柔らかで、くつろい
だ空間をつくることが可能である。
　図 1は、2011年度に行った住宅照明調査
から得られた住宅居間で使用されている光源
の色の結果 2）である。照明器具のシェード
等を通した光についての主観的な回答である
ため白熱電球の場合でも白い光と回答してい
る者がかなりみられる。シーリングライトの
光源として主に使用される直管蛍光ランプ、
環形蛍光ランプの場合ほとんどが白い光と回
答している。2011年時点では住宅居間での
LEDの使用は少ない。
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図 1　住宅居間での使用光源の種類と光色

 光色とインテリアの色彩が
  心理面に与える影響
　蛍光ランプの演色特性と人体指示用家具
（ソファ）の色彩の関わりについて住宅居間
を対象として検討した結果を表2 3）に示す。
色温度は、ほとんどの評価項目に少なからず
影響していることがわかる。また、ソファの
色彩（色相、彩度）と色温度との交互作用に
ついてみると、「上品な」、「調和した」「好き
な」など空間を価値づける評価項目に影響を
及ぼしている。居間空間としての好ましさを
例にとると、暖色系のソファの場合、色温度
が低くなるほど好きな印象となるが、寒色系
のソファの場合は色温度が高くなるほど好き
な印象になるという傾向はみられない。
　以上のように、光源色による空間の色の見
え方が心地よい空間をつくる上で大きく働く
ことがわかっている。

 まとめ
　国内ランプメーカーは2012年までに一般
白熱電球を製造中止するよう政府から要請さ
れ、製造を中止した。一部の白熱電球はま

だ製造されているが、LEDの性能の向上に
より製造中止になっていくと考えられる。ま
た、2015年に蛍光灯器具の製造を中止すると
発表したメーカーも出てきている。今後は、
LED照明への置き換えが一層進んでいくで
あろう。
　LED照明が登場するまでは、色温度を自
由に変化させる装置は、一般住宅にはなかっ
たと言ってもよい。しかし、連続的な色温度
の変化が可能になり、使用目的や行為によっ
て色温度を自由に変化させることができるよ
うになった。今後さらにLED照明が普及す
ることによって色温度の心理的効果を生活の
様々なシーンで活用できるのではと考える。

（みやもと　まさこ）

表 2　色温度の空間評価への影響
主効果 交互作用

評価項目
色
温
度

演
色
性

色温度
×

色相 彩度
活動的な ●
開放的な ○ ●
あざやかな ● ●
陽気な ○ ○
明るい ◎ ●
軽やかな ● ◎
澄んだ ● ● ● ●
はっきりした ● ● ◎ ●
にぎやかな ●
派手な ● ●
広々した ○
洋風な ● ○
落ちつきのある ●
情緒豊かな ● ●
上品な ● ● ◎
調和した ● ● ●
自然な ● ● ○
好きな ● ● ●
親しみやすい ●
魅力のある ● ○ ◎ ◎
洗練された ● ●
一般的な ●
柔らかい ● ● ○ ○
暖かい ● ● ● ●
女性的な ● ○
くつろいだ ● ●
団らん的な ● ○
豪華な ● ○ ○
あっさりした ● ●

有意水準0.5％：●　１％：◎　5％：○

参考文献
1）JIS照明基準総則JIS Z 9110:2010，日本規格協会、
2010

2）宮本雅子・國嶋道子・井上容子：関西圏を中心とし
た住宅照明環境の実態（その 2）－居間で使用され
る人工照明の実態－、照明学会全国大会、2012

3）宮本雅子・梁瀬度子：蛍光ランプの色温度・演色
性が室内雰囲気に及ぼす影響，照明学会誌Vol.81, 
No.2, pp37-45, 1997

●宮本雅子 
博士（学術）　2014年から現職。
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光源の色温度が心理面に
及ぼす影響
宮本雅子
滋賀県立大学人間文化学部生活デザイン学科　教授
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関西の建築界／群像　第58回

生山 雅英 ─IKUYAMA  MASAHIDE─

経歴
1956年　　　大阪生まれ
1981年　　　大阪工業大学工学部建築学科卒業
1981～90年　建設会社設計部
1990年　　　arte空間研究所開設
現在　　　　大阪工業大学非常勤講師

主な受賞
1999年　　　第45回大阪建築コンクール知事賞
2002年　　　JCDデザイン賞奨励賞
2005年　　　レジデンシャルライティングアワード優秀賞
2009年　　　第55回大阪建築コンクール知事賞
2012年　　　JCDデザインアワード銀賞
2013年　　　第12回関西建築家大賞

動物病院「gip」にて

関西の「Common」をつくる

　生山雅英氏設計の動物病院「gip」を見学し、お話を伺った。

　RC打ち放しの塔状建物から南国風の植物がニョキニョキと突き出した

特徴的な外観は、幹線道路から人を引き込む為の広告塔となっている。

エントランス上部に配置されたその塔は、吹き抜けとなっていて、植物

を設置する以外に建築的用途が無いのも驚きだ。その吹抜け底部のトッ

プライトからエントランスに光が降り注ぎ、来院者を明るく出迎える受

付スペースを演出している。

　建築を印象付ける植栽は、造園家の家谷氏とのコラボレーションだ。

「gip」のある高石市はギリギリ熱帯植物が育つ地域であるとの事。築 2

年と新しい建物であるにも関わらず、既に生命力みなぎる植栽が建築を

凌駕しつつあるように見えるのが印象的だった。

　「設計は外側から型にはめたように作ることは好きではない。」と氏は

語る。例えば中庭プランを作ると決めてしまうと、どうしてもその形か

ら抜け出せなくなる。シークエンスを追い、中から決めていく事で偶然

できる空間が面白いと言う。それは商業建築のインテリアを多く設計し

た父の影響があると言う。

　祖父は工務店経営、父親は北新地の食道園や映画「Shall we ダンス？」

のロケにも使用された大阪キタの「ワールド」を設計した建築家の生山

高資氏だ。生粋の建築一家出身の生山氏は、父の勧めで建設会社の設計

部に就職する。作業所や積算部の経験を約 5年経て、設計部を約 5年経

験した後、父の勧めもあり独立する。会社を離れて感じたことは、「看

板」が無くなると全て自分でやらなければならないという現実だった。

「それから 5年は厳しかった。」と生山氏はにこやかに語る。一人でやっ

ていくには、「目線の高さ」と「個人をどう出すか」が大切。45歳を超え

てようやくこういった感覚が身についたと実感したと言う。

　独立後は数々の建築を設計され、 2つの住宅設計で第12回関西建築家

大賞を受賞されているが、今は住宅よりも公共建築に興味があると言う。

理由は、国内にプライベートとパブリックの間の「Common」にあたる場

が無く、本当の意味での公共建築を実現できた人がいないからだと言う。

　例えばイタリアは、市が集まってイタリアをつくっている。日本には

もともと「Common」という概念が無いのかもしれないが、関西において

は「Common」を形成する土壌があるのではないかと言う。氏の設計手法

と同じように、公共のあり方も大きく型に嵌めてしまうのではなく、小

さな「Common」がつながりあって全体を作り上げるイメージを持たれて

いると感じた。

　今後東京は、オリンピック景気で伸びるかもしれないが、関西は、大

阪・京都・奈良含めた連合で対抗できるのではないか。東京になくて、

関西にあるものは良い意味で「誇れるつながり」だ。この「つながり」

が「Common」を創り出すカギではないか。ひょっとしたらそれは建築で

はないのかもしれないが、必要なのは若い力。若手はどんどん遠くに球

を投げてほしいと期待を込めて語った。

　「相手は自分の鏡であり、自分がいいと思っていれば相手もそう思っ

ている。」と語る生山氏と、建築主である院長との掛け合い漫才のような

やりとりを見て、とても良好な関係を築いてきたことに感心した。「類は

友を呼ぶ」と楽しそうに語る病院長を見て、氏の言う「Common」を創り

出す「つながり」の一端を垣間見た気がした。
聞き手　　野口　伸（竹中工務店）
写真撮影　河合止揚



■近世の難波別院
　難波別院は、東本願寺第12代門主教如上人
が慶長元年（1596）渡辺の地（道修町 1丁
目）に大谷本願寺を建立したことにはじまる。
　慶長 3年豊臣秀吉の町制改革により現在地
に移転し、同 8年に本堂が落成した。100余
年を過ぎた宝永 2年（1705）、本堂の破損が
激しくなったため再建工事が始められた。正
徳 3年（1713）に本堂が落成するが、伽藍
が整うのは工事開始後20余年を経た享保12年
（1727）で、その規模の大きさが窺われる。明
和元年（1764）には、唐破風がついた萱葺き
屋根の表門の建立の許可がおりている。
　これらの諸堂は享保 9年の「妙智焼」にも
罹災を免れており、その様子は『摂津名所図
会』から窺うことができる。

■戦後の復興
　近代に至り、明治42年（1909）、境内に大
谷裁縫女学校が創設されるなど、新たな施設
が設けられるようになった。さらに、御堂
筋の拡張に伴い境内約670坪が切り取られた
際、御堂筋の東側に残された敷地に昭和 8年
（1933）大谷仏教会館が建築された。そして、
昭和20年 3月の空襲により鉄筋コンクリート
造の香部屋を除くすべての施設が焼失した。
　戦後荒れるままとなった境内は、昭和21年
1月毎日新聞と提携し、難波別院毎日運動場
として市民に開放された。 2月の総代・肝煎
会において復興委員会が結成された。同委員
会では、焼け残った香部屋を客殿に改修し、
その前面に木造単層入母屋屋根向拝付きの仮

本堂を新築し、仏教会館を文化会館として改
修するという構想をまとめ、池田谷建築事務
所に見積もりを依頼したところ、その額が250
万円とのことで、「如何ともしがたい有様で
あった」1）。池田谷建築事務所（池田谷久吉）
は、戦前から多くの寺社建築の設計を手掛け
ており、その実績が知られていたのであろう。
昭和23年頃には運動場が別院の行事に支障を
きたすようになり、南半分を区切って児童遊
園地としたが、諸堂復興のきざしの見えない
状況が続いた。
　昭和27年 9月頃より復興の検討が重ねられ、
翌28年、建築については大阪大学の鷲尾健
三・足立孝に設計が依頼されたが、29年の組
織変更により復興委員会が廃され、復興事務
局が開設されると足立への設計依頼は解消さ
れ、新たに木村得三郎に依頼された。昭和30
年 8月木村よりA・Bの設計案が示され、B案
（写真⑨）が採択された。
　昭和32年 6月、竹中工務店・大日本紡績㈱
が境内の南半分に本堂・諸堂を建立・寄進す
るとの条件で、境内の北半分を貸与するとの
契約が成立した。同年末に復興事務局の規則
が改正され、翌33年には「本格的に建築の構
想を議題にのせる」ことになった。
　昭和33年 1月に建設部会が開催され、見学
会の実施、建築の形式などが議論され、 5月
には建築様式から建設顧問の選定が重大であ
るとの結論から「内田祥三東大元総長に白羽
の矢」2）が立てられた。内田は、松下清夫を
同行して境内を調査し、別院側の意見を聞い
て設計に取り組んだ。 8月には松下により、

①本堂　平成25年12月　撮影：植松清志（以下※印）
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「建築と社会」第42輯第 7号（昭和36年 7 月号）より

②ホール棟（現御堂会館）より本堂を望む
③本堂前蟇股
④本堂の天井・欄間
⑤御堂会館（ホール棟）西面
⑥御堂会館ホール内部
⑦本堂平面図
⑧御堂会館平面図

②

③ ④

⑤

⑥

⑦ ⑧
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⑨ ⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑨木村得三郎によるB案※
⑩松下清夫による二棟別置案※
⑪御堂会館西面※
⑫本堂前蟇股※
⑬本堂の天井・欄間※
⑭御堂会館ホール内部※
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①一棟併設、②一棟重層、③二棟別置の 3つ
の案が示され、年末に本堂とホール棟（現御
堂会館）の第③案（写真⑩）に決定された。
　木村への設計依頼は、この規則改正の過程
で解消されたものと推察される。戦後13年を
経て復興の道筋がようやく確定したのである。

■復興建築
1）本堂（写真①②、設計：太田博太郎）
　太田は本堂の設計に際し、「仏堂は信者の集
まるところであり、信仰の対象を安置する場
所であるから、ここに参拝する人が異様の感
を懐き、参拝する気分を損なうものであって
はならない」3）と、仏堂の意義を確認する。
　そして、現存する本願寺の堂のすべてが近
世の再建で非常に装飾的であることを指摘
するとともに、今回新築される仏堂は新しい
材料・構造を採用すべきであるが、伝統的な
形態が生かされ受け継がれていくような時代
に応じた斬新的なものが良いと、形態の方向
性を示している。さらに、耐震・耐火の面か
ら鉄筋コンクリート造を採用するので、木造
の細部を再現することは無意味であり、この
構造に即した単純な形態が合理的であるとの
結論から、宗祖親鸞聖人のとき、すなわち鎌
倉時代の様式を念頭に設計したという。その
ように見ると、屋根や軒の曲線、全体のプロ
ポーションなどは禅宗様を想起させるし、向
拝に設けられた蟇股（写真③⑫）には鎌倉時
代の特徴が示されている。
2）御堂会館（写真⑤⑪、設計：松下清夫）
　松下は御堂会館の設計に際し、収容力1000
人規模のホール（写真⑥⑭）を設けることか
ら、必要な広場を確保するため、建物の下部
を開放するピロティを採用したが、結果的に
会館が寺院の楼門を兼ねる構成になったとす
る。すなわち、本堂の前面に設けられた御堂
会館は、『摂津名所図会』に描かれた「四足
門」と同様に位置づけられ、近世難波御堂の
建築構成が踏襲されたのである。
　また、外観は意匠的に本堂と調和させるた
め色彩に配慮し、さらに本堂の欄間彫刻（写
真④⑬）と同一様式の天女図のグリル（格子
かざり）が配されるなど、本堂との一体化が
考慮されている。なお、法隆寺五重塔の水煙
からデザインのヒントを得たこのグリルは、
現在撤去されている。

■施設の変化
1）増築
　昭和42年末、機能的な難波別院を目指して
御堂会館の南面に隣接して新ビルの増築工事
が始まる。その規模は、階上 5階、地下・塔
屋1階、総面積1704㎡（約520坪）である。

増築後の 1階には、大阪教務所・別院事務
所・輪番室や電話交換室などが設けられ、ほ
とんどの職員をここに集めることにより、事
務処理の合理化・迅速化が図られている。教
務所が移転したあとの本堂地階の研修ホール
は、50床のベッドを100床に増やし、充実し
た各種研修会などへの対応とともに、 2年後
の万国博の際に訪れる全国の門信徒の宿泊施
設とすることも目論まれている。
　増築によって多様な室が多く設けられた。
地階には会議室と機械室が新設され、機械室
には最新式の冷暖房設備が設置される。 2
階の大部分を占める展示室は、入口にカウン
ターやクロークなどが備えられ、展覧会など
の文化的な催しにも使用が可能である。なお、
現行の貴賓室は一部の改造にとどめられてい
る。 3階は食堂とし、増築部分に厨房と特別
食堂が設けられる。ここでは、パーティ会場
や結婚披露宴会場のほか、さまざまな方面で
の使用も考えられている。 4階には茶室（ 2
室）とホールの楽屋、会議室や新聞編集室兼
資料室が設けられる。水屋と待合を備えた茶
室は、従来通り各流派の茶道教室に開放され
る。会議室はアコーデオンドアで 2室に仕切
られているが、多人数での会議の際には 1
室、さらにホールの楽屋が不足した際には楽
屋とするなど、多目的に使用できる。 5階に
は200人程度の小ホールと展示室ができる。小
ホールには、ステージのほかロビーやクロー
クなどが備えられ、ホールとしての体裁が整
えられている。展示室は小ホールの控室とも
なり、音楽会や舞踊などのおさらえ会など、
各方面での使用が可能である。 6階の塔屋は
冷房用のクーリングタワーやエレベーター機
械室となる。
　以上のように、床面積の増加により既存の
施設も変更されるとともに、同一もしくは類
似の使用用途の施設を集約することで、各階
の機能と動線計画が一層明確になった。
2）調査
 昭和56年 2月、車の排気ガスなどにより、御
堂会館外壁に設けられたグリルの止め金が腐
蝕し、痛みが目立ってきたので、竹中工務店
に調査を依頼している。
3）修復
　平成23年（2011）12月から翌24年 5月にか
けて、本堂内陣の仏具・欄間・金障子などの
修復工事が行われた。それぞれが大規模なた
め、大変な苦労と努力がなされた。
　仏具は、当時の仕事内容が現在よりもかな
り良質であった。特に、宮殿などに使われて
いる手打ちの地彫り金具は、50年前のものと
は思えないほどしっかりしていて、当時の職
人の精一杯の尽力が感じられるという。地彫

りとは、錺
かざり

金具の中では最高級の彫金技法で、
これにより肉厚で立体感のある金具が作られ
るが、現在、手打ちが行える職人はほとんど
おらず、多くの場合、手打ちの地彫りをもと
に鋳造した物を使用している。
　欄間は、板が反らないように最良の桧板を
5層に重ねて線彫りにするという、当時の技
術としては大変凝ったもので、修復に際し、
線彫り部分の積層箇所の緩みを調整するため、
裏面だけで3000本のビスを入れたという。
　金障子は、重量があるため自重で下がらな
いよう、ハンガーレールを障子の中に埋め込
んで上から吊している。当時レール式のハン
ガーレールを用いたのは、我が国では難波別
院が初めてであった。修復に際し、ローラー
部分のベアリングが若干が痛んでいた程度で、
この巨大な金障子の重みに耐えうる耐久性と
ともに、寺院であるため見栄えも充分考慮し
て作られていたことが判明した。
　そのほか、各箇所に設けられたコンセント
の真鍮製のカバープレートは、職人が円柱に
合わせて手作りで打ち込み制作したもので、
見えない所にも気を抜かない当時の職人気概
と技術の高さが感じられるという。

■まとめ
　近世・近代を通じて御堂筋に面してそのた
たずまいを見せる難波別院。北御堂とともに
大屋根を連ねる景観は、歴史都市大阪を象徴
するものであった。それらの建築群は戦災で
焼失したが、その伽藍の構成を継承した諸堂
が復興された。その後50年を経て、御堂会館
は天女図のグリルが撤去され、南北に増築が
行われるなど変化しているが、御堂筋東側に
外壁が残る旧大谷仏教会館（現又一ビル）と
ともに近代御堂筋の景観を継承していると言
えよう。また、近年の内陣の修復によって伝
統的な工芸細工の継承にも大きく貢献したこ
とは高く評価される。

注

1ȫȂ 2ȫȸ難波別院史ȹȪ昭和「3年ȫ

3ȫȸ建築͂社会ȹȪ昭和3」年 『月号ȫ

参考

ȶ南御堂ȷȪ第」」号Ȃ昭和43年 1月 「日ȫ

ȶ南御堂ȷȪ第224号Ȃ昭和「」年 3月 1日ȫ

ȶ南御堂ȷȪ第「9」号Ȃ平成24年 2月 1日ȫ

　取材に際し、南御堂管理部篠田法道氏、同
慈浩二氏に種々ご高配を頂きました。末筆な
がら記して感謝申し上げます。

（うえまつ　きよし／

大阪人間科学大学　環境・建築デザイン学科教授）

42



43建築と社会■2014.6

■双固定子電動機始動とは
　電動機の特徴を生かして、防災設備の非常

用発電機設備の選定に欠かせない始動電流を

抑え、しかもスターデルタ始動よりも更に低

い電流で始動することを実現した画期的な始

動方式です。

　それには、㈱ の製作するS IM

（SATAKE INDUCTION MOTOR）モータ※と

始動器を用いており、「双固定子電動機始動」

の双固定子電動機は、SIMモータの特徴ある

構造から付いた始動方式名称です。

　（財）日本消防設備安全センター、（社）日

本内燃力発電設備協会共に認可されています。

　では、具体的にどのくらい始動電流が抑え

られるのかというと、直入れ始動の6分の 1、

スターデルタ始動の 2分の 1、更にはスター

からデルタの切換え時瞬間のような突入電流

を発することなく穏やかな切換えにより定格

運転へと移行します。（図- 1）
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図- 1　始動方式別始動電流のイメージ図
※ SIMモータにはシリーズがあります。双固定子電
動機始動にはSIM-Gシリーズを用いています。

■双固定子電動機の構造と原理
　SIM-Gモータの特徴は、図- 2のように 1

つの回転子と 2つの固定子で構成され、汎用

電動機 2台を一体化させて、 1台にしたよう

な電動機です。

 
 

固定子1（ST1）

回転子

固定子2（ST2） 

図- 2　電動機構造（SIM-G）
　始動時には、片側の固定子のみに電圧を印

加し、スター結線にすることで始動電流を抑

えることができます。また、回路に抵抗器を

挟むことにより、切換え瞬間の突入電流を吸

収しています。

切換えの始動パターンは図- 3の通りです。

始動順序①→②→③→④→⑤→⑥

 

 

 

 

 

 

①単独スター

（1）単独Y

MC1
ON

MC2
ON

MC3MC4MC5

②並列スター ③抵抗+並列スター

④抵抗+単独デルタ ⑤単独デルタ ⑥並列デルタ

（2）並列Y

MC1
ON

MC2
ON

MC3
ON

MC4MC5

（3）R並列Y

MC1
ON

MC2
ON

MC3
ON

MC4
ON

MC5

（4）R単独△

MC1MC2
ON

MC3MC4
ON

MC5

（5）単独△

MC1MC2
ON

MC3MC4MC5
ON

（6）並列△

MC1MC2
ON

MC3
ON

MC4MC5
ON

図- 3　双固定子電動機始動　動作パターン図

■回路と始動器について
　電動機は特徴ある特殊モータですが、始動

器は至ってシンプルです。

　図- 3の切換えを制御するのに必要な機器

は、電磁接触器（MC）： 5ケ、タイマ： 3

ケ、抵抗器： 3本です。抵抗器は、切換え途

中のサージ電流を防止する役割を果たします。

また、これらの機器は全て市販品での対応が

可能で、始動器盤の大きさもスターデルタ始

動器とほぼ同じです。

　そのため、消火ポンプ類の場合、電動機出

力：45kWまでは、始動器盤とポンプをユニッ

トにすることが可能で、設置スペースはス

ターデルタ始動と同等です。

　回路については図- 4概略回路図を参照くだ

さい。

始動器 

SIMモータ 

図 4　概略回路図

■双固定子電動機始動採用事例
《事例1》（単独負荷の場合）　某老人福祉施設

（四国）
負荷機器：スプリンクラーポンプ　15kW　（1台）

  

 
 

  

 
 

発電機 

48kVA

《原設計》 スターデルタ始動 

発電機 

28kVA

《検討後》 双固定子電動機

1ランクダウン

原設計 検討後

採用メリット

差
比率

（原設計
基準）

トータルコスト
（千円） 9,160 8,255 905 90.1%

設置面積（㎡） 2.4 1.8 0.6 75.0%
重量（kg） 930 760 170 81.7%

※発電機：即時普通時間形屋外低騒音（85dB）仕様
※上記数値は、全て当社独自調査による参考値

《事例2》（複合負荷の場合） 某ホテル（大阪）
負荷機器：スプリンクラーポンプ　45kW （2台）
　　　　　泡消火ポンフ 45kW （ 1台）
　　　　　採水ポンプ 45kW （ 1台）
　　　　　排気ファン 18.5kW （ 1台）
　　　　　ほか
　　　　　全29台（負荷合計出力K＝351.15ｋW）

  

 
 

  

 
 

オープン型発電機 

750kVA

《原設計》 スターデルタ始動 

キュービクル式発電機 

500kVA

《検討後》 双固定子電動機始動

サイズダウン

原設計 検討後

採用メリット

差
比率

（原設計
基準）

トータルコスト
（千円） 基準 ▲9,896 9,896 －

設置面積（㎡） 9.1 5.5 3.6 60.4%
重量（kg） 9,800 4,800 5,000 49.0%

※発電機：即時普通時間形屋外低騒音（85dB）仕様
※上記数値は、全て当社独自調査による参考値

【主な納入実績】

東京ソラマチ、六本木ヒルズ、東京ミッドタウン、大

阪駅新北ビル（ノースゲートビルディング）、東京防

衛大講堂、モード学園スパイラルタワーズ、ベルギー

大使館、兵庫県立美術館 芸術の館（安藤忠雄

建築設計）ほか

【取扱メーカ】

㈱川本製作所　㈱荏原製作所　パナソニック㈱

日立産機システム㈱　㈱ミツヤ送風機製作所

テラル㈱　他

問合せ先
　当社では、非常用発電機の容量計算を

承っています。

　下記までお気軽にご連絡ください。

（販売代理店）

佐竹電機㈱　電動機営業課

〒739-8602 広島県東広島市西条西本町2-30

Tel（082）420-8556　Fax（082）420-0007

企画広告

新製品レヴュー

双固定子電動機始動で
防災設備のイニシャルコストの低減を

株式会社 
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　オフィスビルをはじめ、商業・文化施設な

ど様々なシーンに上質な美しさを届けてきた

ユニオンの［アーキズムシリーズ］。

　今回の新製品では「美しさに触れてほしい」

という想いをテーマに、独自の技術と多様な

マテリアルのコラボレーションによる新たな

デザインを追求。日本の美の感覚をプロダク

ツに移行した製品をはじめ、天然木と金属を

合わせた優しい手触りの製品など、フォルム

の美しさはもとより、思わず触れたくなるよ

うな意匠性を展開している。その中でも代表

的な製品を紹介。

◆

■建築イメージを刺激する機能美。
　【Lever Handle】UL1034

天然木（クルミ）をグリップに用いたレバー

ハンドル。オイルステインを施した天然木を

ベースに、心地よい手触り、握り心地を生か

しつつ、金属による異素材のコンビネーショ

ンにより、近代的な建築空間にマッチする高

品質なイメージにこだわった。

　バリエーションとして足金具の仕上げを分

けることで製品の表情が変わり、様々なシー

ンのイメージに合わせられる。

　またこうした空間に調和する意匠性はもち

ろんのこと、握る手にも程よくフィットし、

快適な操作性もサポート。人が人をもてなす

所作のように、上質で静謐な美しさと精緻な

機能性の融合を目指した。

■非現実的なフォルムによる造形美。
　【Door Handle】T1158

　金属が熱で溶けだしたようなイメージのド

アハンドル。垂れ落ちるように曲がったグ

リップ、溶け固まったような曲面による非現

実的なフォルム。

　扉に接する足部に近づくほどエッジは丸く

なっていき、金属が溶け出しているような、

「想像できるありえないこと」を表現してい

る。美しく磨き上げられた製品に光が映り込

む時、造形の美しさは輝きを増し、見るもの

を魅了する。空間の中で最初に触れるドアハ

ンドルだからこそ、ファースト・インプレッ

ションをより印象的にしたいというこだわり

から生まれた独創的なプロダクト。溶ける、

液体などをイメージさせるやアクアリウムや

バーなどの店舗空間におすすめしたい。

■ 無骨な素材感と柔和なフォルム
の調和。
　【Door Handle/Lever Handle】
　 G1154・G1155・UL1031・
UL1032

　ブラスの新たな色調と風合いを求めたドア

ハンドル。鋳物の無骨な素材感を活かした仕

上がりと柔和で上質なフォルムを併せ持った

高級感のあるデザインがキーポイント。

　握りにこだわった小ぶりのフォルムは、機

械加工では表現できないなだらかな膨らみに

より、手に馴染むちょうど良いかたちに仕上

げられている。

　指先の感触まで配慮された完成度の高さは、

クラフトマンのこだわりの結晶。

　同仕様のドアハンドル、レバーハンドル、

ドアノブとのトータルコーディネートも可能。

感性が触発されるデザインシリーズとなって

いる。

◆

　精緻な技術、機能的なデザイン、そして上

質なマテリアルの融合、ユニオン［アーキズ

ムシリーズ］。

　空間との調和を追求したアートウエアとし

ての美しさと、他の追随を許さない豊富で多

彩なバリエーションは、多様な建築イメージ

にフレキシブルに対応する。

　クラフトマンシップ溢れるプロダクトを、

上質な空間構成のアイテムとして、活用いた

だきたい。

株式会社 ユニオン
連絡先
〒550-0015　大阪市西区南堀江2-13-22 

TEL.06（6532）3731　FAX.06（6533）2293

www.artunion.co.jp

企画広告

新製品レヴュー

「美しさに触れてほしい」
アーキズムシリーズ 2014－2016

株式会社ユニオン
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①上村松篁展

明治35年、日本画家・上村松園の長男として
京都市内に生まれた松篁は、大正10年、京都
市立絵画専門学校に入学すると共に西山翠嶂
に師事した。同校在学中に帝展で初入選を果
たして以降、官展系展覧会を中心に活躍する
が、昭和22年、戦前の官展の後継である日展
で審査員をつとめたところ、その旧態依然と
した審査に失望し同展を脱退する。翌年、創
造美術協会（新制作協会日本画部を経て創画
会）を結成、官展にも塾にも依らず発表を続
けた。伝統的な円山四条派の写生を活かしな
がら、近代的な構成を持つ新しい花鳥画とし
て蘇らせた作品を生み出す一方で、昭和11年
から43年の定年退官まで母校の京都市立絵画
専門学校（現、京都市立芸術大学）で後進の
指導にもあたり、59年、母子二代での受章
となる文化勲章を受章した。本展は、松篁の
《孔雀》、《丹頂》等の花鳥画の代表作に人物画
の大作《万葉の春》を含む初期から晩年に至
るまでの本画約75点と、挿絵原画や素描約30
点により、母・松園同様、「品があって匂い立
つような」芸術を花鳥画で追求し続けたその
画業を紹介する。
期　間　7月6日（日）まで
　　　　 9：30～17：00　金曜日は20：00まで

（入館は閉館の30分前まで）
休館日　月曜日
会　場　京都国立近代美術館
　　　　京都市左京区岡崎円勝寺町
　　　　（岡崎公園内）
　　　　TEL.075-761-4111
観覧料　一般1,300円、大学生900円、
　　　　高校生500円、中学生以下無料

上村松篁《山鹿》昭和11（1936）年
京都市美術館蔵

②阪神・淡路大震災20年展
　東京・ソウル・台北・長春
　官展にみる近代美術

本展は、20世紀前半の東アジアの近代美術を、
官設の公募美術展（官展）という切り口から
考える初めての展覧会。韓国や台湾の研究
者・学芸員との共同企画であり、各地の所蔵
者の理解と協力により実現した。東京、およ
び日本の統治下・影響下にあったソウル、台
北、長春で開かれた官展の出品作や、審査員
をつとめた作家の作品を中心に、各国・地域
の近代美術の諸相を約130点の作品で紹介す
る。日本、韓国、台湾、中国東北部（旧「満
洲」）という4地域をカバーし、今回ほど多く
の作品が集まる機会はこれまでなかった。 4
つのコーナーに並ぶ絵画、書、彫刻、工芸か
ら、共通する部分とオリジナリティ、それぞ
れの「近代」が浮かび上がる。
期　間　6月14日（土）～7月21日（月・祝日）
　　　　 10：00～18：00　金・土曜日は20：

00まで（入場は閉館30分前まで）
　　　　前期6月14日（土）～6月29日（日）
　　　　後期7月1日（火）～7月21日（月・祝）
休館日　月曜日（7/21は開館）
会　場　兵庫県立美術館
　　　　神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1
　　　　TEL.078-262-0901
観覧料　一般1,300円、大学生900円、
　　　　高校生・65歳以上650円、
　　　　中学生以下無料

土田麦僊《平牀》1933年　京都市美術館
（6月29日まで展示）

③杉浦康益展
　陶の博物誌―自然をつくる

現代陶芸を代表する美術作家・杉浦康益は、
東京藝術大学在学中、恩師の「やきものは石
である」という言葉に触発され、《陶の石》を
造り始め、1979年に《陶による石の群れ》を
発表し、注目を集めた。その後、1984年のび
わこ現代彫刻展への出品を機に、石から岩へ
とモチーフをスケールアップさせ、＜陶の岩＞
シリーズを展開し、やきものの新たな可能性

を追求した。また1984年に東京から神奈川県
真鶴に住居とアトリエを移し、自然の中に身
を置くことで、自然を写しとる手法から、自
然の中に溶け込む手法へと表現方法を変化さ
せ、1994年から《陶の木立》によるインスタ
レーションを発表する。2006年「越後妻有
アートトリエンナーレ」に《風のスクリーン》
を設置、また2013年「瀬戸内国際芸術祭」で
は、女木島の高台に《段々の風》を設置。野
外での大規模なインスタレーションを発表す
る一方で、2000年からは、植物をルーペで詳
細に観察し、その内部構造を精緻に再現する
＜陶の博物誌＞シリーズを発表している。本
展覧会は、西宮市大谷記念美術館が所蔵する
＜陶の博物誌＞シリーズの作品27点を中心に、
＜陶の岩＞、＜陶の木立＞のシリーズのイン
スタレーションを展示し、杉浦康益の代表的
な仕事を紹介する。
期　間　6月7日（土）～8月3日（日）
　　　　10：00～17：00（入館は16：30まで） 
休館日　水曜日
無料開館日　7月21日（月・祝）
会　場　西宮市大谷記念美術館
　　　　西宮市中浜町4-38
　　　　TEL.0798-33-0164
観覧料　一般500円、高大生300円
　　　　小中生200円

杉浦康益《向日葵の花》2009年

▶ 創立記念日事業　建築家・安藤
忠雄講演会「夢をもって生きる」

世界的に活躍する建築家・安藤忠雄氏の講演
会を開催する。これまで設計されたご自分の
建築作品のこと、その制作の哲学、制作のプ
ロセスなどを交えながら、お話しいただく。
日　時　2014年6月6日（金）18：00～19：30
講　師　安藤忠雄氏
会　場　京都工芸繊維大学センターホール
　　　　京都市左京区松ヶ崎橋上町1
入　場　 無料。定員750名（先着順、16：30より

整理券配布、17：00開場）
問合せ　京都工芸繊維大学総務企画課
　　　　TEL.075-724-7014

nformation
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④ ミラノ ポルディ・ペッツォーリ
美術館　華麗なる貴族コレク
ション

イタリアのミラノにヨーロッパで最も美しい
といわれる邸宅美術館がある。邸宅のかつて
の主は、名門貴族、ポルディ・ペッツォーリ
家の末裔、ジャン・ジャコモ・ポルディ・
ペッツォーリ（1822-1879）。彼は一族に代々
受け継がれてきた美術品に自ら収集した絵
画・工芸品・武具などを加え、貴族の美意識
と芸術の香りあふれる比類ない館をつくりあ
げた。主亡き後、その館は遺言により美術館
として公開され、世界中から人々が訪れてい
る。本展では、ヨーロッパ肖像画史上に輝く
傑作《貴婦人の肖像》をはじめ、ルネサンス
から19世紀にいたる華麗なる貴族コレクショ
ン約80点を、日本で初めて紹介する。
期　間　7月21日（月・祝）まで
　　　　火～金／10：00～20：00
　　　　土日祝／10：00～18：00
　　　　（入館は閉館30分前まで）
休館日　月曜日（7/21は開館）
会　場　あべのハルカス美術館
　　　　大阪市阿倍野区阿倍野筋1-1-43
　　　　あべのハルカス16F
　　　　TEL.06-4399-9050
観覧料　一般1,500円、大高生1,100円、
　　　　中小生500円

ピエロ・デル・ポッライウォーロ
《貴婦人の肖像》1470年頃

⑤没後90年　近代日本洋画の巨匠
　黒田清輝展

本年は、明治から大正期の日本洋画界に大き
な影響を与えた黒田清輝（1866～1924）の没
後90年にあたる。フランスで絵画を学んだ黒
田は、帰国後、京都を訪れて着想を得た《昔
語り》の関連作品群、芦ノ湖のほとりで涼む
女性を描いた《湖畔》（重要文化財）や裸体画
をめぐる論争を引き起こした《智・感・情》

（重要文化財）といった名作・話題作を次々
と発表し、洋画界をリードする。本展では、
東京国立博物館および東京文化財研究所の全
面的な協力を得て、黒田清輝作品の中から代
表作約160点を展示。黒田清輝の明るい外光
に満ちた自然な世界、そして多様な試みを紹
介する。
期　間　6月7日（土）～7月21日（月・祝）
　　　　 10：00～18：00　金曜日は19：30まで

（入場はそれぞれ30分前まで）
休館日　月曜日（祝日の場合は開館､翌日休館）
会　場　京都府京都文化博物館
　　　　京都市中京区三条高倉
　　　　TEL.075-222-0888
観覧料　一般1,200円、大高生800円、
　　　　中小学生　400円

黒田清輝《湖畔》明治30年（1897）
東京国立博物館蔵
（画像提供：東京文化財研究所）重要文化財

⑥企画展　文化功労者顕彰記念
　鳥と語る　上村淳之展

上村淳之は1933年に京都市に生まれ、今春81
歳を迎えた日本画家。奈良市平城にあるアト
リエ「唳禽荘」において、千羽を越える鳥た
ちを飼育し、鳥たちと日々親しみ、語らい、
その生態を熟知したうえで描き出される淳之
の花鳥画の世界。古来より日本の絵画には人
も鳥もその他すべての動植物が平等に構成す
る一つの生命体と考える東洋独自の世界観が
ある。そのような共に生きるという自然観に
基づく親密であり深遠な絵画空間につつまれ
て、命の尊さ、自然の深さを静かに語りかけ
てくれる作品を紹介する。
■ 併設展示「京都花鳥館賞展」 ～公募で選ば
れた若き作家たち（日本画・陶芸）～
期　間　8月3日（日）まで
　　　　10：00～17：00（入館は16：00まで）
休館日　月曜日（7/21、7/22は休館）
会　場　松伯美術館
　　　　奈良市登美ヶ丘2-1-4
　　　　TEL.0742-41-6666
観覧料　一般（大高生含む）820円、
　　　　中小生410円

上村淳之「蓮池」平成12年作

▶西野康造展　Space Memory

西野康造は、本誌 5月号「群像」にも登場し
た、空や風などの自然の事象をテーマに、大
型の金属彫刻を制作する美術家。繊細である
と同時にダイナミックなスケール感を特徴
とする作品は、内外から高く評価され、パ
ブリックアートとしても世界各地に数多く
設置されている。昨秋には、ニューヨーク
の4WTC（4 World Trade Center）のため
に、直径30メートルにおよぶ大型彫刻《Sky 
Memory》を制作。槇文彦氏設計の洗練され
た建築空間と融合した西野の作品は多くのメ
ディアで紹介され、大きな話題を呼んだ。本
展は、西野の新作個展であり、作家の初作品
集となる『Kozo Nishino：SKY MEMORY』
（タイトル仮）の出版記念展として開催する。
期　間　6月7日（土）～6月28日（土）
　　　　11：00～19：00　土曜日は17：00まで
休館日　日曜日、月曜日、祝休日
会　場　アートコートギャラリー
　　　　大阪市北区天満橋1-8-5
　　　　OAP アートコート1F
　　　　TEL.06-6354-5444
■関連イベント
作家によるギャラリートーク＆レセプション
日　時　6月7日（土）15：00～17：00

西野康造《Sky Memory》（スカイメモリー、部分）
2009-2013｜チタン合金｜φ30m（半円状）
設置場所：4WTC エントランスロビー（ニュー
ヨーク）photo：Seiji Toyonaga

本欄掲載の①～⑥の美術館等の招待券ご希望の方
は、電話等で申し込み後、招待券送付用の切手（82
円）を日本建築協会事務局までお送りください。
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理事会
第 1回常任理事会
4 月23日（水） 16：00～17：00
出席者　香西会長ほか 4名
議　事（ 1）評議員の回答状況
　　　（ 2）役員の回答状況
　　　（ 3）常設委員の委嘱状況
　　　（ 4）会員の入退会状況
　　　（ 5） 総会、理事会のタイムスケ

ジュール
　　　（ 6） 澤田充氏の講演会と会員交

流懇親会
　　　（ 7） 「青年技術者」と ｢建築と社

会｣ 賞選考結果
　　　（ 8）新HPの経過報告
　　　（ 9） 在阪建築 4団体会長、支部

長意見交換会

編集委員会

第 1回編集・広告企画合同委員会
4 月 9 日（水） 17：30～18：45
出席者　米井委員長ほか 6名
議　事（ 1） 5 月号特集「オフィスビル

設備の変遷とこれから」6月
号特集「オフィスのこれか
ら」 7月号特集「第61回青
年技術者」 8月号特集「建
築と時間」 9月号特集「省
エネ・低炭素（仮）」10月号
特集「複雑・高度化する建
築とその施工技術」「あべの
ハルカス」

　　　（ 2）広告依頼先検討
第 1回構造分科会
4 月11日（金） 18：00～19：30
出席者　岸本幹事ほか 2名
議　事（ 1）構造の頁の企画
　　　（ 2）11月号特集の企画
第 1回設備分科会
4 月 2 日（水） 18：00～19：45
出席者　橋本幹事ほか 4名
議　事（ 1）設備の頁の企画
　　　（ 2） 5月号特集原稿の確認
第 1回施工材料分科会
4 月15日（火） 17：30～19：30
出席者　中野幹事ほか 4名
議　事（ 1）10月号特集の企画
第 1回法令分科会
4 月16日（水） 15：00～17：00
出席者　岡本幹事ほか 5名
議　事（ 1）法令コーナーの企画
第 1回作品作風小委員会
4 月24日（木） 19：00～20：30
出席者　西田幹事ほか 4名
議　事（ 1）作品の選定
　　　（ 2） 作品の掲載状況、掲載予定

の報告
　　　（ 3）galleryの掲載報告と予定

事業委員会

第 1回情報見学小委員会
4 月10日（木） 18：00～19：00
出席者　豊田小委員長ほか10名

議　事（ 1） 「グランフロント&ナレッジ
キャピタル」見学会

　　　（ 2） 「教養教育共同化施設」見学会
　　　（ 3）「武庫川女子大学」見学会
　　　（ 4）「京都NHK」見学会
第 1回U-35小委員会
4 月11日（金） 19：00～21：00
出席者　下田幹事ほか 6名
議　事（ 1）フェイスブックの運用
　　　（ 2）2nd actionの企画検討

出版委員会

第 1回出版委員会
4 月17日（木） 18：00～19：15
出席者　西委員長ほか 6名
議　事（ 1）進行中のテーマについて
　　　（ 2）新テーマについて
　　　（ 3）出版記念講演会の報告

教育委員会

大阪府住まいづくり教育普及協議会
4 月18日（金） 10：30～12：00
議　事（ 1）総会について
　　　（ 2）チラシ、ホームページ等

100周年関連事業委員会

第58回群像（インタビュー）
4 月11日（金） 13：00～17：00
出席者　野口　伸ほか 2名
インタビュー　生山雅英
第 1回10年委員会
4 月 8 日（火） 18：30～20：00
設楽委員長ほか 5名
議　事（ 1）学生のための見学会開催
　　　（ 2） 大阪ええとこ創生プロジェ

クト

見学会

「グランフロント大阪ナレッジキャピタ
ル」見学会
4 月23日（水） 13：30～15：30
講　師　林　邦彦（三菱地所）
　　　　間渕　豊（KMO）
　　　　岡田耕治（日建設計）
参加者　15名

会　議

4 団体会長・支部長意見交換会
4 月30日（水） 18：00～19：00
出席者　香西会長（当番会）ほか10名
議　事（ 1） 4団体インターンシップ
　　　（ 2）フリーディスカッション

日
本
建
築
協
会　

月
間
の
動
き
　
　

平
成
26
年
4
月
分

■副会長
　設楽　貞樹
　本多　友常
■編集担当理事
　西　　博康
　押味　至一
　佐藤　榮一
　竹中　統一
　立成　良三
　松本　眞一
　吉村　英祐
◎米井　　寛
■副委員長
○勝山　太郎
■特集小委員会
■計画分科会
★計画系
　飯田　　匡
　鈴木　克彦
　田中　直人
　紅谷　昇平
　松田奈緒子
　三宅　次郎
△守井　　辰
　吉村　英祐
★建築計画系
　荒木　宏之
　大西　広朗
　神戸　嘉也
　静　　茂夫
　下坂　浩和
　野田　隆史
　橋本　祐典
　三谷　帯介
　矢野　展寛
　米山　剛史
△渡部　　剛
★インテリア・住宅
　今井　充彦
　川合　隆之
　黒栁　　亮
　酒井　雅男
　塚口眞佐子
　ペリー史子
△間渕　一博
　森岡　拓也
■構造分科会
　秋田　　智
　岡田　　健
△岸本　光平
　司馬　勢也
　瀧野　敦夫
　角田　耕一
　橋本　宗明
　松村　　健
　宮久保秀樹
　向井　洋一

編集委員会（平成26年度）
■設備分科会
　赤澤　正治
　大石　晶彦
　北野　勝也
　欅田　輝生
　寺井　千佳
　長澤　康弘
　夏井　重行
　野崎　正二
△橋本　直樹
　桝井　貴廣
　宮﨑ひろ志
　村上幸三郎
■施工材料分科会
　荻巣　友貴
　後藤　尉彦
　桜井　和男
　髙橋　秀一
△中野　敬史
　藤丸　啓一
■法令分科会
　井上　久明
△岡本　亮二
　河野　　学
　田中　幸夫
　前田　俊文
　吉岡　　忠
■作品作風小委員会
　居内　章夫
　池上　　明
　稲垣　和江
　東井　嘉信
　加嶋　章博
　菊池　浩輔
　倉橋　尉仁
　倉渕奈千子
　澤田　純一
　鞆野　淳司
　豊田　充広
　鳥居　久人
▲西田　佳代
　芳谷　晴彦
　増田　敬彦
■広告企画小委員会
　大谷　金由
　小川　雄介
　小山　　昭
　権代　　晃
　藤田　昌宏
▲前田　　衛
　山辻　直樹

印　刷　2 0 1 4 年 5 月 28 日
発　行　2 0 1 4 年 6 月 1 日
発行人　一般社団法人日本建築協会
　　　　大阪市中央区大手前1-7-31
　　　　電　　話　　06-6946-6981
印刷所　㈱ 中 島 弘 文 堂 印 刷 所
定　価　1230円（税込）

Ⓒ「建築と社会」誌の記事の無断転載を禁じます。

◎委員長　○副委員長
▲小委員会委員長　△幹事

（順不同）

■訂正とお詫び

本誌2014年 5月号に、下記の誤りがあり
ました。

特集オフィスビル設備の変遷とこれから
16頁、写真6キャプション

誤　写真提供：大林組株式会社
正　写真提供：株式会社大林組

関係各位にご迷惑をおかけしましたこと
をお詫び申し上げます。
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特集：オフィスのこれから　協賛広告
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特集：オフィスのこれから　協賛広告
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特集：オフィスのこれから　協賛広告
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特集：オフィスのこれから　協賛広告



主催　日本建築協会

平成26年度　第60回工高生デザインコンクール
設計課題 私の家

課題の趣旨

設　計　条　件

所 要 図 等

応　募　条　件

応　募　方　法

締　切　期　日

送 　 付 　 先

入選作品の数および賞

入選者発表および表彰式

審　査　員（50音順・敬称略）

このコンクールは、高校生の設計技能の向上を目的とし、昭和30年より毎年テーマを変えて開催しています。

1．敷　　　　地：敷地の大きさ形状とも自由とし、具体的な敷地を設
定する。

2．規　　　　模：延べ面積・構造・階数は自由とする。
3．所　要　室：使用方法を想定し、必要と思われるスペースを適宜

設ける。

1．敷地周辺図：敷地周辺の環境や状況を示す。縮尺を明示する。
2．配　置　図：敷地における建物の位置、道路との関係、方位、縮

尺を明示する。
3．平　面　図：縮尺を明示する。
4．立　面　図：縮尺を明示する。（2面以上）
5．断　面　図：縮尺を明示する。（1面以上）
6．透　視　図：設計意図が最も反映するところを表現する。着色仕

上げ。模型写真に代えてもよい。
7．設 計 説 明：設計意図を表すサブタイトルを必ずつけること。

想定する居住人数（家族構成）を明記すること。
設計趣旨（建物の使い方、立地、周囲の状況な
どについての説明を含む）を記入すること。

8．建 築 概 要：敷地面積、建築物の構造・階数、各階床面積および
延べ床面積などを示す。

9．そ　の　他：平面図、断面図には、室名・寸法を記入する。その他、
必要とされる手書きの図面は加えてもよい。

1．用　　　紙：用紙はケント紙などの厚手の製図用紙A1判
（594mm×841mm） 1枚を使用し、直接描くこと。
トレーシングペーパーと裏打ち用紙の重ね使用や図
面のパネル化は認めない。

2．仕　上　げ：要求図面は手書きによる黒色鉛筆仕上げによる。
ただし、色鉛筆による着彩は可。透視図は彩色用紙
を用い、図面に貼り付けてもよい。透視図（CGなど
の印刷出力物の使用は不可。）や模型写真（模型写
真の合成加工などは不可。）以外のものを貼り付け
ることや、図面のパネル化、製図用紙への図表等の
印刷出力など上記以外の仕上げは禁止する。

1．応募用紙に、学校名・所在地・学年・氏名を記入の上、封筒に入れ
密封し、図面の裏に貼りつけること。（応募用紙が足りない場合は当
会HP（http://www.aaj.or.jp）からダウンロードして下さい。）

2．応募作品は学校を通じて提出すること。

1．入選作品は10点とする。
2．入選作品のうちから最優秀賞1点、優秀賞2点を選ぶ。
3．最優秀賞・優秀賞作品には、賞状および表彰盾を贈り、その他の入
選作品には、賞状を贈る。

4．応募者全員に参加賞を贈る。
　　※入選作品の版権は本会に属する。

審査の結果は、各学校ならびに本人に通知するほか、本会の会誌「建築
と社会」11月号に発表し、入選作品は翌年1月号に掲載する。表彰式は、
平成26年11月 8日（土）に行う。

て締め切る。

　　　　　 E-mail:h-katayama@aaj.or.jp URL:http://www.aaj.or.jp

審査員長　上原　　徹／㈱日建設計設計部門設計部長
審 査 員　上羽　一輝／㈱東畑建築事務所大阪事務所設計部長
　　　　　大平　滋彦／㈱竹中工務店設計部設計第 5部長
　　　　　奥田　英雄／㈱大林組大阪本店建築事業部建築設計部部長
　　　　　木下　　光／関西大学環境都市工学部建築学科准教授

　　　　　高橋　利治／大和ハウス工業㈱総合技術研究所副所長
　　　　　所　　千夏／アトリエCK代表
　　　　　橋本　　修／㈱昭和設計建築設計部部長
　　　　　南浦　琢磨／㈱安井建築設計事務所設計部主幹
　　　　　矢田　朝士／ATELIER-ASH主宰

3．応 募 資 格：平成26年4月現在、高等学校在籍の生徒で、個人で
制作したものとする。

4．そ　の　他：用紙や図面には、学校名・学年・氏名など応募者が
わかるような表示は行わないこと。

　　　　　　　　　 ※以上の条件に違反した応募作品は、失格とすること
がある。

ません。また、地球規模の環境への
影響についてさらなる関心を持ち、
具体的な実行が求められるかもしれ
ません。
 皆さんのライフスタイルの基盤とな
る住まいを自分自身あるいは自分の

家族が「建築主」となり、10年後のその時の自分の生
活を想像し、社会や身近な生活の中にある「私の家」
のあり方を提案してください。

 10年後の皆さんはどのような暮らしを
しているでしょうか。多くの皆さんが
学校を卒業し、社会の一員として活躍
を始めているのではないでしょうか。
10年後は東京オリンピックが開催され
た後で、リニア中央新幹線の開業を控
えるほか、ネットワーク環境の発展による地域間の情
報格差の解消など、今とは異なる社会インフラが整備
され、新たなライフスタイルが生まれているかもしれ

（作図、文字）
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電気工事・空調工事・水道衛生工事・消防施設工事
および機械器具設置工事の設計、監理、施工

本店・大阪本社 〒550-0002　大阪市西区江戸堀1丁目9番25号　電話（06）6441-8231
東 京 本 社 〒102-0071　東京都千代田区富士見2丁目15番10号　電話（03）3261-8231
支 　 　 社 名古屋・福岡
支 　 　 店 札幌・仙台・新潟・さいたま・横浜・豊田・金沢・京都・神戸・天理・岡山・

広島・高松・熊本
営 業 所 帯広・函館・青森・秋田・盛岡・福島・山形・前橋・宇都宮・土浦・千葉・

長野・松本・静岡・刈谷・津・岐阜・富山・福井・和歌山・東近江・山口・
松江・松山・高知・徳島・宮若・鳥栖・長崎・大分・宮崎・鹿児島・那覇

海 外 支 店 シンガポール・ホンコン・マニラ（フィリピン）・ペタリンジャヤ（マレーシア）
技術研究所 〒354-0044　埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番地　電話（0492）58-1511
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